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異国での大失態




　古くから、教会の下には悪魔が住んでいるという言い伝えがある。

　バージンロードには花嫁を守るための白い布が敷かれ、そこには真っ白な薔ば薇らが咲き乱れるように祭壇までの道を飾る。

　そびえ立つチャペルの扉が開いたその瞬間は、新婦の誕生を表していると言われている。

　バージンロードを歩んでいくその一歩を、今まで育んできた一年とし、ゆっくりと進んでいく。

　祭壇の前で待つ新しいパートナーへと向かって、幸せを噛みしめながら……。

　そのバージンロードを、私は毎日眺めるだけ。

　私がそこを歩むことは、きっと、ない――。




『余興をされます、新婦様ご友人への準備の声かけ、完了です』

「――了解」

　インカムからの連絡を受け、会場を見渡す。真っ赤なドレスにお色直しをした新婦の周りを、記念撮影に訪れた参列者が取り囲んでいる。

　足早に会場脇で待機するホールスタッフのもとへと向かい、次に出す料理の準備の確認へと入る。次に出るのはローストビーフのメインディッシュプレートだ。

　ブラックのパンツスーツに身を包み、胸まである髪はきっちりとまとめ上げ、首元にはパールのネックレス。インカムを装着すると、ピリッと身が引きしまる。

　この癖くせになる緊張感が、私はたまらなく好きだ。

　ウエディングプランナーとして働く私――柏かしわのどかは、二十一歳になった年からこの仕事に就いて、早くも七年目へと突入する。

　高校を卒業してからブライダル系の専門学校へと進み、すぐに『Joジョー Houseハウス Weddingウエディング』へと入社した。

　ここは、私の父方の叔母である、城じょう澄すみ子こが立ち上げた小さなハウスウエディング会社。ホテルや専門式場のような大々的な結婚式場とは違い、外国の一軒家を思わせる洋館を丸々貸し切って行う結婚式のスタイルで、まだハウスウエディングがメジャーになる前から、かれこれ三十年ほど営んできている。

　親族や、親しい友人たちに祝福された温かい結婚式を挙げたい。派手ではなく、ささやかでも心に残る結婚式を……。

　そんな想いを抱いてうちの式場の扉を叩くカップルは、年々増え続けている。

　社長である澄子叔母さんは、私にとっては母親同然の存在でもある。幼い頃に事故で両親を亡くした私を、父の妹である澄子叔母さんが引き取り、女手ひとつで育ててきてくれたのだ。

　子どもの頃からそばで澄子叔母さんの仕事を見てきた私は、望まれなくてもウエディングの仕事に自分も就きたいと自然と思うようになっていた。

　そして今は、澄子叔母さんのもとでその仕事に力を注いでいる。




　披露宴はクライマックスを迎え、落とされた照明の中、新婦の読み上げる両親への感謝の手紙で会場は感動に包まれる。

　新婦の腰をしっかりと抱き、寄り添って新婦の口元にマイクを添える新郎。

　そのマイクに向かって、一文ずつ大切に想いを口にする新婦の目からは、大粒の涙が溢れ出す。

　会場後方に揃って立つ新郎新婦の両親は、ふたりの姿をまっすぐに見据えている。新婦の父親が涙をこらえ、天井を仰ぎ見る姿に涙を誘われた。

　手紙を読み終えると、会場のあちこちで涙をハンカチで押さえる参列者が目に留まる。両親へ贈ぞう呈ていされる花束がスタッフから新郎新婦に手渡され、会場の感動は最高潮の盛り上がりへと達した。




「本日は、本当におめでとうございました！」

　式がすべて終わり、私は新郎新婦の控え室に訪れていた。

　これから二次会へと向かうふたりは、その準備を終えたところだ。

　式の中盤から真っ赤なドレスに身を包んでいた新婦は、二次会ではホワイトのミニスカートドレスを着る予定になっていて、それに合わせたヘアメイクにお色直ししていた。

「とても温かい、素晴らしいお式でした。感動しました」

　先ほどまでの感動の場面を回想し、ふたりに微笑みかける。

　参列している誰もが笑顔になれる、幸せ溢れる結婚式だった。半年近く一緒に準備してきた私にとっても、今日という日は感慨深い。

　私の言葉に、笑みを浮かべていた新婦は顔を歪ゆがませた。

「柏さんが僕たちのプランナーさんで、本当によかったです」

　今日までを振り返ったように、新郎はしみじみと感謝を口にする。

　私は恐縮して「いえ！」と首を振った。

「何軒も式場回って、柏さんになら、私たちの結婚式をお願いしたいって、思えたんです」

「そんな……至らないところもあったのに」

「そんなことありません！　本当に、ここで挙げられてよかった。一生の思い出になりました」

　満面の笑みを浮かべた新婦の目からは、ポロポロと大粒の涙が溢れ出していた。

　そんな姿に、私の涙るい腺せんも緩みそうになってしまう。

「私こそ、おふたりの大事な日をこうして見守らせていただき、本当に幸せでした。どうぞ末長くお幸せに」

　ふたりから贈られる感謝の言葉。

　式を終え、誓いを交わしたふたりの最高の笑顔を目にすることが、この仕事の喜びであり、私のやりがい。

　どの結婚式にもそれぞれのストーリーと感動がある。

　私は、その瞬間に立ち会える、最高の仕事をしている。




　その日のすべての仕事を終え、自宅に戻ると、今日の式の素晴らしさをを文章に起こす。

　開いたパソコンの画面には、新郎新婦の仲睦まじい姿と、共に画面に収まる私の姿が写っている。

　今日の式の様子を撮影させていただいた写真を眺めながら、またひとり画面に向かって笑みがこぼれていた。

　私が式場の記録として残している『ウエディングプランナーのどちゃんのHappy Wedding Blog』。許可をくださったお客様の式の様子や、私がお手伝いさせていただいた式のこだわりなどを掲載している、うちの式場の運営ブログだ。

　このブログが大変いいとの声を多くいただき、今では私の大事な仕事のひとつとなっている。仕事というよりは、私自身が一番楽しく記事を作っていて、趣味のようになっている感じだ。このブログを見て、うちの式場に訪れてくれるお客様も非常に多い。

「のどか……？」

　部屋のドアから声が聞こえて振り返ると、中を覗くようにして澄子叔母さんが立っていた。

「起きてたの。ノックしたんだけど、声がしなかったから」

「あ、ごめんね。気付かなかった」

「ブログ、書いてたの？」

　ドアを後ろ手で閉め、間接照明のみが灯る薄暗い部屋へと澄子叔母さんは入ってくる。私が掛けるデスクの横まで来ると、画面の中を覗き込んだ。

「今日も、いい式だったわね」

「うん……幸せおすそ分けしてもらえた」

「そうね……のどか、いつもありがとうね」

　澄子叔母さんはにっこりと微笑み、見上げた私の頭を撫でてくれる。

　子どもの頃から変わらない優しい眼差しに、ほんわかと心が温まる。

「それは私のセリフでしょ？　澄子叔母さんが、私にこの仕事の喜びを教えてくれたんだから」

　今となっては、私にはこの仕事しか考えられない。

　毎日こんなに幸せになれる仕事は、他にはきっとないと思っている。

「のどかにとってこの仕事は、本当に天職だったんだなって、あなたを見ていると思うわ」

「えっ、天職？　そこまで言えるかな？」

「言えるわよ、胸張って言えちゃう」

　澄子叔母さんと顔を見合わせ笑い合う。

　ブログの続きを再開すると、しばらくその画面を見ていた澄子叔母さんは、部屋の中をキョロキョロと見回した。

「のどか、明日からの準備は済んでる？」

「うん、もうバッチリ。明日、お昼からの打ち合わせが済んだら夕方には出るよ」

「明日もプランニング入っていたっけ？」

「うん、来月挙式の田た中なか様のね。明日はＢＧＭリストもらうことになってるの」

　明日から私はひとり、ハワイへと渡航する。うちで披露パーティーをする予定のお客様が、挙式だけオアフ島で執り行うことになっているのだ。

　ごく稀まれに、挙式だけはふたりのこだわりで海外でしたいと相談されることもある。

　互いの家族だけを招いて、海外で行う特別感のある挙式。一緒に新婚旅行も済ませて、帰国後にうちで改めて披露パーティーを行うというスタイルだ。

「同行したかったけど、残念ね。のどかに全部任せることになって、悪いわね」

「明日また式が入ってるから、仕方ないよ。私こそ、こっちのこと任せっきりになっちゃうけど」

「大丈夫よ。短時間だけど、気分転換してきたらいいわ」

「そんな時間ないよ。行って挙式の準備と立ち会いして、終わったらすぐ帰ってくる。来週もプランニングの予約入ってるからさ」

「のどか……」

　ふう、と小さく息を吐き出して、澄子叔母さんが私を呼ぶ。

　画面から顔を上げると、澄子叔母さんはどこか弱ったような笑みを浮かべた。

「あなたもそろそろ、人様の幸せを祝ってばかりじゃなくて、自分のことも考えたらどう？」

「え？　なにそれ」

　澄子叔母さんの窺うかがうような表情を、ふふっと笑って受け流す。

　でも、澄子叔母さんはじっと私の顔を見つめていた。

「私は、のどかのウエディングドレス姿も、いつかは見たいと思ってるのよ」

　定期的に、澄子叔母さんはこんなことを口にする。

　いつか私の晴れ姿を見ることが、育ててきた自分の最大の喜びだと。

　そのたびに私は、笑って話をごまかしている。

「……ごめん。その期待に応えられなくて。私には、縁遠いかな……」

「のどか……」

「そんな相手もいないし、まだ当分、澄子叔母さんのもとにいると思うよ」

　……当分、なんてついつけていたけど、それは適切ではない気がしていた。

　でも、〝絶対にない〟とは、今まで大切に育ててくれた澄子叔母さんに対して言える言葉ではない。

　澄子叔母さんは力なく笑って、私の肩を叩いた。

「急かしているわけではないのよ。ただ、仕事ばかりに夢中になっているのどかが心配なだけなんだから」

「うん……わかってるよ」

「さっ、明日も早いんだから、そこそこにして休みなさい」

　普段通りの調子を戻して、澄子叔母さんは私のもとを離れていく。そして「おやすみなさい」と部屋のドアを出ていった。




　翌日――。

　約七時間のフライトを経て、ダニエル・Ｋ・イノウエ国際空港に到着したのは現地時刻でお昼を回った頃だった。

　到着後すぐ、空港内のカーレンタルセンターへと向かい、事前に予約しておいたレンタカーの手続きを行う。日本語対応のナビもオプションで付けておいたから、宿泊するホテルまで問題なく移動ができた。

　宿泊するのは、ワイキキビーチ近くに位置する二十四時間チェックイン対応をしているビジネスホテル。早々にチェックインをし、まっすぐ部屋へと向かう。

　ビジネスホテルといっても眺めは最高で、私は部屋に入るなり奥にある掃き出し窓を開く。開け放ったその先には、ワイキキビーチを囲む賑やかな景色と、多くの人が集う美しいビーチが望めた。

　春先とはいえ、ハワイは汗ばむほど暖かい。日本の今の時期なら、日によっては上着が必要な肌寒い日もある。

　無造作に下ろしたままの自由な髪が、潮風に踊るようになびく。

『あなたもそろそろ、人様の幸せを祝ってばかりじゃなくて、自分のことも考えたらどう？』

　澄子叔母さんに言われた言葉がふと蘇よみがえり、無意識に反はん芻すうしていた。

　こんな素晴らしい景色を、将来を誓い合った相手と共に見るのは、一体どんな気持ちなのだろうか。自分の隣に誰かがいること自体が想像もできない私には、そんな自分を思い浮かべてみることすら難しい。

　心から愛する人に出会い、生涯を共にしたいと結婚することは、女性にとって最大の喜びだと思う。その先にはふたりで歩んでいく新たな人生があり、さらにその先には家族が増えていく幸せも待っているのかもしれない。

　今の自分の仕事は、そんな喜びに満ちた女性を最も身近に感じるから、それはよくわかっている。

　だけど、結婚だけが女の幸せだとは思えない。

　まして自分がその立場となり、そう実感する日が来るなんて、到底思えないのだ。

　こんな私でも、過去に恋愛をしたことがないわけではなかった。

　ちょうど今の仕事に就いた頃、私には付き合っている彼氏がいた。

　相手は、専門学生時代の友達に紹介された、その子の彼氏の友達。紹介の場でみんなで顔を合わせた後、彼と個人的に会うようになり、交際がスタートした。

　それまで恋愛経験のなかった私にとって、彼とのお付き合いはなにもかもが未知で、男性とふたりきりで過ごす時間も、手を繋いで歩くことも、キスをすることも、すべてが初めての経験だった。

　知り合って一緒にいる時間の中で、私は日増しに彼に夢中になっていった。

　今思えば、要するに重かったのだと思う。

　そんな募る私の気持ちとは正反対に、彼の私への気持ちは離れていった。

　そして彼は、突然別れを切り出した。

『つまんねえ女』

　彼は私にそう言った。

　見た目は悪くないのに、中身は地味で思ってた以上にお堅い。そんなようなことも言われた。

　付き合って半年が経とうとする頃のことだった。

　体を許さなかった私への、彼の率直な感想だったのかもしれない。

　だけど、〝つまらない女〟と男性に言われたことは、自分自身を全否定されたようで、生きてきた人生の中で初めて味わうショックだった。それと同時に、そんなことで男性は気持ちが離れていく生き物なのかと衝撃を受けた。

　お高くとまっていたつもりはなかった。だけど、私にとって体を許すことは特別なことであって、互いをもっと知ってから自然と求め合うものだと思っていた。

　そんな初めての恋愛に幕を引いてから、誰かを好きになることが怖くなった。

　自分の思う恋愛の形は間違っているのかを確かめる術すべもないまま、私は無意識に〝恋愛〟というものを自らの中で封印した。

　私という人格を否定されたような言葉の呪じゅ縛ばくは、今もなお解かれていない。

　それはきっとこの先も、解かれることはないのだと思う。

　身を擦り減らしてまで恋愛をするくらいなら、そんなもの私には必要ない。

　私には大好きな仕事があり、そこで目にできる幸せな光景がある。

　それだけで、十分幸せを感じられる。

　開け放っていた窓を閉め、持ち込んだキャリーバッグから荷物を取り出す。

　黒のパンツスーツをハンガーへと吊るすと、どんよりしていた気持ちがたちまち晴れていった。

　明日は朝から大切な挙式だ。

　気持ちを切り替えるように浴室へと向かい、シャワーの栓を捻ひねった。




　翌朝――。

　多少の時差ボケを熱いシャワーを浴びてすっきりとさせ、普段通り長い髪をアップにまとめ上げる。

　キャリーバッグからベロア素材の小さなケースを大切に取り出し、その上部を開くと、中からは淡く艶つやを宿したパールネックレスが現れる。

　この仕事を始めてから、欠かさず現場に出る時に身につけている本真珠のネックレス。昔、事故で亡くなった母が持っていたものだと、澄子叔母さんから手渡された。

　幼い頃に両親を亡くした私には、ふたりの記憶がほとんどない。昔の写真や両親の遺品は澄子叔母さんが引き取ってくれていて、私が中学に進学した年に引き渡してくれた。

　父が母へと贈ったと聞かされたこのネックレスは、私にとってふたりの形見といえる品だ。

「よし……」

　姿見の前に立ち、仕事モードに変身した自分に気合いを入れる。

「行ってきます」

　毎朝、亡き両親に向けて欠かさない挨拶を呟き、部屋のドアへと向かっていった。




　今日の挙式は、ワイキキビーチの近くにあるチャペルで執り行われることになっていた。

　ガラス張りの礼拝堂からはハワイの美しい海が一望でき、海の上で挙式を挙げているような気分を味わえるため、日本からのお客様が熱烈に希望し、年間を通して多く利用されている。国内ではなかなか実現できない最高のロケーションだ。

　お客様より先にチャペルへと出向き、現地スタッフとの打ち合わせに参加する。

　日本人のお客様も多いため、日本語が話せるスタッフが多く在籍しているから、海外に慣れていない参列者も安心して式に臨める。

　新郎新婦が到着したとの知らせを受けて、私はふたりの控え室へと足早に向かった。

「あっ、柏さん！　今日はよろしくお願いします！」

　ノックをして扉を開くと、いつにもましてテンションの高いふたりが私を出迎えてくれた。

「おはようございます。本日はおめでとうございます」

　半年ほど日本で式の打ち合わせをしてきたふたりは、今までにない幸福感を纏まとって輝いた笑顔を見せている。私と現地で顔を合わせたことで、さらに今日という日を実感したようだ。

「あー、柏さんの顔見たら、なんかいよいよなんだなって緊張してきちゃいました！」

　私と同じ二十七歳の新婦、松まつ田だ様はネイリストをされていて、喋しゃべりも上手く人当たりのいい女性だ。小柄だが華やかな雰囲気をいつも漂わせていて、緩くカールした長い髪に、眉上に揃えた前髪が目を引く。

　指先にはいつも綺麗なネイルアートが施されていて、プランニングに訪れる際には彼女のネイルアートを見せてもらうのが楽しみのひとつだった。

　今日は一生に一度の大切な挙式というのもあり、純白のウエディングドレスに映えるホワイトベースのキラキラとしたネイルアートに指先が輝いていた。

「そうですよね。私もドキドキしてきました。素敵なチャペルですし、本当に楽しみですね」

「こいつ、昨日は眠れない眠れないって、朝方近くまで起きてたらしいんですよ」

　そんな言葉を口にしながらも彼女を見つめる瞳は愛しさに溢れている新郎を目に、私は「あら、そうなんですか！」とくすりと笑った。

　新郎の林はやし様は、新婦の松田様より七歳年上の三十四歳。都内で美容院を経営されている、サロンオーナーだ。

　ハワイの地に似合う少し焼けた肌と、顎下にあるオシャレ髭ひげ。サイドを刈り上げた短髪は、美容師であるのを納得させるセンスが窺える。

　プランニングを始める際、私はまずカップルの馴れ初めを詳しく聞かせていただく。ふたりがどのようにして出会い、互いに好意を抱き、晴れて思いが通じ合ったのかを。それを知ることで、ふたりの過ごしてきた時間や想い、時にはその光景までもを共有できるからだ。

　ウエディングプランナーとして新郎新婦に向き合う時、ふたりのことをよく知り得ることが私は一番大切だと心得ている。

　林、松田様夫妻の馴れ初めも、もちろん聞かせてもらった。カットモデルを探していた新郎の林さんが、街で声をかけたのが新婦、松田さんだったそうだ。美容師とカットモデルとしてお店で数度会い、その後、個人的に外で会うようになったという。

　新郎は新婦に一目惚れだったと聞き、なんだかドラマティックな話だとときめいた。そんなふたりが夫婦となる大事な日を任せていただけることに、私はやっぱり心が踊った。

　百のカップルがいれば、百通りのラブストーリーがある。そのどれにも心ときめくエピソードがあって、カップルは晴れて生涯を誓い合うのだ。

「寝不足だけど、全然大丈夫！　むしろ絶好調です！」

　新婦の浮かれた声に、みんなで笑い合う。

　その時、控え室の傍かたわらで式の衣装を準備していた現地スタッフから、「柏さん」と声がかけられた。

「新郎様のタキシードですが……衣装ケースはまだ別にございますでしょうか？」

　流りゅう暢ちょうな日本語を操って、金髪をアップに束ねた現地の衣装係の女性が尋ねてくる。

　彼女は日本から先に届いていたふたりの衣装や小物類を取り出し、チェックをしている最中のようだった。

　朝陽が差し込む大きなガラス窓の前には、日本でふたりが選んだプリンセスラインの純白のウエディングドレスがトルソーに着せられている。

「なにかありましたか？」

　尋ねてきたスタッフの手には、新郎が着用する予定の光沢がかったグレーのタキシードのズボンがある。近付いた私を誘導するように衣装類を広げる台に近付くと、彼女は周囲に目配りをしながら口を開いた。

「新郎様の着用されるタキシードのジャケットなのですが、この中にはないようで。別に持ち込まれる予定でしたか？」

「いえ、衣装関係はすべてセットで発送しているはずです。ないなんてはずは……」

　広げられた衣装をザッと見渡しても、彼女の言う通りタキシードのジャケットが見当たらない。

　急に不安に駆られて、衣装が発送されてきたケースや、出されている衣装の下敷きになっていないかを確認した。

「どうして……」

　ふたりの今回の衣装は、うちが提携しているウエディング衣装レンタル店から直接、日取りに合わせて発送をお願いしていた。もしかしたら、手違いでタキシードのジャケットだけ同どう梱こんされなかったのかもしれない。

「あのっ……」

　並ぶ衣装を見つめながら混乱し始める私の背中に、新婦、松田さんの不安そうな声が聞こえる。

　ハッと我に返り、背後を振り返った。そこに見たのは、さっきとは打って変わって真顔のふたりの姿だった。

　目が合うと、松田さんは心配そうな面持ちで私へと歩み寄る。

「なにか、手違いで……ということでしょうか？」

　挙式を目前に控え、あるはずの衣装がないという事態に、本人たちが一番動揺するに決まっている。今日という日のために、今まで入念に準備をしてきたのだ。

　狼ろう狽ばいし始める松田さんと、立ち尽くす林さんを目に、腕に抱えるファイルをおもむろに開く。ふたりの挙式のために自ら作成した資料に目を落とし、レンタルした衣装についての項を凝視した。

　ショップがなにかの手違いでジャケットを入れそびれたとしたなら、この後始まる挙式には当たり前だけど手配は間に合わない。

　タキシードのタイプとカラーの詳細を確認して、私は努めて冷静に口を開いた。

「大変申し訳ありません。こちらの手違いでご心配をおかけして……ですが、お任せください。挙式までに手配いたします」

　ふたりの不安を払拭するように、力強く言い放つ。それでもオロオロとするふたりに、これからの段取りについて冷静な口調で説明し始めた。




　ワイキキビーチが広がる海岸通りを、アクセルを踏み込み走り抜ける。

　現地スタッフからウエディング衣装を取り扱うショップを教えてもらい、私はひとりその店舗へと車を走らせていた。式場で衣装を調達するのが一番手っ取り早かったけど、林さんのサイズで同じようなものが手に入らなかったのだ。

　海外挙式に出張で訪れて、このようなアクシデントは今まで起こったことがない。ふたりの前では冷静を保つ努力をしたけど、正直かなり動揺した。

　まさか式を目前にして、必要な衣装がないなんて、シャレにならないトラブルだ。

　あれから控え室を出て車へと向かいながら、日本のレンタルショップへと問い合わせの連絡を入れた。こちらは午前だけれど、日本時間では早朝になるため、担当者の携帯に直接電話をかけた。事のあらましを話すと、担当者の女性は平謝り状態だった。

　その場で責任を追及したところで現状は解決するわけでもなく、事情を話しただけで通話は終わらせた。起こってしまった事態を騒ぐよりも、今は最善を尽くすために走ることが最優先だった。

　車で十分ほどの市街地にあるウエディング衣装取り扱い店までは、渋滞もなくスムーズに到着した。

　世界各国に店舗を展開する婚礼衣装プロデュース会社『クレア・ルミナス』は、立派な路面店を構えていた。白い外壁に、正面は全面のガラス張り。そこには、一目でウエディングショップとわかるドレスやタキシードを着せられたスカルプチュアマネキンが、凛りんとした姿を見せている。

　ファイルを片手に、小走りで店内へと駆け込む。

　建物は三階までが衣装を展示しているショップで、一、二階がウエディングドレス、三階がメンズのタキシードのフロアとなっているようだ。

　一階の受付カウンターで事情を話し、入り口中央から螺ら旋せん状に上階へ伸びる階段を駆け上がっていく。

　三階に到着すると、広いフロアにはメンズの婚礼衣装が多く展示されていた。

　デザインやカラー、ブランドごとに陳列された見やすいディスプレイの中、早速、林さんが選ばれたタキシードに近いものを求めて歩く。

　カラーは濃いめのシルバー系グレー、ソリッドシルバーで、ラインはスリムフィット……。

　ハンギングされたタキシードを一着ずつ引き出し、求めるデザインを探していく。

　フロアの奥には、人気の型のタキシードがマネキンに着せられ、規則正しく並んでいた。そこにも近付き、端から順に見定めていく。

　これは、エバーグレーだな……。もっと光沢のあるグレーじゃないとダメだから却下だし……。

　こっちはカラーが違う……でも、いい仕立て。どこのブランドなのかな？

　対面したマネキンに接近し、襟えりを掴んで生地をペラペラと裏表してみる。

　――と、触れていた生地がいきなり私の手から離れ、動かないはずのマネキンがひとりでに後退する。驚いて飛び上がるように一歩身を引いていた。

「えっ……！　なに!?」

　ちょっ、マネキンが勝手に動き出した!?

　そう思ってマネキンを仰ぎ見た私は、さらなる驚きょう愕がくで真っ青になっていた。

　そこにあったのは彫刻のマネキンの白い顔ではなく、正真正銘の男性の顔。とっさに飛び跳ねるように距離を置いた私を、鋭い切れ長の目がじっと見下ろしている。

　そのまっすぐな視線に、意識とは別にドクッと心臓が強い音を立てた。

　私と同じ、アジア人だった。艶のある漆しっ黒こくの髪はトップとサイドがきっちりセットされ、マネキンと間違ってしまうほどの高身長。高く綺麗な鼻び梁りょうに、薄い唇、シャープな顎のラインに釘付けになっていた。

　すごく、整った顔の人……。

　訝いぶかしげな視線を送られていたことに気付いて、見惚れてしまっていた自分にハッとした。

　当たり前だ。いきなり近付いてきたと思ったら、自分の着ているスーツに触れられ、品定めをするように見られたのだ。こんな不審者でも見るような目になるのは当たり前。いや、この方から見れば不審者以外の何者でもない。

「もっ、申し訳ありません！　マネキンのそばにいらっしゃったので、間違えてしまって、あのっ……あ、I'm sorry――」

「……国は同じだ」

　日本人か定かではないと思い、英語で謝罪しようとした私に彼が初めて発した声は、その容姿にしっくりくる落ち着いた低く通る声だった。

「あ……そっ、そうでしたか！　重ねて申し訳ありません」

　頭を下げて謝っていると、後方から「社長」と女性の声が聞こえてくる。慌てて振り返ると、ベージュカラーのスーツを着込んだ女性がひとり、近付いてきていた。

　タイトスカートから伸びる脚がスラリと綺麗な、スタイルのいい女性。胸元までのストレートヘアで、キリッとした一重瞼まぶたが印象的ないかにも仕事ができそうな人だ。

　即座に道を空けるようにその場を退く。

　でも今、社長って……。

　どうやら私が大失態を犯した相手は、どこかの企業のお偉いさんだったらしい。

　呆ぼう然ぜんとやってきた女性を見つめていると、さらにその向こうから「柏様、お待たせいたしました！」と店舗スタッフが駆けてきた。

　やってきたスタッフに「あっ、はい！」と返事をし、背後を振り返る。

　そうだ、私はこんなところで油を売っている場合じゃない！

　再び彼に顔を向けると、さっきまでの警戒するような表情ではなく、じっとまっすぐ私のことを見下ろしていた。

「本当に、失礼を……お許しください。では、私はこれで」

　改めて深々と頭を下げ、隣に控える女性にもぺこりと頭を下げる。

　謝罪はしつつ、逃げるようにして、声をかけてきたスタッフについていった。










現れたマネキン




　ハワイでの海外出張を終え帰国した私は、翌日から日本でいつも通り仕事を再開していた。

　衣装が見当たらないと、一時混乱を招いた林、松田様夫妻の挙式は、あの後無事に執り行われた。現地で急きゅう遽きょタキシードを調達する事態には慌てたけれど、ふたりが安心して式に臨むことができ、私は担当プランナーとしてやり切った気持ちでいた。

『やっぱり柏さんが担当で、本当によかった。最高の挙式でした！』

　式後、ふたりがかけてくれた言葉は、心労も肉体的疲労もすべて吹き飛ばしてくれた気がする。

　新郎新婦の幸せな顔を見るのが、やっぱり私の最高の喜びなんだと改めて実感できる出張となった。

「のどか……？」

　事務所から持ち出したノートパソコンを眺めていると、奥の扉が開き、澄子叔母さんが顔を出していた。

　式がない日の、バンケットルーム。

　ハウスウエディングを売りにしているうちの会場は、広い洋風庭園に囲まれている。その庭園を眺めるように会場の半分がガラス張りとなっていて、どの席にいても開放的な気分にさせられる。夜になれば庭園は淡くライトアップされ、昼も夜も雰囲気は違えど最高の眺めなのだ。

　この眺望が昔から大好きで、披露宴のない平日など、私は事務所でする仕事を持ち込んでひとり仕事をこなすことが多い。今も、プランニングを担当しているお客様や、関連業者からのメールチェックとその返信を行っていた。

「どうしたの？　なにかあった？」

　私しかいない広い会場へと、澄子叔母さんが入ってくる。

　今日はレモン色のセットアップ姿の澄子叔母さん。結婚式がない日もお客様との打ち合わせがある私たちは毎日スーツを着ているけれど、ここの代表である澄子叔母さんはいつも目に鮮やかなカラーのスーツを身に纏っていて華やかだ。

「ちょっと、手、空くかしら？」

「うん、大丈夫だよ。メールのチェック中だったから」

　今朝から、澄子叔母さんの様子がどこかおかしい気がしていた。

　正確に言うと、昨日の夕方出かけ、帰宅してからだ。

　話しかけてもワンテンポ遅れた反応をしてみたり、今朝は朝食を食べながらずっとぼんやりとしていた。疲れているのかもと思いながらそっとしておいたけど、やっぱりそれだけじゃない気がする。

「澄子叔母さん、どうかしたの？」

「え？」

「なんか、いつもと様子が違うというか……そんな気がして」

　私の質問に、澄子叔母さんの目が一瞬動揺に揺らいだ気がした。でも、気のせいと思わせるほど刹せつ那なに、その目に笑みを浮かべる。

「大丈夫よ。ちょっと疲れてるだけだから」

「そう？　なにかあったら、話してね」

「……のどか」

「ん？」

　やっぱり、どこか様子がおかしい。

　座ったまま振り向いた私を、澄子叔母さんはなにか言いたげな顔をして見下ろしている。

　数秒見つめ合うと、澄子叔母さんは静かに口を開いた。

「もし……うちが廃業すると言ったら、どうする？」

「え……？」

　思いもよらぬ言葉が澄子叔母さんの口から出てきて、耳を疑うような気分だった。

　考えるよりも先に口を開く。

「今、なんて……廃業って、一体どういうこと!?」

「あ……いや、もしよ、もしもの話！　そんな深刻にならないで」

「深刻になるでしょ、いきなりそんなこと言い出して。今までそんなこと言ったことないんだから」

　冗談だと話を流そうとする澄子叔母さんに、ムキになったように言葉を連ねる。

　澄子叔母さんは取り繕うように笑みを浮かべたけど、その表情にはなにかを隠しているというか、どこか困ったような色が窺えた。

「ごめんね、今の、忘れてちょうだい」

「え……そんな、無理だよ。なにかあるからそんなこと言い出したんでしょ？　ちゃんと話してくれないと――」

　その時、澄子叔母さんのスマホが鳴り始め、会話が中断させられる。このまま話を続けたい気持ちを押し込め、澄子叔母さんが通話に応じるのを見つめた。

「はい、どうしたの？　……今？　のどかと会場にいるわよ。ええ……え？　今、いらしてるの？」

　澄子叔母さんの声を耳にしながらも気持ちが急く。早く話の続きをしなくてはと焦しょう燥そう感に襲われ、こんなタイミングで電話をしてきた相手を恨めしくも思ってしまう。

　内容はわからないながらも聞こえてくる会話の節々で、事務所に控えるスタッフがかけてきたものだと知り得た。

「……わかったわ。こちらにお通ししてちょうだい」

　どうやら来客の知らせのようだ。このまま話が中断されてしまうと焦り、通話を終わらせた澄子叔母さんを前に椅子から立ち上がっていた。

「なにか、困っていることがあるの？　経営が思わしくないとか。ねぇ、叔母さん！」

　競争率の高い業界であるのは百も承知でいる。だけど、近年は利用してくださるお客様が激減しているということはないはずだった。

　むしろ、一昔前のようにホテルや専門式場で大々的な披露宴を行うよりも、低予算で慎ましく式を挙げるカップルが増えている。長く続く不景気が、結婚式に予算をかけない傾向に拍車をかけているからだ。

「そういうことではないのよ……」

「じゃあ、どうして」

　はっきりとしない澄子叔母さんに詰め寄る。

　窓の外に向ける澄子叔母さんの眼差しはさっきよりも深刻さを増している。

　たまらなくなってその腕を掴んだ時、さっき澄子叔母さんが入ってきたのとは違う庭園側のガラス抜きの扉が、カチャリという音と共に開かれるのが聞こえた。

　その先に視線を向けて、釘付けになり、微動だに動けなくなる。

　どうして、この人がここに、うちの式場にいるのか頭の整理がつかない。

　スタッフが広く開けた扉の前で丁寧に頭を下げ、私たちのもとへと向かって歩んでくる長身のスーツ姿。礼儀正しく紳士的な態度とは裏腹に、こちらを見据える目からは感情が読み取れない。その傍らにはあの時に一緒にいた女性も控えていて、ただならぬ空気を感じ取っていた。

　でも、さっき澄子叔母さんがこちらに通してと言ったのは、この方々なわけだ。

　偶然にも、澄子叔母さんの知り合いなのだろうか……？

「園その咲ざきさん……」

　隣に立つ澄子叔母さんから、彼のものと思われる名前が呟かれた。

　園咲と呼ばれた男性は、私たちのいるテーブル近くまで歩み寄るとまた頭を下げる。

　そばで改めて顔を見て、やっぱりあのハワイ挙式の日に私がマネキンと間違えてスーツに触れてしまった相手だと確かになった。

　こんな端整な顔の人、見間違うはずもない。

　でも、相手が私を覚えていることはないと思い、初対面のように「いらっしゃいませ」と頭を下げた。そして、澄子叔母さんに「また後で」と声をかける。

　テーブルに広げていたノートパソコンを抱えて立ち去ろうとすると、「城社長、考えていただきましたか」と、彼の低くよく通る声が静かな会場に響いた。

「のどかさん、あなたもいてください」

「えっ……？」

　突とつ如じょ彼の声に名前を呼ばれて、身体が静止してしまった。

　あの時も今も、私は名乗っていない。それなのに、私の名前を知っている……？

　緊張感で心拍が上がっていくのを感じていた。

「そのお話ですが、お断りさせていただいたはずです」

　普段通り、丁寧な口調で対応する澄子叔母さん。だけど、その声はどこか強こわ張ばっていて、警戒しているように耳に届く。

　一体、なんの話をお断りだと言っているのか、そんな不安に駆られた時、澄子叔母さんを見る園咲さんの目が微かに細められたような気がした。

「それは、のどかさんを私にはくださらない、という、そちらの話でしょうか」

　……え？

　私の聴覚が不良を起こしているのか。そう疑うような言葉が耳に飛び込んだ。

　園咲さんの目が次に捕らえたのは呆然とする私の顔だった。目が合うと、無表情だった彼の表情に舞い降りたように微笑が浮かぶ。

　でも微笑みかけられても、戸惑うような感情が湧き起こるだけだった。

　話がまったく見えてこない。

　見つめてくる彼の視線から助けを求めるように澄子叔母さんに目を向けると、澄子叔母さんはいつになく真剣な表情でまっすぐ彼を凝視していた。

「私は、のどかの気持ちを一番に考えています。この子には、結婚するという意思はないと聞いています」

「そうですか。それなら、我が社の傘さん下かに入っていただけると」

　え……えっ？　ちょ、ちょっと、結婚だとか、傘下に入るとか、一体なんの話!?

　話がひとり歩きしていて、話題の中心にされているらしいがまったく掴めない。

　我慢ならなくなって、「あのっ」と口を挟んでいた。

「ちょっと待ってください。一体、どういうご用件でこちらにいらしたのでしょうか」

　パニックを起こしかけながら話にブレーキをかける。

　聞き捨てならない言葉がふたつも聞こえた。

　結婚に、傘下に入るなんてこと。そのどちらもまったく身に覚えがない。

　澄子叔母さんに結論を求めるかのような強い視線を向けていた園咲さんは、ここにきてやっと話を割った私へと目を向ける。そして、やっぱり上品な笑みを薄い唇にのせ微笑んだ。

「失礼……まだ名乗りもしていませんでしたね」

　警戒心をむき出しに立ち尽くす私の前へと、園咲さんが一歩ずつ近付いてくる。懐ふところからスマートに黒い革の名刺ケースを取り出すと、その中から一枚を私に差し出した。

「……園咲慶けい太たと申します。先に名乗りもせず、無礼をお許しください」

　極めて低姿勢で、園咲さんはまた私を見下ろし柔らかく微笑む。

　こんな状況なのに、その纏う空気のせいで、湧き起こる反論や不信感が和らいでしまいそうになった。

　それと同時に、極上の笑みに気持ちとは切り離されて鼓動が高鳴っていく。

　名刺には、【株式会社 Primaryプライマリー Stageステージ 代表取締役社長】とある。その企業名を見て、驚きに目を見開いていた。

　Primary Stage といったら、この業界で働く人間なら知らない者はいない。国内最大手のウエディングプロデュース企業だ。業界人なら誰でも一度は憧れる最前線に立つ企業。世界のセレブリティたちをも満足させる、婚礼やパーティーをプロデュースする実力がある。

　でも、確か社長はこの方ではなかったはず……。

「ありがとう、ございます……あっ」

　自分のスーツのジャケットから名刺ケースを取り出そうとすると、園咲さんは「必要ないですよ」と私を止める。

　え？と顔を上げると、笑みを滲ませる目を細めた。

「柏のどかさん。私はあなたを知っていますから」

「え……」

「結婚の申し出に来ているのに、名前も知らないわけないでしょう」

　現実に引き戻されたような気分だった。つい流されてしまいそうになっていたけど、とんでもない話の真っ最中だったことに我に返る。

「あのっ、そのことなのですが、話がまったく見えないというか、私はそんな話知りませんし――」

「そうですね。私が城社長に個人的にお願いに上がっていた話ですので……では、直接お願いさせていただきます」

　そう言った園咲さんは不意に私の手を取る。

　突然のことに驚いて息をのんだ時、取られた手に園咲さんはもう片方の手も添えて、私の手を包み込んだ。

　大きく温かい手にドキンと心臓が大きな音を立てて打ち鳴った。

「のどかさん、私と結婚してください。必ず、あなたを幸せにすると約束します」

　ほぼ初対面の男性に、しかも到底釣り合わない容姿端麗な人に、いきなり求婚される。そんなことが私の身に起こる現実だと思えない。

　こんなの、ドラマや小説のシンデレラストーリーの中のことだ。あり得ない！

　そう頭で思ってみても、手を取られ、綺麗な切れ長の目に見つめられると、本当に架空の物語の主人公にでもなった気分になってくる。

「あ、あのっ……急に、そんなこと！　あ、急ではないのかもしれませんが、私は……」

　包まれた手をおずおずと離しながら、もうなにをどう言えばいいのかすらわからなくなっていた。

　順序立てて、このとんでもない話の展開を整理しようとする。

　でも、深く考えなくてもわかっていることはひとつ。私が結婚するなんてことは、ないということだ。

「私は……誰かと結婚することは、考えていません。これからもここで仕事をしていこうと思っていますし……ですので、この話はお断りさせていただく方向で……」

　求婚されていること自体信じがたいことだけど、丁重にお断りを入れる。

　今になって、こんな身分の人からなぜ結婚を迫られているかが疑問でしかなかった。

　相手を間違いすぎているって話だ。いや、本当に間違っているのでは……。

「そうですか……では、ここから先の話は、城社長と進めさせていただきます」

「え……？　それは、どういう」

「あなたが私と一緒になっていただけない場合、こちらの会社はうちの一部になる、という話になるからです」

「えっ！」

　もうひとつ忘れてはいけないことがあった。傘下に入る、という話だ。

　百八十度がらりと話が変わり、途端に慌てふためく。

「いや、ちょっと待ってください！　どうして話がその方向にいくんですか！」

「そういう約束をしてもらっているんです」

「ですから、なぜ――」

　噛みつく勢いの私を、澄子叔母さんが「のどか」と静かに制す。

　振り向くと、澄子叔母さんはどこか覚悟を決めたような強い眼差しで園咲さんを見つめていた。

「……わかりました。できる限り前向きに考えさせていただきます」

「すっ、澄子叔母さん！」

「でも、御社の傘下に入ることは、のどかの気持ちを確かめてから決断させていただきたく思います。私としては、場合よっては廃業も視野に入れていますので」

　澄子叔母さんの口から再び出てきた〝廃業〟という言葉に、この時になってやっと話が繋がっていくような思いだった。

　だけど、上手くすべてが噛み合わない。私がこの突然の申し込みを断ることで、うちの式場が吸収されてしまうなんて本当だろうか。そのせいで廃業に追い込まれる可能性もあるなんて、どうしたって納得がいかない。

「……わかりました。では、いい返事をお待ちしております」

　澄子叔母さんに向けていた目を園咲さんへ移すと、彼は上品な笑みを浮かべていた。

　急かすこともなく、もちろん脅すようなこともせず、頭を下げ、入ってきた扉に向かって歩み出す。控える女性も私たちに向かって一礼をし、その後へと続いていった。




　その晩。お客様との打ち合わせを終えて式場隣の自宅に戻ると、食卓には私が好きな澄子叔母さんの肉じゃがが並んでいた。

　鯖さばの味噌煮や、わかめときゅうりの酢の物。味噌汁の具には、たっぷりのきのこが入っている。どれも私の大好物ばかりだった。

「お帰り、お疲れ様。ちょうどできたところだから、手洗ってきなさい」

「澄子叔母さん」

　ご飯を食べるよりも、先に話すことがある。

　私がそんな空気を発していることに気付いた澄子叔母さんは、「話は食べながらしましょう」と言った。

　逸はやる気持ちを抑えて洗面台へと向かい、気もそぞろ手を洗い、食卓へとつく。

　ふと見ると、慌てていたせいか手首にハンドソープの泡が残っていた。

「今日はのどかの好きな肉じゃがよ。梶かじ田たさんが、田舎からジャガイモがたくさん送られてきたから、おすそ分けですって」

　梶田さんとはうちの厨房スタッフのひとり。確か、田舎は農家をしていると記憶している。

「ほら、食べなさい」

　澄子叔母さんは自分の箸を手に取ると、「いただきます」と、きのこのお味噌汁から口をつける。それを見て、私もならうように「いただきます」と箸を手にした。

「今日は、驚かせてしまってごめんね」

　なにから切り出そうかと言葉を選んでいると、先に澄子叔母さんが口を開いた。

「でも、なにも心配することはないから、安心しなさい」

「安心って、そんなこと言ってられない話だったじゃない！」

　つい声を荒らげてしまっていた。

　私の様子を見て、澄子叔母さんは目を伏せ弱々しく笑みを浮かべる。

　また話の全容を曖あい昧まいにされてしまいそうで、「澄子叔母さん」と私は名前を呼ぶ。

「どうして急にこんな話になったか、ちゃんと説明して」

「……園咲さんが、あなたを結婚相手として欲しいと、申し出てきたのがこの話の始まりよ」

　その始まりが私にはさっぱりだった。どうして私なんかが突然結婚相手として抜ばっ擢てきされてしまうのか。それがまず理解できない。

「言ってなかったけど……私、あの人に会ったことあるの」

「ハワイの挙式に同行した時でしょ？」

　私が告げるより先に、澄子叔母さんはそのことを口にした。

「じゃあ、あの日会った後に？」

「いえ、違うわ。それよりも前から、彼は私に会いに来て、のどかとの結婚の話を持ちかけていたの」

「そんな……私と会ったこともないのに、そんなことを申し出てくるなんて、意味がわからない」

「あちらは、うちのことはよく調べていたのよ。のどかのブログも見ていたみたい」

「え……」

「うちのウエディングのやり方を、自分のところでも取り入れたいって」

「それじゃあ、俗にいう政略結婚ってやつじゃない！」

　私と結婚をして、自社にうちの事業を取り入れたいなんて、会社の拡大のために好きでもない人と一緒になるのと同じこと。

　大会社の社長のような人は、きっと野心家なんだと思う。だけど、結婚という人生の大切な選択まで会社のために利用するなんて、私にとっては考えられない。

「私は、のどかの母親代わりであって、あなたのことは本当の娘と思ってるの。のどかに結婚の意思がないのもよく知ってる。だから、お断りしてきたの」

「澄子叔母さん……」

　物心ついた頃から、澄子叔母さんはいつもそうだった。両親をいっぺんに亡くした私を、いつもなによりも大切にしてくれていた。そして、どんな時も私の意思を尊重してきてくれた。

「でも、傘下にっていう話は……」

「うん……それも、散々考えたわ。のどかと同じように、この会社も私の子どものようなものだから、本当は手放したくない。だから、やっぱりお断りする」

　澄子叔母さんはもうすべてを決めたように、はっきりきっぱりとそう言い切った。

　でも、私の気持ちはすっきりと晴れ渡らない。

　結婚も、傘下に入ることもお断りする。そうなれば、すべて今まで通りに変わらず過ごせるのだろうか……？

　見つめた澄子叔母さんは、私に目を向けず箸を進める。その顔に、押し寄せる不安を振り払うような笑みを浮かべた。

「人の手に渡るくらいなら、自分で幕引きするわ」

「え……じゃあ、傘下に入らなかったら、うちは――」

「うちのあるこの辺りにね、Primary Stage の式場店舗を新設したいそうなの……園咲さんからの交渉をすべて蹴るなら、このまま何事もなかったようにはいかないかもしれないわね」

　嘘……そんな……。

「でも、大丈夫よ。この会社がなくなってもふたりで生活していく分には問題ないし、私がいなくなっても、あなたが困らないくらい残してあげられるものはあるの。スタッフのみんなには新しい職場を探してもらわなくてはいけないけど、うちの人たちはみんな優秀だから、園咲さんに掛け合ってもいいかなって思ってる」

「そんな……！」

　昼間、澄子叔母さんは廃業も視野に入れているなんて言っていた。澄子叔母さんの中でその意思はすでに固まっていたのかもしれない。

　だけど、そんなのあんまりだ。どうして澄子叔母さんがそんな選択を迫られなくてはならないのか。

　そんなの、黙っていられない。

「ダメだよ！　ここを閉めるなんて、私は絶対に反対だよ！　そんなこと、ダメに決まってる」

「のどか……」

「だって、ここには澄子叔母さんが築いてきた大事なものがたくさんあるでしょ!?　これからだって、私はここでたくさんの人に幸せになってほしい」

　ひとりで式場を切り盛りして、苦境だってたくさんあったと思う。だけど、私は澄子叔母さんのそばで見てきて知っている。

　ここが澄子叔母さんの生きがいで、すべてだということを。

『ここを作って、本当によかったわ』

　そう言って幸せそうな笑みを浮かべるのを、何度だって目の当たりにしてきた。

　だからこそ、ここを手放すことなんて考えてほしくない。

「私が……あの人と婚約して結婚すれば、ここは今まで通り傘下にも入らず、そっとしておいてもらえるの？」

「のどか――」

　私の言葉に、澄子叔母さんはひどく驚いた表情を浮かべた。慌てたように置いた箸が、その勢いでテーブルの下へと落ちていく。

「なに言ってるのよ、そんなこと考えなくたって――」

「私、澄子叔母さんにここまで育ててもらって、まだ少しも孝行できたと思ってないの。だから、澄子叔母さんの大切な場所を守れるなら、考える」

「のどか……」

「それに、どう考えたって、やっぱりここがなくなるより悲しいことなんて私にはないから」

　この件を丸く収めるためには、私がなんとかするしかない。

　澄子叔母さんの、もちろん私にとっても、大切なこの場所を守るために。

　私は決意にも似た気持ちで澄子叔母さんに力強く頷いてみせた。










紳士な社長の真剣求婚




　塀のような白い石造りの高い壁が続き、等間隔にあるアイアンの柵の間からは敷地の中が望める。

　シマトネリコなどの涼しげで繊細な木々が生い茂り、リゾートを思わせるラグーン、そして、青々とした芝生が完璧に整えられた広い庭園が見えていた。

　正面入り口へと向かいながら、現れた立派な結婚式場に感嘆の溜め息が漏れ出る。

　業界最大手、国内で最多のウエディングを手がける Primary Stage は、結婚式を考えるカップルなら誰もが憧れる式場。日本全国に数多くの結婚式場を持ち、煌きらびやかで白く洗練された佇たたずまいは、一目で系列式場だとわかるほどだ。

　厳しい教育を受け、生き抜いたその道のプロたちが揃い、ふたりを最高の主役にし、夢のような一日を演出する。極上で最高級にプロフェッショナルな仕事ぶりは、メディアでも多く取り上げられている。

　昨日の晩に澄子叔母さんにお願いし、園咲さんに約束を取りつけてもらった。

　大企業の社長という立場の人に会うことは容た易やすくないと構えていたけど、園咲さんは驚くほど簡単に歓迎してくれたらしい。

　自じ由ゆうが丘おかにあるうちから、電車を乗り継いで二十分。表おもて参さん道どうにある Primary Stage の式場店舗のひとつで会う約束になった。

　正面入り口へとたどり着くと、真っ白な階段の上、高くそびえるアイアン造りの門が出迎えてくれる。門は片方だけが開いていて、そこから敷地内へと入っていった。

　目の前には、高貴な佇まいの真っ白な独立型チャペルがあり、ここが日本であることを忘れてしまいそうになる。

　会場へと続く、白く長い大階段。その中ほどには四本の真っ白な円柱が立ち、チャペルのせり出した屋根部を支えている。

　階段の中央にはレッドカーペットが敷かれ、左右には階段の上から流れてきたように青々とした緑と白いバラの花が道を飾っていた。

　うちと同じハウスウエディング形式といっても、規模とスペシャル感が雲うん泥でいの差。まさに圧巻だった。

　レッドカーペットの始まりで足を止め、そびえるチャペルを見上げてしまう。

　圧倒され、階段の先に見惚れていると、開け放たれた扉の奥から、スーツに身を包んだ姿が現れた。

　立ち尽くす自分にハッとし、こちらを見つめる姿にすかさず深く頭を下げる。

　明るいブルーのスリーピーススーツを身に纏った園咲さんは、同じように丁寧に頭を下げ、レッドカーペットの階段をゆっくり一段ずつ下りてくる。

　優ゆう艶えんなその容姿に息をのみながらも、気持ちを奮い立たせ背筋を伸ばした。

「お待ちしていました」

　園咲さんは薄い唇に笑みを浮かべ、低く落ち着いた声で私へと声をかけてくる。

「私がお迎えに上がってもよかったのですが、ご足労をおかけしましたね」

「いえ。こちらこそ、お時間をいただきありがとうございます」

　極めて丁寧に真面目な面持ちを保って挨拶をすると、園咲さんはふわりとやっぱり舞い降りたような笑みを浮かべて私を見つめた。

「そんなに硬くならないでください。普段通りのあなたを見せてほしい」

　そう言われただけで、不覚にもドキンと鼓動が音を立てる。

　目の前にある洗練された存在と、優しげな声に、胸が無意識のうちに反応していた。

「いえ。今日は、大切なお話をさせていただきに伺いましたので……」

　それでも頑かたくなに真剣な表情を崩さぬ努力をして、目の前に立った園咲さんを見上げる。

　彼は改めて笑みを作り直すと、「どうぞ」と下りてきたレッドカーペットの階段を後に、私をチャペルの脇道へと先導していった。

　春の優しい風に、木々の小さな葉がさわさわと揺れる石畳を進んでいくと、さっき外から望めたガーデンが広がる。

　正面に見えるのは、光を取り込める開放的な造りのバンケットルーム。白を基調とした建物は、優雅な海外の邸宅のようだ。

「本当は、食事でもご一緒にと思っていたのですが」

「いえ、そんな」

　開放された広い入り口から、中へと入っていく広い背中に続く。

　バンケット内はやはり白を基調としていて明るく、高い天井には上質なシャンデリアが煌めく。

「そうやってやんわりお断りされると思ったので、今日はこちらでご一緒していただけますか？」

「え……？」

　そう言った園咲さんが向かった先には、一席だけ食事の用意がされていた。

　真っ白なクロスが敷かれた円卓のゲストテーブル。会場内にいくつもある中で、窓際のその席にだけ中央にテーブル装花があしらわれ、ゴールドのカトラリーが並ぶ。

　これからゲストが席につくようなそのテーブルの前まで行くと、園咲さんは椅子を引いて私に「どうぞ」と振り返った。

　まさかこんなおもてなしをされてしまうと思っていなかった私は、「え、え」と園咲さんの視線に途端に動揺する。

　椅子を引いたままふわりと微笑を浮かべられ、観念して席へと腰を下ろした。

「すみません……」

　六名ほどが座れるテーブルは、ガーデンに向かって並ぶように二席がセッティングされてある。私を席につかせると、園咲さんもその隣へと腰を落ち着かせた。

　ほどなくして、黒服のスタッフが食事の用意を始めにやってくる。

　あっという間にカラフルなオードブルがのった前菜のプレートが目の前に置かれた。

「今日はお会いできて嬉しいです。こうして、一緒に食事ができて」

「なんか、すみません……お話に伺っただけなのに、こんな……」

　やんわりとした言葉を返しつつ、本来の目的が流されているような気分に落ち着けなかった。

　ここに来るまで、人生をかけた戦いだと、戦に向かう武将のような気持ちでいた。

　今回の件を、澄子叔母さんのために自分の力でなんとかしたい。

　結婚を迫り、それが叶わないなら会社を買収して傘下に入れる。そんなふうに脅してくる園咲さんは、うちにとっての憎っくき敵。

　そう思ってやってきたのに、紳士な対応で柔らかく微笑まれ、『お会いできて嬉しいです』なんて言われてしまっては調子が狂う。戦闘能力が吸い取られていくような気分だ。

　でも、戦意喪失している場合じゃない。

「今日、改めてお会いして、やっぱりあなたは魅力的な方だと思ってしまいました」

「えっ!?」

「ハワイで初めてお会いした時、運命を感じました。結婚を望んでいる相手と、異国の地で偶然にも、と。それも……」

　そこまで言った園咲さんは、ガーデンに向けるその横顔にフッと笑みを浮かべる。

「あなたから私に近付いてくるなんて」と、あの時のことを思い出して笑ったようだった。

　きっちりセットされた黒髪と、美しく高い鼻梁。どの角度から見ても欠点がない顔面偏差値の高さについ見惚れてしまう。

「あっ、あれは、つい夢中で……そういう変なつもりでは……本当に、すみませんでした」

　まずい。濁だく流りゅうに飲み込まれていくように、どんどん流されている。

　ここに来てまだ、本来の目的をひと言も口にできていない自分に焦り、勢いよく「あのっ」と口を開いていた。

「うちを、買収することは考え直していただけませんか？」

　こんなに紳士で穏やかな態度で接しているけど、これを言ったら突然顔色を変えて本性を現すかもしれない。そんなことを言ったそばから予想した。

　ハワイで初めて会った日。無表情で私を見下ろしていたあの姿が脳裏に浮かぶ。

　だけど、園咲さんはピクリとも頬を引きつらせない。それどころか、温和な笑みを浮かべたまま隣の私へと顔を向け、「食事をしながら話しましょうか」と言う。そして、前菜用のフォークを手に取った。

「はい……では、いただきます」

　私がならってフォークを手に取ると、園咲さんは「お口に合えばいいのですが」と微笑む。

　どれからいただこうかとプレートの上の料理をひとつずつ眺めていた時、横からじっと見つめられている視線を感じ取り、ハッと顔を上げた。

「それは……今回の話を受け入れてくださる、ということですか？」

　目を合わせた私に、園咲さんはやっぱり穏やかな笑みを見せる。

「…………」

「私と一緒になってくれるのなら、あなたの望みはすべて叶えるつもりです」

　澄子叔母さんとうちの式場を守りたい気持ちに変わりはない。

　だけど、それには私が園咲さんと一緒になるという約束を交わさなくてはいけない。

　この話が舞い込んできてから、ずっと考えていた。

　どうしてこの人は私との結婚を望んでいるのか、ということを。

　会ったことも、話したこともない私を、なぜ自分の妻として迎え入れたいなどと思うのだろう、と……。

「うちのやり方を、取り入れたいと……そう聞きました。そのために、私と婚約したい、ということですか？　それだけ、の理由で……」

　事業をよりよいものにするため。私との結婚は、その材料のひとつでしかない。

　そうだとすれば、この結婚には互いの気持ちなんて不必要なのだ。

　形だけの結婚。形だけの妻。私自身には、なにも求められるものはない。

　そんな結婚をしても、幸せにはきっとなれない。

　こんな容姿の、まして大企業の社長なら、周囲の女性たちも放っておかないはずだ。私は形だけの妻として存在して、外で愛人を作るなんてことも当たり前にあるかもしれない。

　だけど、それでも構わない。

　自分は一生、結婚はしないまま人生の幕を下ろすだろうと思ってきた。

　だからこそ、この結婚はビジネスのひとつだと割り切って話を受けることができるんじゃないかという考えに至った。

　結婚はしていないもの、と思って……。

　そんな考え、甘いかもしれない。

　だけど、私に残された道はもうそれしかない。

「城社長の手がけるウエディングは、うちにはない魅力があると思ってます。それを取り入れたい気持ちに偽りはない。だけど、のどかさん、あなたはなにか勘違いされているようですね」

「え……？」

「私は、あなたを幸せにしたいと純粋に思って、結婚を申し込んでいます」

　横からの視線を受けて顔を向けると、園咲さんは柔和な表情で私を見つめていた。

「それは……なぜですか？」

　心臓が、ドキン、ドキンと音を立て始める。

　持ったまま、まだ使っていないフォークをカトラリーレストに置き直しながら、園咲さんの顔をじっと見つめる。

　その間にも鳴り始めた鼓動は主張するように音を大きくしていく。

「私が、あなたに落ちてしまったからです」

　冗談とは思えない誠実な目をして、園咲さんは私を見つめ続ける。

　破壊力のあるセリフが高鳴り出した胸を揺さぶり、私は慌てたように目を逸らしていた。

「そんなっ……いや、でも、私はあなたと会ったこともないのに、そんなこと」

「確かに、直接お会いしたことはなかった。だけど、私はあなたを見ていました。仕事で見せる生き生きとした姿も、お客様と共に、本当に幸せそうな笑顔を見せている姿も」

　そう言った園咲さんは「温かい、素敵なブログを運営されてる」と付け加えた。

　澄子叔母さんが言っていた。園咲さんは、うちのブログを見ていた、と。

　お客様とのことはもちろん、うちの式場に興味を持ってもらおうと、ブログには私も顏出しをしている。仕事のことが中心だけど、親しみを持ってもらいたくて、ちょっとした私自身のこともたまに綴つづったりもしているのだ。

「でも、一方的に見ていた、なんて、なんだかストーカーみたいですね。気に障ったら、申し訳ない」

「いえっ！　そんなことは……」

　一般的に見たら若干そんな風味のある発言だけど、園咲さんが言って気分を害する女性はまずいないはず。むしろ、ときめいてしまう方が大半を占めると思われる。

「こうして直接お会いしてみて、自分の目に狂いはなかったと、改めて思っています。やはり、あなたは慎ましくかわいらしい方だ」

「いえ、あのっ、そんな過大評価していただいていますが、私は、園咲さんの思われるような人間ではないです、本当に……」

　そう否定しながらも、頬から耳にかけて熱くなっている。

　平気で私が照れてしまうような言葉を口にしても、彼にまったく照れる様子は窺えない。だから余計に、こっちばかりが恥ずかしくなる。

　でも、私にもじもじしている暇はない。

「先ほど、私の望みは叶えると仰っていましたが……私が、あなたと結婚するということになれば、Jo House Wedding は、今のまま、経営をしていくことは叶えていただけますか？」

　私の言葉に、園咲さんはじっと試すような目をして答えを待つ私を見つめる。その目に負けじと視線を送り続けると、園咲さんはフッと笑って窓の外へと顔を向けた。

「それが、あなたの一番の望み……というわけですか」

「もちろんです。叔母の築いたあの式場は、誰のものでもない、叔母のものです。御社に……あなたに買収されるなんて、私は納得いきません」

　やっと言えた。

　今日言わなくてはいけなかったことをやっと口にでき、フッと気持ちが楽になる。

　でも、それも一瞬のこと。どんな返答が返ってくるのか身構える。

「わかりました。では、あなたの一番の望み、叶えましょう」

「え……」

「傘下に、という話は、取りやめにします。城社長には、変わらぬ経営をしていただくということに」

「ほっ、本当ですか!?」

　思わず身を乗り出す勢いで話に食いついた私を、園咲さんはクスッと笑う。

　その笑った顔が初対面の時に見た真顔とかなりギャップがあって、垣間見たちょっとかわいらしい一面にまた心臓が跳ねてしまった。

「あなたがそんなに望んで喜ぶなら、私にとってそれ以上のことはない。では……」

　そこまで言った園咲さんの手が、膝の上に置いていた私の手を不意に掴む。指先を見つめられながら彼の前に引かれると、跳ねた心臓がよりいっそう大きな音を立てた。

「俺と……結婚してくださいますね？」

　今まで自分を〝私〟と言っていた彼が、自分のことを〝俺〟と言い換える。

　それはビジネスではなく、ひとりの男性としての申し出。

　そう感じた途端、全身が心臓になってしまったように自分の鼓動に支配される。

「……ほ、本当に……私なんかと、結婚を……」

「あなたじゃないと、のどかさんじゃないとダメなんです。俺は、あなたを生涯幸せにしたい」

　自分の手に重ねた私の手をきゅっと握って、園咲さんは穏やかに微笑む。

　光の降り注ぐ真っ白な空間で、私は吸い込まれるようにその微笑に魅せられていた。




　夕方、四時過ぎ。家に帰ると、私が玄関を入った音を聞きつけた澄子叔母さんがリビングから飛び出してきた。

　心配と不安をその顔に浮かべる澄子叔母さんに、「ただいま」といつも通りの声をかける。

「どう、だった……？」

「うん……話してきたよ」

「のどか……」

　今日、出かける前、澄子叔母さんは最後の最後まで私を引き止めようとしていた。

『のどかが無理をしなくていい。私がなんとかするから』

　そう言って、私が園咲さんと会って話すのを考え直させようとしていた。

　ふたりでリビングへと入り、いつも食事をするダイニングテーブルへとつく。

　じっと窺うように正面の私を見つめる澄子叔母さんに、とりあえず安心してもらおうと笑みを浮かべてみせた。

「買収の話……取りやめにしてもらえることになったよ」

「え……だって、それってのどかが――」

　澄子叔母さんは、その先の言葉を出せないように口を閉ざしてしまう。

　そんな困惑を露あらわにする姿を目にして、私は「澄子叔母さん」と静かに名前を呼んでいた。

「私なら、大丈夫だよ」

「大丈夫って、だって、結婚の話が」

「どうせ、結婚なんてしないで生きていくって思ってたんだもん。一緒になりたい相手がいたわけでもないし、私が婚姻届にサインして、うちが守れるなら、私はそれで構わない」

　私の願いはたったひとつ。

　澄子叔母さんが、これからも変わらず自分の式場を守っていけること。

　それが叶うなら、私はなんだってする。

「それにね、あちらの会社に協力はしていくけど、叔母さんのところで今まで通りプランナーの仕事も続けていいと言ってもらえたの。担当しているお客様の式を見届けたいだろうからって」

　園咲さんは、想像を遥かに上回って私の望みを叶えてくれる人だった。

　宣言していた通り、私の要望はすべて受け入れてくれ、その言葉に偽りは一切なかった。それも、私が口にするよりも先回りして、私の気持ちを察するように今後のことを提案してくれた。

　結婚をするという形になっても、プランナーの仕事を続けられるということは、私にとっての生きがいを奪われずに済んだも同然だった。

「そうだったの……。でも、のどか……本当に、それでいいの？」

　廃業に追い込まれずに済んだというのに、澄子叔母さんの顔に喜ぶ色はない。私のことばかりを気にして、嬉しい気持ちにはなれないでいるのだろう。

「叔母さん、私は、大丈夫だから。これからもここでの仕事、私にも手伝わせてね」

　笑顔を見せてそう言ってみても、澄子叔母さんがその場で笑ってくれることはなかった。

　だから私は努めて笑顔を保ち、普段よりも明るく振る舞っていた。




　夕飯を食べ、お風呂に入り、倒れ込むようにして自室のベッドに横になる。

　今日は一日、緊張しっぱなしで身体が疲れたと悲鳴をあげていた。

　やっとひとりになり、気を吐き出すようにゆっくりと深呼吸する。

　枕に顔を埋めて目を閉じると、園咲さんの顔が瞼の裏に広がった。

　心配していたことは、無事話をいい方向にまとめられた。

　だけど、それと引き換えに結婚するという事実に、未だ実感は湧かない。

　本当に、私はあの人と結婚するのだろうか。

　ここまで話が進んでも、急に舞い込んだ結婚話、さらにはすべてにおいて私には釣り合わない相手ということも手伝って、夢を見ているような感覚の中にいる。

　これまで、たくさんの結婚を控えたカップルを目の前に見てきた。

　人生を共にする日を心待ちにし、幸せに満ち溢れた姿。

　今の自分も、〝結婚をする〟という立ち位置は同じだ。だけど、中身はまるで違う。

　幸せなふたりがずっしり詰まった美味しいケーキなら、私は見た目は飾られているけど中身がスカスカなイミテーションケーキのようなものだ。

　結婚するということが他人事のようなまま、これから話は進んでいくのだろう。

　自分のことなのに蚊か帳やの外から見ているような、いつまでそんな気分でいられるのかと漠然と思っていた。










婚約は甘い時間の始まり




　Primary Stage へと出向いた数日後、園咲さんから時間を作ってもらいたいとの連絡があった。その翌日が、午前中にフラワーショップとの打ち合わせがあるのみだったので、午後は時間が作れると返事をした。

　自宅まで迎えに来てもらえるとのことで、約束の時間より前に門の前に出て到着を待つ。

　どんな装いで出かければいいのか頭をひねった結果、無難にピンクベージュのワンピースにした。ウエストマークがされた膝丈の上品なものだ。

　髪は普段のオールアップはやめ、編み込みのハーフアップにし、下ろした髪は軽く巻いてみた。私にしてはおしとやかな雰囲気の髪のアレンジに落ち着いた。

　外に出て数分後、黒塗りの国産高級セダンが静かに到着した。運転席には専属の運転手だろうか、黒いスーツを着た白髪混じりの男性がハンドルを握っている。

　スモークの貼られた後部座席が目の前まで来ると、停車した車から園咲さんが姿を現した。ドアが開き、黒いマットレザーの革靴がアスファルトの地面に着地する。

　今日はブラックのスーツに身を包んだ長い脚に見惚れていると、「すみません」と声をかけられ、ハッと視線を上げた。

「こんにちは。お待たせしてしまいましたね」

「いえ！　出てきたばかりですので」

　見上げた園咲さんは今日も流れる綺麗な髪をきっちりセットして、抜かりなく決まっている。私と目が合うと少し口元を緩め、「どうぞ」と車内へ促してくれた。

「ありがとうございます」

　車へ乗り込み、運転席の男性にも「柏です、よろしくお願いします」と挨拶すると、園咲さんは運転手の方を松まつ崎ざきさんだと紹介してくれた。

「やはり、あなたはきちんとされた方ですね」

「え……？」

「丁寧に運転手に挨拶をする方なんていないので」

　園咲さんが「ですよね、松崎さん」と言うと、松崎さんは「ええ」と頷く。

「いえ、そんな。当たり前のことをしただけですので……」

　会って早々そんなことで褒められてしまって、緊張に拍車がかかる。

　膝の上のバッグに目を落としたり、窓の外を眺めることで落ち着きを取り戻し、やり過ごしていたものの、時折、園咲さんは「今日はいい陽気ですね」などと当たり障りのない話題を振ってきて、そのたびに鼓動は跳ね上がっていた。

　三十分もしないうちに到着したのは、都内の有名な大学病院だった。広い敷地内へと入っていった車は、正面入り口のロータリーで停車する。

　今度は素早く松崎さんが車を降り、後部座席のドアを開けてくれた。

「あの……ここは」

　病院のエントランスを入っていく園咲さんの背中に声をかける。

　園咲さんはこちらへと振り向き、自分の隣へと並ばせるように私の背に手を添えた。

「会わせたい人がいます」

「会わせたい人、ですか……」

　一体誰なんだろうと思いながら、促されるまま一階からエレベーターへと乗り込む。

　五階で開いた扉を出ると、そこは入院病棟だった。出た廊下を左に折れ、まっすぐ進んでいく。

　ガラス張りの渡り廊下の先は別館となっていた。さっきまでの病棟とは雰囲気が違い、床はベージュ色の絨じゅう毯たんへと変わり、壁際のところどころには観葉植物なども置かれている。並ぶ扉もこげ茶色の重厚な木製だ。

　突き当たり手前のドア前で、やっと園咲さんは足を止める。ドアをノックし、「失礼します」と言って開いた扉の中へと私を促した。

　中はブラウン調の絨毯が続き、病室とは思えない高級感あふれる雰囲気が広がる。

　部屋に入ってから、そこが特別室であることを確認した。

　ホテルの一室のような内廊下の先、病室に続くと思われる木製扉は開け放たれている。薄暗い入り口にも奥の部屋の明るさが射し込んでいた。

　ドアを閉めた園咲さんの後に続くと、奥の広い病室には中央奥に大きなベッドが一台置かれていた。よくある病院のリクライニングベッドではなく、ダークブラウンの木枠の立派なものだ。布団も花柄の上品なもので、そこに座るような体勢で横になっているこの病室の主人は、窓の外をじっと見つめていた。

　六十代半ばくらいと思われる男性だった。髪は黒く、入院している身といえ、きっちりオールバックに整えられている。しかし、頬はこけ、健康とはいえない顔つきだ。

　だけど、その顔には見覚えがある。

「体調はどうですか」

　私の斜め前に立った園咲さんが声をかける。すると男性は穏やかに微笑み、「変わらずだよ」と答えた。

「こちら、話していた柏のどかさんです」

　紹介され、すかさず頭を下げる。

　振り向いた園咲さんは、「私の父、園咲孝こう太た郎ろうです」と私に告げた。

「初めまして、柏のどかと申します」

　自分の口からも名乗りながら、見覚えのあることに納得した。Primary Stage の社長として、テレビや雑誌で彼を見た記憶があったのだ。

　私に目を向けたお父様は、じっと私を見つめると、再びにっこりと笑みを浮かべる。そして、「ようこそ、よく来てくださいました」と歓迎の言葉を口にしてくれた。

「こんな姿でお会いすることになり、申し訳ないね」

「いえ……」

「城社長は、お元気ですか」

「あ、はい。お陰様で、変わらず……」

「そうですか、それはよかった」

　澄子叔母さんと面識があるらしいお父様は、私の返事に微笑み頷く。

　大企業の社長をしていた大物は、もっとお堅く、近寄りがたいものだとばかり思っていた。だけど、園咲さんのお父様は極めて温厚で、厳しい表情ひとつ見せない。

　病床に伏せ、そうなってしまったのかもしれないとも思った。

「今日は、ご報告に伺いました。彼女と、結婚することになりました」

　しんと静かな病室で園咲さんが口にした言葉に、目が覚めるような感覚を覚える。

　今日ここに私を連れてきたのは、その報告をするためだったのかと今になって状況を把握していた。

「そうか……」

　報告を受けたお父様は静かにそれだけを言うと、再び私の顔をじっと見つめる。

　向けられた視線は見定めるものではなく、どこかホッとしたような、穏やかな色があった。そして、なぜだかぐっと唇を結び、こらえるようにして一度目を伏せた。

　その様子が、涙をのんでいるように私の目に映り、一瞬にして胸に困惑が広がる。

「のどかさん……息子は、親の私が言うのもなんですが、できた男です。どうか、よろしくお願いします」

「いえっ、こちらこそ、不束者ですが、どうぞよろしくお願いいたします」

　返事をしながら、それまで霞かすんでいたような自分の未来がクリアに見えた気がしていた。

　彼と結婚するということが本格的に動き出している。

　そのことを改めて思い知らされた。




　挨拶を終えて病室を出ると、園咲さんは「ありがとうございました」と、ひと言目にお礼の言葉を口にした。

「父に一番に知らせたいと思っていたんです。あなたが結婚の話を受けてくれたこと」

「そうでしたか。あの、お父様は、身体の方は……」

　顔を見る限り、重じゅう篤とくな病だと窺えた。入院生活も長いのかもしれない。

「……直腸癌の、ステージ３だそうです。でも、限りなくステージ４に近い」

「手術は……」

「最善は尽くしていただきました。でも、リンパ節からの転移があり、抗がん剤治療を始めるかどうかというところで……」

「そう、なんですか……」

　予想通り、病状は思わしくないようだ。

　言葉を見つけられないでいると、園咲さんは小さな溜め息を落とした。

「あまり病院に行くことを好まない性分で。お腹の調子が悪いところから始まって、血便になるほど悪化しているのに、それをストレス性だと自己判断してたみたいで……周りからきつく言われて、やっと病院に行ったと思ったら手遅れギリギリってところだったみたいです」

　仕方なさそうに口元に笑みをのせ、「参りますよ、本当に」と付け加えた。

「では、お仕事はいつ……」

「社長を辞任したのは、ちょうど一年くらい前になるかな」

　園咲さんが社長に就任してから、まだ多くの月日は流れていない。

　名刺をいただいた時、社長はこんな若い人じゃなかったと私が思ったのは、お父様の辞任を知らなかったからだ。

「でも……確かに、怖いですよね、病院。自分でなにかおかしいと気付いていたらなおさら。調べてなにか深刻な結果でも出たらって、不安になると思います」

　自分の身体の不調に気付きながら、病院嫌いなお父様はきっと、大したことないと思い込み、見ないふりをしていたのだと思う。どこかで不安を抱えながら、忙しい毎日に流されていたのだろう。

「のどかさんは、ダメですよ？」

「え？」

「身体に不調があったなら、すぐに病院にかかってください。でないと、私が許しません」

「だっ、大丈夫です！　私は、病院が嫌いとかではないですから」

　思わぬ心配をされてしまい、声を大に言い返す。

　そんな私を園咲さんは上品に笑って、突然大きな手の平を私の頭の上にのせてくる。驚いてビクッと肩を震わせると、優しい手つきで触れた頭を撫でられた。

「約束してください。あなたになにかあったら、私は生きていけない」

「そんな……大げさです」

「大げさ？　どこがですか。きっと、抜け殻みたいになって、生きる屍しかばね状態になります」

　そんなことを言って微笑まれてしまえば、私の頬はむやみに熱を持ち始める。

　出会って間もないけど、園咲さんは私が困ってしまうようなことを、知ってか知らずかサラッと言ってくれる。確信犯ならまだしも、心から自然な様子だから、毎回反応に困る。怒るに怒れない状態だ。

　結婚の申し込みに来たあの日も、私が話をしに出向いた時もそうだった。内容は強引なのに、彼の口調や態度がこんな風だから、文句も頭に浮かんでこなくなる。

　園咲さんはなぜ、出会って間もない私にそんな言葉を次々と言えるのだろうか……。

　病院を出て、待機していた車に乗せてもらうと、松崎さんは行き先をすでに知らされているのかどこかに向かって車を出す。病院から十分もしないうちに停車した場所は、見上げるほどの高さを誇るタワーマンションの前だった。

　松崎さんが開けたドアを出ると、園咲さんは「ありがとうござました、ご苦労様です」と声をかける。それにならって、私も「ありがとうございました」と頭を下げた。

　後部座席のドアを閉めた松崎さんは頭を下げ、「明朝は九時にお迎えに上がります」と言い、運転席へと戻っていった。

「あの……ここは」

　車が走り去っていくのを横目に、園咲さんを見上げる。

　その視線を受けた彼は、自然な動作で私の腰に手を添えた。それだけで腰が引けるようになってしまった私をさらに引き寄せ、マンションのエントランスに向かって歩み出す。

「のどかさんと、私の新居です」

「えっ……し、新居!?」

　一気に色々なことが押し寄せるようにやってきて、これから先の生活にまで頭が回っていなかった。結婚を承諾するのか、Primary Stage の傘下に入るのか、その問題を解決するのにずっと頭がいっぱいだった。

　だけど、結婚をするということは、やっぱり一緒に生活をしなくてはいけないということなの!?

「あのっ、聞いていません！　新居って」

「ここでは不満ですか？」

　そんな風に返されて、ぶんぶんと横に首を振る。

「コンシェルジュ付きでセキュリティも万全の場所を選びました。最高層で眺めもいいですし、部屋数も満足してもらえると思うんですが」

　都内のこの立地でそんな条件の物件なんて、私が住むような場所じゃない。

　とんでもないところを新居だなんて言われてしまい、そこまでの説明でもう目が回りそうだった。

「違うんです、新居って、あの、その……」

「もしかして、『私たち、一緒に住むんですか？』とか言っちゃいますか？」

　園咲さんは、私の言いたいことがわかっていたみたいに質問返しをしてくる。

　うっ、と言葉に詰まった私を見ると、弱ったように目元を笑わせた。

「一緒に住むに決まってるじゃないですか。俺は、あなたを常にそばに感じていたい」

　またしても赤面してしまうことをサラッと口にして、園咲さんは腰を抱いたまま私の顔を覗き込む。

「ここからは、ふたりだけの時間なので……堅苦しい話し方もやめにしようか」

「あ……は、はい」

　って！　そうじゃなくて！　私、また流されてる！

　エントランスの巨大なガラス製の自動ドアを抜けると、建物の中はだだっ広いエントランスホールが広がっていた。来客用のロビーになっているそこは、大理石の床がピカピカに磨かれ、ホテルのロビーのような造りだ。

　園咲さんは、私を抱き寄せたまま、奥にあるカウンターに向かって歩いていく。

　そこには男女一名ずつのスーツを着たコンシェルジュが掛けていた。私たちが近付いていくと、席を立ち上がり深く頭を下げる。

「園咲様、お帰りなさいませ」

　コンシェルジュの男性は、園咲さんへとなにかを差し出す。

　カードキーのようなものを受け取った園咲さんは、手元の腕時計に目を落とすと、「あと三十分ほどで来客があるので、到着したら知らせてください」と声をかけた。

「かしこまりました」と男性コンシェルジュが頭を下げ、私は園咲さんにそっと背を押される。

「行こうか」

「あ、はい……」

　コンシェルジュカウンターの奥がエレベーターホールとなっていて、そこには六基のエレベーターが三基ずつ向かい合わせで並んでいた。

「本当に、ここに住まいを……？」

　到着したエレベーターに乗り込むと、園咲さんは回数ボタン横にさっき受け取っていたカードキーをかざす。そして、三十八階を指定した。

「ここは、二十階以上はカードキーを使わないと階数指定ができないようになっているから、覚えておいて」

「そう、なんですか……」

　コンシェルジュ付きのエントランスに、カードキーを使わなくてはいけないエレベーターの高層マンション。

　私の日常では考えられないこの場所が、これから生活の拠点となる。

　いまいちピンとこないというか、現実味にかけている。

　乗り込んだエレベーターは音もなく上昇し、目的階へとたどり着く。

　さっきまで腰に手を回していた園咲さんは、今度は私の手を取ると、出たエレベーターを背に右側へと歩いていく。

　突然取られた手は初めて指を絡めて繋がれ、心臓が驚いたように跳ね上がっていた。

　これから結婚をする相手なのだから、このくらいなんともないことなのかもしれない。でも、結婚するということ自体に気持ちが追いついていない私にとっては、ちょっと触れられることでも大したことなのだ。

　落ち着いた照明が灯る共有通路は、ダークグレーの絨毯が足元をソフトに受け止める。濃い木目調の壁が続き、住居のドアはブラックで洗練された高級感があった。

　突き当たりの部屋に着くと、園咲さんは私の手を繋いだまま、カードキーを使ってドアを解錠する。扉を開くとやっと手を離し、「どうぞ」と先に中に入るように背中をそっと押された。

「お邪魔、します……」

　足を踏み入れた玄関は想像を超えた広さだった。私の感覚からいったら、ここだけで一部屋分といったところだ。自分の顔が映るほど綺麗な大理石の床に落ち着かない。

　一段上がった先の廊下は、マットなダークブラウンのフローリングが続き、白い壁の間には、床と同じカラーの扉が並んでいる。

「お邪魔します、じゃ、他人の家に来たみたいじゃないか？」

「あ……つい、そんな気分に……」

　挙動不審気味にキョロキョロとしている私を、園咲さんはフッと笑う。先に靴を脱いで上がり、手を差し出して「おいで」と私を呼んだ。

　パンプスを脱いでその先に上がると、出された手に遠慮がちに手をのせる。

　自分から触れた大きな手に、また落ち着きなく鼓動が早鐘を打ち始めていた。

　再び私の手を握った園咲さんは、広く長い廊下を進んでいく。突き当たりのドアを開くと、足が止められてしまう光景が広がった。

「す、すごい……」

　あまりの衝撃でまともな言葉が出てこない。

　弧こを描いたような開放的なガラス窓がまず目に飛び込む。手を引かれて入った先には走り回れそうなリビングが広がり、なんとその中には階段があり、中二階の造りとなっていた。左手に開けた部分がダイニングとなり、その手前には素晴らしい眺めを堪たん能のうしながら料理ができる立派なカウンターキッチンがあった。

「どうかな？　気に入ってもらえた？」

「気に入るもなにも……すごすぎて……」

　手が離され、そろそろとリビングの中央まで歩いていく。

　部屋全体は白いクロスだけど、床が濃い色の木目調のせいか落ち着いた雰囲気がある。リビング内のストリップ階段は踏み板が床と同じ色で、骨組みや手すりは黒い。ここから見上げる中二階も広そうな予感がする。

「その上は、スクリーンでも入れて、家庭用シアターにでもしようと思ってるけど、映画は好き？」

「あ、はい……」

　スクリーンを入れて家庭用シアターって……ちょっと、とんでもなくすごいんですけど！

　三十八階からの眺望も圧巻だった。遥か先の街まで見渡せ、陽が落ちれば最高の夜景を独り占めできるのが想像できる。

　窓のすぐそばから外の景色を眺めていると、背後に園咲さんが立つ気配を感じた。

　振り返ろうとした時、後ろから腕が回される。

　突然両腕ごと抱きしめられてしまい、身体が緊張で固まった。

「あ、あのっ……園咲、さん？」

　背中に密着した彼の存在をありありと感じて、ドキンドキンと鼓動が高鳴りを増していく。

　背の高い彼が私の耳元に顔を近付けると、よりいっそう包まれているような体勢になってしまった。微かに感じていた園咲さんの纏う、エキゾチックで色っぽい香りに包まれ、高まる緊張に息苦しい。

「そろそろ、園咲さんて呼ぶの、やめてみない？」

「えっ……」

「名前で呼んでほしい」

　耳元で囁かれて、耳から広がるように顔が熱くなっていく。

　恥ずかしさから逃れたくて俯うつむくと、園咲さんはクスッと笑ってさらに腕の力を強めた。

「わかった？　のどか」

　今まで〝さん〟を付けて呼ばれていた自分の名前が呼び捨てにされて、跳ね上がっていた心臓がキュンと震える。

　恥ずかしすぎるこの状況から解放してもらおうと、「わかりましたっ」と答えながらコクコク頷いた。

「じゃあ、呼んでみて」

「えっ……い、今、ですか」

「うん。かわいいのどかの声で呼ばれてみたい」

　そんなことを言われたら余計に言いづらくなる。

　でも、「呼べないと離さないよ？」なんて追い討ちをかけられてしまい、赤面した顔を俯かせたまま意を決して口を開いた。

「け……慶太、さん」

　出した声は上ずって明らかにおかしかった。

　名前を呼ぶ。たったそれだけのことなのに、どうしてこんなに心拍が乱れて恥ずかしくなるのか自分自身に戸惑っていた。

　ここに来るまで紳士で穏やかだった慶太さん。そんな彼がいきなり私を抱きしめ、囁くように名前を呼び、『離さない』なんて強引なことを口にしたギャップに、完全に調子を狂わされている。

　ふたりきりになって見せられた彼のもうひとつの姿は、私の心臓を壊れそうなほど高鳴らせていた。

「緊張してる声もかわいい」

　回した腕を緩めた慶太さんは、窓へ向く私の身体をくるりと反転させ、今度は正面から紅潮する顔を覗き込んでくる。

　今まで顔をはっきりと見られなかったからなんとかなっていたけれど、こうして真正面からこの整った顔に直視されるのは耐えられない。

　とっさに目の前のスーツの胸元を押して腕の中から逃れようとすると、背中にある片方の手が後頭部へと移動し、慶太さんの胸に押し付けられるようにして抱き寄せられてしまった。そして、頭上からクスッと笑われる。

「か、からかっていますか!?」

　恥ずかしさをごまかすように不機嫌な声で反論すると、慶太さんは宥なだめるように髪を撫でてくる。

「からかうなんてとんでもない。かわいくてたまらないんだよ」

「だ、だから……それが、からかっているのだと」

「本心で言っているのに、そんなことを言われるのは心外だな」

「だって……」

　からかったとでも言ってくれた方が、こっちも少しは怒って話を流せるのに、慶太さんは容赦ない。

　抱きしめたまま「のどか、聞いて」と言い、腕を緩める。抱き寄せていた身体を離して顔をまた見られてしまうと、もう観念するしか術はなかった。

「これから先、俺はあなたをかわいがって甘やかして、溺でき愛あいする」

「…………」

「俺の持っているものすべてをあなたに捧げるし、欲しいものはなんでも与える」

「慶太、さん……」

「これまで感じてきた寂しさも、全部埋められるように、生涯寄り添う。だから、受け入れてほしい」

　真剣な眼差しで私を見つめる慶太さんの綺麗な顔に、赤い顔を隠すことも忘れて見入っていた。

　それと同時に、次々と疑問が湧き起こる。

　これまで感じてきた寂しさ、って……？

　だけど、それを聞くよりも早く、見つめる慶太さんの顔が近付いてくる。

「あのっ、待っ――」

　とっさに出した声は、塞ぐように重なった唇の中に消えていた。

　不意打ちで仕掛けられた口づけで、赤面している顔にさらに一気に血が集まってくる。目を見開いたまま静止しているうち、触れ合う柔らかい感触から解放されていた。

「……これくらいのことでそんなに緊張するなんて、やっぱりあなたはかわいいな」

「そっ、そんなこと。だって、いきなり、こんな……」

「ますます夢中にさせられる。どこまで俺を落とすつもりなんだ？」

「落とすなんてっ、私はそんなつもりは」

　反論する私を鼻で笑って、慶太さんはまた私を腕の中に抱きしめる。髪を撫で、耳元に口づけ、悪いた戯ずらな唇は頬を伝ってまた私の口元へと近付く。

　そんな時、リビングにインターフォンの音が響き渡った。

「……残念。お預けみたいだ」

　頬に軽やかなキスを落とし、腕を解いた慶太さんは、リビング一角にある来客応対のモニターに近付く。

　離れたその隙に呼吸を整え、無意味と思いつつ手であおいで顔の温度を下げた。

「では、こちらにお越しいただいてください」

　そんな声が耳に入ってきて、慶太さんを振り返る。

　下のコンシェルジュとのやりとりだと思われる対応を終えると、私のもとへと戻り、自然な所作で腰に手を回した。

「誰か、お客様ですか？」

　私の質問に「ああ」と答えながら、慶太さんは私をＬ字に設置されているソファーへと連れていく。まだ本格的に住める準備がされていない部屋の中で、この大きな白いレザーのソファーだけが存在感を放っていた。

「掛けて」と言われて腰を下ろすと、上質な手触りとふんわりとした座り心地にあっと驚かされる。

　ほどなくして、再び部屋に呼び出しの音が鳴り渡った。

　玄関へと向かった慶太さんがリビングに再び現れると、そこにはスーツに身を包んだ男性と女性が共に入ってきた。私を見るなり足を止め、「失礼いたします」と深々と頭を下げる。

　わけがわからない私は慌てて腰を上げ、同じように深く頭を下げて挨拶をした。

「エンゲージリングを見せに来てもらったんだ」

「えっ！　エンゲージ、リング……」

　サラッと出てきた慶太さんの言葉に驚愕の眼差しを向けていると、やってきたふたりは丁寧に名乗りながら名刺を差し出す。受け取って目を落としたそこには、海外の一流ブランド名が記されていた。

「お持ちいただいたもの、すべて見せていただけますか？　その中から彼女に選んでもらおうかと」

「かしこまりました。もし、お気に召すものがありませんでしたら、またお時間をいただければお持ちいたしますので」

　さっきマンションに到着した時、コンシェルジュの方に来客がある旨を伝えていたことを思い返しながら、それがまさかエンゲージリングを見せにくるブランドショップの方だなんて思いもしなかった。慶太さんクラスのＶＩＰになると、お店側が品物を持って訪れてくるのかと、改めて別世界の出来事に驚愕していた。

　持ち込んだ三つのケースを手早く広げて、次々と大粒のダイヤが輝くエンゲージリングを披露していく。定番の一粒ダイヤを爪で固定したものから、ダイヤがちりばめられた絶妙な曲線を描いたものなど、洗練されたリングが続々と並べられる。

　エンゲージリングは、仕事柄日常的に目にしてきた。だけど、それを自分のために眺めているということが、やっぱり不思議でならない。

「好きなものを選ぶといい。どれも、のどかの細くて綺麗な指に似合う」

　ショップの方たちが目の前にいるのに、慶太さんは微塵も恥ずかしさを見せずそんなことをサラリと言ってしまう。

　私が代わりに恥ずかしくなると、上品に微笑んだ女性の販売員の方が「気になるものをお試しください」と、声をかけてくれた。

「あ、はい、ありがとうございます……」

　当たり前だけど、そこに値段の表示はない。私が選べば、慶太さんはなにも言わずにそれを購入してしまうのだろう。だけど間違いなく私の常識を超えた桁違いのものばかり。知識として、ここのエンゲージリングの平均価格は頭に入っているけど、一般庶民が手を出せる代物ではない。

「気に入るものがない？」

「あっ、いえ！　そんなことは、全然！」

「じゃあ、どれにする？」

　どれにする？なんて簡単に言うけど、その辺のアクセサリーショップで買い物をするような感覚で決められるわけがない。

　黙ったままじっと並べられたリングを見つめていると、男性の販売員の方がケースから新たなリングを手に取った。

「こちらなどいかがでしょう？　出たばかりの新作で、まだ国内では未発売なんですが、今回は特別に取り寄せさせていただきました」

　うわっ……素敵……。

　見せられたリングは、指が綺麗に見える曲線を描き、主役の大粒のダイヤはハート型で、サイズ違いのダイヤがその周囲に並んだ豪華でデザイン性のあるものだった。

　他のリングに比べ、一際存在感を放っていて、思わず惹きつけられるように見入ってしまう。

　男性の販売員は「海外セレブにもすでに人気が出てまして」と説明しながら、つい最近結婚をした有名モデルがこのリングを購入したことを自慢げに話してくれた。

　ものすごく素敵だと思いながら見つめつつも、まさかそれを選べるわけがないと、心の中で『いやいや、とんでもない！』と慄おののく。

　持ち合わせた知識の中で、一番値段が張らないものを……と、慎重に控え目に「では、そちらを……」とシンプルでベーシックなデザインのリングを指差した。

「こちらですね。では、ぜひお試しに――」

「いや、今見せてもらってたものを、いいですか」

　私が選んだリングを手に取ろうとする販売員の声を制して、慶太さんが口を挟む。

　え？え？と思っているうちに、今紹介された日本未発売のリングを慶太さんが受け取り、私の左手を掴んだ。

　左手の薬指にそっとリングがはめられていく。

　キラキラと輝きを放つハート型のダイヤに魅せられていると、慶太さんが「似合ってる」と、私の顔をじっと見つめていた。

「これにします。彼女のサイズで、用意してもらえますか？」

「え、でも、慶太さん」

「気に入らないか？」

「いえ！　とんでもないです。けど――」

「じゃあ、決まりだ」

　戸惑う私を制して、慶太さんは販売員のふたりと話を進めていってしまう。

　あっという間にエンゲージリングはまだ日本未発売だという豪華なものへと決まり、販売員のふたりは感謝を口々に述べ、部屋を去っていった。




　夕方から用があるという慶太さんは、その前に私を自宅まで送り届けると言い、ふたりで部屋を後にした。

　マンションの立体駐車場へと向かうと、すでに車が用意されていた。

　慶太さんの所有する車は、予想通り最高級車、メルセデスＳクラス。ボディは濃いシルバーで、シックで上品なものだった。

　助手席のドア前まで連れていかれると、手を取ったまま乗車させてくれる。

　シートは革張りのクリーム色で座り心地はいいけれど、こんなラグジュアリーカーに腰を下ろしてしまって、私の気分はそわそわと落ち着かない。

　ハイグレードなマンションに、一流海外ブランドの販売員が訪問に来て、送られるのはこの車。さっきから卒倒するようなことばかりが立て続けに身に起こっていて、頭が追いつかない状態だった。

「あの、私……」

　車がマンションの広い敷地内から走り出してすぐ、私は思わず運転をする慶太さんの横顔を見つめていた。彼は、「どうした？」と優しい声でこちらをチラリと見遣る。

「なんだか……怖いです」

　私の言葉に、慶太さんは黙って再びこちらに視線を送る。赤に変わった信号で車を停めると、改めて私の顔をじっと見つめた。

「怖いって、なにが」

　言っておいて、自分自身でも〝なにが〟という部分がよくわからなかった。

　ただ、次々と起こることに頭がついていかず、混乱していることだけは確かだった。

　結婚する。

　漠然としていたその未来が、今日一気に現実として押し進められた感じだった。

　それだけじゃない。一緒になるという相手が、これまでの私の人生では掠りもしないだろうという身分や容姿を持つ慶太さんであること。

　相手の親に挨拶をするのも、一緒に住む新居を見に行くことも、婚約指輪を選ぶなんてことも、私にとってはどこか知らない世界の話だと思っていた。

　これまで私は、どこか誰かの結婚を、プランナーとして見守っているような部分もあったのかもしれない。だけど、その主役とされるのはいつも自分自身で、今日改めて様々な場面でハッとさせられていた。

「ごめんなさい……自分でお願いしたことなのに、私……」

　澄子叔母さんの式場を変わらず残したい。

　ただそれだけの想いで、傘下にという話を拒み、それが叶うなら結婚をすると申し出たのは私の方だ。それなのに、いざ話が進むと怖いだなんて慄おののいて、自分の決意の弱さには嫌気がさす。

「すみません……今の言葉、忘れてください」

　慶太さんの顔も見ず、静かに言葉を落とした私に、不意に運転席から手が伸びてくる。近付いた手の平は私の頭をそっと撫で、膝の上で組む手に重なった。

「あなたを早く手に入れたくて、混乱させたのは俺だ」

　顔を上げると、慶太さんの優しい横顔が目に映る。

　私の視線を受け、慶太さんはフロントガラスに顔を向けたまま口を開いた。

「俺が城社長のもとを訪れた時、社長にはのどかは結婚をする気はないと言って断られた。それなのに、結婚すると返事をくれた。……無理をしているんじゃないのか？」

　無理……。

　その言葉を反芻しながら、自分自身を見つめ直す。

　生涯、結婚はしないと思っていたのは、結婚自体が嫌だとか、自分から拒絶しているからではない。

　私は、つまらない女。そう思ってきたからだ。

　いつかかけられた言葉の呪縛が解かれず、今もなお、呪いは続いている。

「違うんです……私と一緒になっても、後悔されると、思うから、怖いんです。今の私には……仕事しかないから」

「そんなことない、と言ったところで、説得力はなさそうだな」

「え……？」

「顔にそう書いてある」

　触れていた手を上から包むように握って、慶太さんは口角を微かに上げる。

　話も聞かず、無責任なことを言わないその優しさに胸がホッと安堵していた。

「すみません……今さら、そんなこと言われても困りますよね」

　謝る私に、慶太さんはフッと仕方なさそうに笑う。でもすぐに、「いや、なにも困らない」と言ってくれた。

「それなら、のどかの自信に満ちた姿をそばで見てみたい」

「え……それは」

「プランナーとしての自分は、胸を張って誇れる……そういうことでは？」

　仕事しかない。

　そう言った私の気持ちを汲んでくれたように、慶太さんは言う。

「うちでも、のどかの仕事ぶりを見てみたい。やってみないか？」

　Primary Stage でプランナーとして仕事に携わる。

　それは、私にとってこれまで培つちかってきた力を試せるということ。そして同時に、新たな挑戦の始まりだった。










結婚を望む自らの意思




　着慣れたブラックのパンツスーツに身を包み、首元にはお守り代わりのパールネックレス。気合いを入れるつもりで、髪はきっちりまとめた夜会巻きにした。

　Primary Stage での仕事に携わることになった朝、私は緊張の面持ちで都内にある本社ビルの前に立っていた。

　プランナーとしての仕事ぶりを見せてほしい。そう慶太さんに言われ、断る理由はなにもなかった。

　もともと、うちの仕事のやり方を取り入れたいというのが、すべての話の始まりだった。今まで、澄子叔母さんのもとで積み重ねてきた自分の力を、他の場所で試すことには興味があったし、それが業界最大手の舞台というのは願ってもない話だ。

　だけど、家族のようにスタッフの仲がよくアットホームなうちの式場と、最高級な式場の数々を持ち、名を馳せる Primary Stage とでは、間違いなく様々なことが違うのは考えなくてもわかる。

　プランナー同士も皆ライバルで、お客様を獲得し、誰よりも最高の結婚式を挙げて自分の功績を残す。そんなピリピリとした空気が漂っているのだろう。

　約束の時間の少し前に、十階ほどある社ビルのエントランスを入る。

　ウエディングを請け負う企業というだけあって、天井の高い一階スペースは白く明るい空間だった。エントランス正面では、ウエディングをイメージした婚礼衣装に身を包んだ二体のマネキンが出迎えてくれる。季節感を出したり、テーマを変えたりなどして、衣装やディスプレイを飾っているのだろう。

　とりあえず受付嬢がいるカウンターに向かっていく。

　カウンターの左右には、大きなフラワーアレンジメントが飾られていて、春らしい白やピンクの花に視線を奪われた。

　声をかけてみようと思った時、「柏さん」と奥から知った声が私の名前を呼んだ。

「あっ、おはようございます」

　足を止めて目を向けると、現れたのは慶太さん本人だった。

　そのすぐ後方には、ハワイで偶然に会った時や、初めてうちの式場で慶太さんと話した時に一緒だった女性の姿もある。

「出迎えられなくて申し訳ない」

「いえ、とんでもないです」

　私のすぐ前までやってくると、仕える女性は私に向かって頭を下げる。

　それを目に、ならって深く頭を下げた。

　慶太さんに「行きましょうか」と言われ、受付奥へと向かっていく。

　慣れた足取りで私たちより先に奥のエレベーターホールへと入った女性が、上階に上がる扉を待機させ待っていた。

「迷わず来れましたか？」

「はい、大丈夫でした」

　エレベーターに乗り込む私を、慶太さんが気遣ってくる。

　Primary Stage に携わる話が出たあの日、私は慶太さんにひとつお願いをしていた。

　一緒に仕事をさせてもらうことになった時は、私を婚約者としてお披露目しないでほしい、と。

　社長の婚約者……もし、そんな風に紹介されれば、スタッフたちは困惑し、いつも通りの仕事を行えなくなると思ったからだ。

　それに対し、慶太さんはいい顔をしなかった。

　なにも隠し立てすることなんてない。そう言って反対した。

　でも、折れず頑なにそれを要望する私に、渋々了承してくれた。

　婚約者という期間はそれを許す。

　納得はしきれていないようだったけれど、私を特別扱いしないでくれると約束してくれた。

　エレベーターがビル最上階の十階へと着くと、ドアを手で押さえ、慶太さんが私を先に降ろしてくれる。

　着いたのは、グレーのグラデーションの絨毯に、真っ白な内装の明るいフロアだった。正面にはガラス張りのミーティングルームのような部屋がある。

「初めて会うわけではないけど、そういえば紹介がまだだった。彼女は、私の秘書業務をしてくれている神かん原ばらさんだ」

　フロアを歩き始めてすぐ、慶太さんが横に控える女性を紹介してくれる。

　やはり秘書だという彼女は足を止め、私に向かって頭を下げる。

「神原多た恵え子こと申します。よろしくお願いします」

「柏のどかです。こちらこそ、よろしくお願いします」

　ハワイで初めて会った時、綺麗な方だと思った。スタイルがよく、黒く長い髪がその背丈に絶妙にマッチしている。

　今日は毛先をカールして、後ろでひとつにまとめ、ブラックのタイトスカートのスーツを着ている。ノンフレームの眼鏡の向こうにある瞳はキリッとした一重で、あの日も思ったけれど凛とした仕事のできる女性といった印象だ。歳は私と同じくらいか、少し上くらいに見える。

　社長室と思われる扉の前に着くと、慶太さんは「下がっていいよ」と神原さんに告げる。神原さんは頭を下げ、「なにかありましたらお呼びください」とドアを開いてくれた。

　すると慶太さんはいきなり私の腰に手を回し、微笑んで顔を覗き込んでくる。

　突然の行動にあからさまに驚くと、室内に入ったところで神原さんが「社長」と落ち着いた声で呼び止めた。

「社内では、あまり羽目を外さないよう、お願いいたします」

　慶太さんの私に対する様子を目にして、釘を刺したような言い方だった。

「さすが神原さん。心得ています」

　神原さんに向けて上品に微笑むと、慶太さんが閉める扉の向こうに神原さんの姿が消えていく。

　それとほぼ同時に、閉まったドアの内側で突然正面からぎゅっと強く抱きしめられ、思わず「きゃっ！」と声をあげてしまっていた。

　すると、ドアの向こうから意味深な咳払いが聞こえてくる。

「け、慶太さん……！」

　努めて小声で、胸を押し退けるようにして顔を上げた私に、慶太さんは悪戯に笑みを浮かべて人差し指を私の口元に押し当てる。「静かに」と口パクで言ってみせた。

「神原さん、厳しいからなー……」

「忠告されたそばから、なにしてるんですか！」

「なにって、ダメなのか？」

　ドアの向こうの神原さんを気にして、ふたりして小声で言い合う。

　慶太さんは見上げる私をまた胸の中に閉じ込めて、強く抱きしめた。

「愛しい婚約者に数日会えなかったんだから、このくらい許される」

　そんな風に耳元で囁くものだから、私はそれ以上なにも言えなくなってしまった。

　触れ合う慶太さんに、鼓動の響きが伝わってないかと落ち着かない。抱きしめる腕の力や、鼻腔をくすぐる慶太さんの香りが、緊張を高め、顔に熱を集めていく。

　そんなことを知ってか知らずか、慶太さんは私の頭を撫で、耳元に近付けた唇で「会いたかった」なんて甘く囁いてくる。

　耳みみ朶たぶにチュッと軽やかなキスを落とされて、「ひゃっ」と変な声をあげてしまった。

「この間した約束は、やはり守れそうにないな。のどかのそばにいて、普段通りに振る舞うのはできそうにない」

「それは、困ります！　そこをなんとか」

　再び胸を押し返すようにして訴えると、フッと意地悪く笑った慶太さんはやっと私を解放する。

「わかってるよ」

　そう言いながら、ひとり奥のデスクへと向かっていった。

　その広い背中を目に、高鳴ってしまった鼓動を落ち着かせるように大きく息を吐く。

　やっと気を取り直して社長室内に目を向けると、ドアの向こうのフロアとは雰囲気が違い、モノトーンの配色で落ち着いた空間に整えられていた。デスクも、革張りのチェアも、応接セットも黒い。

「突然だけど、のどかにとって、ウエディングプランナーという仕事は、どんなもの？」

　慶太さんがデスクまで行ってこちらを振り返ると、今の今まで悪戯な笑みを浮かべていた顔つきは一変していた。Primary Stage という業界最大手の企業を先頭で引っ張っている、社長としての真剣な表情だった。

「私は、お客様の過去と今と……それから、未来を繋ぐ仕事だと思っています」

　私の答えに、デスクについた慶太さんは両肘を立て、組んだ指の上に顎をのせる。そして、続く言葉を待つように、じっと私の顔を見つめた。

「それは？」

「結婚式は、おふたりはもちろん、そのふたりの人生に関わってきたすべての方に、幸せになってもらう一日だと思っています」

　華やかなふたりの幸せだけに目が行きがちな結婚式という儀式。だけどそこにある幸せは、ふたりの人生に関わってきた人たちの存在があってこそ。

　ふたりを産み育て、立派に育ててくれた両親や親族、共に成長した兄弟。苦楽を共にした友人や、社会に出てからの仲間たち。

　式を挙げるふたりにも、必ず自分たちを支えてくれた周囲の人たちへの感謝を伝えたいという気持ちが強くある。

　自分たちが将来を誓うその瞬間に立ち合ってもらい、見守ってもらいたい。

　人生を歩んできた上で、人にはそれぞれ様々なストーリーがある。その過去と、ふたりが幸せになろうと誓う現在。そして、まだ見ぬ未来を、結婚式という場で繋いでいく。

　ウエディングプランナーの仕事とは、ふたりの人生最高の瞬間を彩るのはもちろんのこと、招待されたゲストすべてに感謝の気持ちを伝えるお手伝いをし、共に幸せになってもらうことだと思っている。

　答えを聞いた慶太さんは、真剣に私の顔を見据えるその表情に、フッと柔らかさを滲ませた。そして、笑みを浮かべる。

「過去と現在、未来を繋ぐ……か。プランナーに話を聞いて、そんな回答は初めてだ」

　慶太さんはどこか興味深そうに、そんな感想を口にする。

「柏さんに、一件頼みたいプランニングがある。やってくれないか？」

　プライベートな顔を消し去り、慶太さんは社長らしい顔つきで私をまっすぐ見つめる。それは挑戦的で、私の言葉の意味を知りたいと物語っていた。




　今日は、関東圏内の式場でプランニングに携わるウエディングプランナーが数カ月に一度本社に集まる、プランナーミーティングがある日だという。

　持ち場である式場の客入りや、プランニング中のお客様のウエディングについて意見交換などを行い、共有するというものだ。

　個人で経営している澄子叔母さんの Jo House Wedding では、そんな形式ばったミーティングなどはない。プランナーも私を含め三人と少ないし、毎朝の朝礼のような場で情報交換する程度のものだ。

「私に……というお客様は、どういう……」

「ああ、学生時代の友人なんだ」

「慶太さんの、ご友人？」

「大学時代からだから、大分長い付き合いになる」

　大学の頃からの友達……。となると、慶太さんにとっても大事な式ってことだ。

　ミーティングの時間が近付くと、社長室を神原さんがノックする。

　エレベーターに乗り込み、神原さんが指定したのは五階。目的のフロアに到着すると、急に緊張感に包まれ始めた。

　さっき慶太さんに聞いた話だと、関東圏で活躍する Primary Stage のプランナーは全部で百名近い人数になるという。

「要望通り、城社長のウエディングをうちでも取り入れていきたいということで、私直々に要請をしてうちに来てもらったことにする」

「はい、よろしくお願いします」

　神原さんが開いたドアの先は、自然光の入る明るい空間だった。奥には全面のガラス窓が見える。

　広い部屋にテーブル付き一体型チェアが規則正しく並び、プランナーたちが腰を下ろしていた。おのおの持ち込んだファイルやノートなどを開いて、こうした隙間時間にも自分の仕事をしているようだ。

　慶太さんの姿に気付いたプランナーは手を止め、「おはようござます」と席を立ち上がる。次々とその動きは広がり、室内には「おはようございます」の挨拶が溢れた。

　すべてのプランナーが席を起立した時、慶太さんは正面へと立ち、集まった面々の顔をぐるりと見渡す。

　私は端に控え、その様子を見守った。

　制服のようにブラックのパンツスーツを着るプランナーは、ほとんどが女性だった。何人か男性プランナーの姿もあるけど、圧倒的に女性の方が多い。どの人も姿勢がよく、自信に満ち溢れているように見える。

「おはようございます」

　慶太さんが挨拶をすると、揃って頭を下げ、「おはようございます！」とそれぞれがお手本となるような挨拶を口にした。

「お疲れ様です。今日は、皆さんに新しい仲間を紹介します」

　慶太さんがこちらに顔を向け、目で合図をする。それを受け頭を下げ、慶太さんの横に向かう。

　もともと、大勢の人の前に立って注目を浴びるのはあまり得意ではない。

　一斉に視線が集まり、募っていた緊張が最高潮に達していた。

「ウエディングプランナーの、柏のどかと申します」

　考えたら、自己紹介なんてなにを話せばいいのだろう。

　そう焦った矢先、慶太さんが「柏さんは――」と話を繋いでくれる。

「知っている者もいるかと思いますが、Jo House Wedding のウエディングプランナーです。城社長とは個人的に親交があり、彼女のウエディングへの信念には非常に興味深いものがあると思い続けてきました。うちにはない、ウエディングを知ってらっしゃる――」

　慶太さんの言葉に、プランナーたちは真剣な眼差しを向け、話に聞き入っている。

　その様子に、高まっていた緊張が少しずつ落ち着いていくのを感じていた。

「うちにはないもの、君たちの持っていないものを、柏さんから奪う気持ちで学んでほしいと思う」

　慶太さんはそんな風に私の紹介をしてくれ、話を締めくくる。

「よろしくお願いします」とあがる声に、前に立つ私も深めに頭を下げ、同じ挨拶を口にした。

　そこからは、いつものミーティングの流れと思われる各式場の報告が順に行われていった。慶太さんと共に、神原さんが脇に用意してくれた椅子に掛け、耳を傾ける。

　その内容は様々で、担当したお客様の情報から始まり、どのような要望があり、どういった演出を提案したのか。それはまるで、プランナーひとりひとりが、自分のプランニングをアピールしているかのようだった。

　でも、この場はプランナーたちにはチャンスとなる時間なのだとも思えた。

　社長が同席している貴重な場。自分がどのくらい優れたプランニングをできるのか、それを知ってもらうには絶好の機会なのだ。

「長は谷せ川がわさん、ちょっといいかな」

　ひとりの女性プランナーが前で話す最中、慶太さんが止めるように声をかけた。

　長谷川さんと呼ばれた女性はこちらに目を向け、「はい……」と、突然ストップをかけられたことに不安そうな表情を見せている。話を聞いていた面々もこちらに注目し、ミーティングルーム内に緊張したような空気が張り詰めた。

「今話している谷たに口ぐち様、新婦側のお父様は式に出席することは可能になりましたか？」

　挙式はチャペルでの教会式を希望され、この本社ビルのすぐ近くにある会場で披露宴を行うというカップル。

　淡々と進められていたプランニング報告だったが、慶太さんの言葉に長谷川さんは一瞬口ごもる。そして、「それが、まだ……」と重々しく口を開いた。

「そうですか」

　慶太さんの声を最後に、部屋の中はしんと静まり返る。

　チラリと横の慶太さんを見遣ると、手を口に当て、なにか考えているような顔をしていた。

「では……谷口様のプランニング、柏さんに担当を替えさせていただきます」

　そこに集まるすべての人から、一瞬にしてハッとしたような空気が生まれたのを肌で感じ取った。

　自分の名前を出されたことに、椅子を立ち上がる勢いで横に顔を向ける。

　慶太さんは一変した空気をものともしない表情で、長谷川さんを見つめていた。

「社長……それは、なぜですか」

　今の今まで、自信を持って自分のプランニングを話していた長谷川さんは、複雑な面持ちで慶太さんを見ている。

　ショック、不満、憤り――。

　受け持ったお客様の担当から突然外れろと命を受ければ、相手が社長であっても理由を説明してほしいに決まっている。同じプランナーという立場だから、私にはそれがよくわかる。

「あの……担当を替えるというのは、私もどうなのかと――」

　口を挟むものではないと思いながらも、長谷川さんの気持ちを思うと黙っていられなかった。

　そんな私の言葉に被せるように長谷川さんが口を開く。

「新婦様のお父様を呼べるなら、私に続けさせていただけますか？」

　切羽詰まったような、必死な訴えだった。

　緊迫した空気の中、慶太さんの次の一声に誰もが息をのみ、注目しているのを感じ取る。

　私自身もその緊張感にいつの間にかのまれ、ドク、ドク、と心臓が音を立てていた。

「……わかりました。ただし、条件があります。席次表を作成するまでに、お父様のご出席を確定させること。それができない場合、この先のプランニングから外れてもらいます」

　担当になったお客様のプランニングから外される。

　そんな話、この業界ではめったなことがない限りあり得ないことだ。

　慶太さんの提示した条件は、その場に居合わせた誰もを震しん撼かんさせたようだった。




　夕方から澄子叔母さんのところでプランニングが入っている私を、慶太さんはプランナーたちへの顔見せも済んだしと、自宅まで送ってくれることになった。

「あのっ、さっきの話ですが」

　ミーティングが終わり、ふたりきりでエレベーターに乗り込む。秘書の神原さんには、さっき慶太さんが会社に残るように話していた。

　ドアが閉まるのを目にしながら口を開く。

「担当しているお客様から外すというのは……酷な話ではないでしょうか？」

　お客様とプランナーは、出会いから式を挙げるその日まで、一緒にいい式を作り上げるために寄り添っていく。お金をいただき仕事として請け負うものだけど、いつしかその繋がりを忘れるほどのものになっていたりする。

　だから、やっと迎えた式当日、口では言い表せないような気持ちが込み上げるのだ。

「谷口様……谷口は、さっき話した俺の友人なんだ」

　慶太さんが私にプランニングをお願いしたいと言っていた、友人だという方。

　これから相談に来られる新規のお客様だとばかり思っていた。

「そう、だったんですか……てっきり私、まだプランナーも決まっていないのかとばかり……それなら、やっぱり先ほどの長谷川さんに――」

「彼女は、うちのプランナーの中でも優秀な人材だと一目置いている」

「でしたら、担当を外すなんて――」

「わけありなんだ、谷口の事情が」

「わけあり……？」

　その言葉に、さっきのミーティング中に慶太さんの口から出てきた長谷川さんへの質問が脳裏を過った。

「新婦様のお父様の出席について聞かれていた、そのことですか？」

　横に立つ慶太さんの顔を見上げる。

　私の視線を受け、慶太さんは私を見下ろす顔にうっすらと柔らかい笑みを宿した。

「彼女のお父様に認められないまま、結婚することになったんだ」

「えっ……それって……」

「谷口の家は、代々会社経営をしていて、世間で言う御曹司ってやつなんだけど……彼女の方は、ごく普通の家庭のお嬢さんでさ。谷口の方が彼女にゾッコンで、結婚を申し込んで、もちろん、彼女も谷口と一緒になりたかったからプロポーズは受けたんだけど……」

「……彼女の、お父様がそれに反対を？」

　私の声に慶太さんは黙ったまま頷く。

「身分が違う。そんな家に嫁いで、やっていけるはずがない。そんな理由から認めないと猛反対されて、彼女は勘当覚悟で家を飛び出したらしい」

　そこまで話を聞いて、不謹慎にもロマンティックな話だと思ってしまった。女子の好きな漫画や小説にありそうな話だ。

「では、それから、お父様とは疎遠に……ということですか？」

「ああ。母親経由で式の話をしてもらったところ、断固出席はしない、と拒んでいるらしい」

「意固地になっているのでしょうか？」

「それもあるとは思うが、単純に本当に心配しているんだろう。仲がいい親子だったらしいから」

　娘を想って心配し、結婚を反対した父親。

　勘当なんてしたわけじゃない。

　心の底から、娘の晴れの姿を見たくない父親なんてこの世にきっといない。

　少なくとも、私はプランナーをしてきた今まで、そんな父親を見たことはない。

「そんな事情を聞いているから、彼女のお父様には必ず出席してもらいたいんだ。俺が、個人的にも」

　話を聞き、私も慶太さんと同じ気持ちになっていた。

　なんとしてでもお父様には式に出席していただきたい。そして、その日をきっかけに、またもとの仲のいい親子として関係を築いていってほしい。

　お節介にも、そんなことを思ってしまっていた。

「私にできることがあれば、力になりたいと思います。今の話を聞いて、私も慶太さんと同じ気持ちです！　お父様には、必ず出席していただきたいって！」

　力強く言った私を、慶太さんは一瞬面食らったようにじっと凝視する。

　お客様の話になると、つい力が入ってしまういつもの癖。

　急に恥ずかしくなって「あっ……」と身を引くと、慶太さんはクスッと私を見つめて笑った。その笑みがどこか甘さを秘めていて、ドキリとしてしまう。

　視線を泳がせて俯いた時、エレベーターが一階へと着いた。

「谷口様の件は、長谷川さんに引き続きプランニングしてもらって、なにかあれば私も協力する形でどうでしょうか？」

　あくまでも、長谷川さんが受け持ったお客様。突然、私がしゃしゃり出ていくのはやっぱり気が引ける。慶太さんが一目置く優秀なプランナーなら、お父様に出席してもらえる策をすでに練っているかもしれない。

「そうだな。その時は頼む。……まだ時間があるなら、ランチでもどうかな？」

　エレベーターを降りた慶太さんは腕を上げて手元の時計に目を落とす。同じように自分の腕時計を見ると、時刻は十二時半を回ったところだった。

　お客様と会うのは十七時からの予定だから、まだ十分余裕がある。

「時間は大丈夫です」と答えると、微笑んだ慶太さんはそっと私の背に手を触れ、耳元に顔を近付けた。

「ふたりきりになりたい」

　突然の囁くようなその声に、鼓動が跳ね上がってドキンと音を立てた。連動して顔も熱を帯びていく。

　隠すように俯いた私を慶太さんはクスッと笑って、「かわいい反応」とからかうようなことを口にした。

　私自身が男性に免疫がないからかもしれないけど、こういう些細なことでも緊張を高めてしまう。

　それに、相手は慶太さんだ。この綺麗な顔で微笑みかけられて、甘い言葉を囁かれたら、そこに特別な感情がなくても平気な顔でなんていられないだろう。

　私の気のせいかもしれないけど、会う回数を重ねるごとに、慶太さんの私に対する甘さが増している気がする。

　こんなに簡単にドキドキしてしまうのは、そのせいもあるのかもしれない。

「あら、慶太さん」

　エントランスに向かう慶太さんのすぐ後ろをついて歩いていると、正面から声がかけられた。そこには、外から入ってきた様子の女性と男性の姿がある。

　女性は四十代くらいだろうか。でも、気を配った外見がそれよりもっと若く見せている。しっかりと施されたメイクは濃く赤いルージュが目を引き、肩下までの髪は大きな内巻きカールでボリュームがある。ホワイトのツイードジャケットに同じ膝丈スカート。手には高級ブランドの革製ハンドバッグを掛けていた。

　一緒にいる、私と同年代に見える男性は、慶太さんと同じくらいの背丈があり、仕立てのよさそうなブラックのスーツを着ている。天然なのか色素の薄い髪は軽やかに流れ、中性的な綺麗な顔立ちの人だ。

「ご無沙汰しています」

　正面からふたりに近付くと、慶太さんは頭を下げる。

　邪魔にならないようにと一歩下がって様子を窺っていると、女性の方が私に目を向け、「そちらは？」と慶太さんに聞いた。

　出しゃばって名乗っていいものなのか判断がつかず、とりあえず深く頭だけ下げる。すると、頭を上げたタイミングで背に慶太さんの手が触れ、横に並ぶようにそっと背中を押された。

「近々、彼女と一緒に伺おうと思っていました」

　慶太さんがそう言うと、女性はじっと品定めでもするように私の顔を凝視する。そして慶太さんに視線を戻し、おもむろに口を開いた。

「慶太さん……先日の縁談の話、先方にご連絡もしなきゃならないの」

「それは、あの場でお断りしたはずです」

「あら、一度お会いしてみたらいいじゃない」

　一体、この人たちは誰なのだろう。

　そして、この会話の内容……。私が聞いてはいけない話に違いない。

　目を伏せ黙っていると、前に立つ女性が「うふふ」と上品の中に下品さを孕はらんだ笑い声をあげた。

「まぁいいわ。他にもあなたとの話をって持ちかけられているから、また知らせるわ」

　慶太さんの返事も聞かず、女性は「またね」と一歩を踏み出す。ヒールの音がカツカツ鳴り出すと、「悠ゆう太た、行くわよ」と言って、エレベーターホールへと向かっていった。

　私たちに軽く頭を下げ、悠太と下の名で呼ばれた男性がその後を追う。

　呆然とその姿を目で追っていた私に、慶太さんから「行こう」と声がかけられた。




　慶太さんがランチに連れていってくれたのは、クラシカルで高貴な佇まいのお店だった。

　ホテルでもないのにドアマンの人が立っていたり、やたら緊張を煽あおられる。

　挙動からして、こういうお店に慣れていないのが丸わかりだ。

　キョロキョロしてしまう私を、慶太さんは微笑ましそうに目にしながら、寄り添い腰に手を回してエスコートしてくれる。近付いた距離にまた別の緊張を高めながら、通された個室に「わぁ……」と感嘆の溜め息が出ていた。

「すごい、オシャレ……」

　自分の表現力が乏しいのが恨めしい。

　特別と思われるその個室は、店内と同じくグレーとホワイトの配色の空間で、床はピカピカ光るダークブラウンの木目調。テーブルや椅子は貴族の家にありそうなクラシックなデザインで、店内の配色に合わせたホワイトで揃えられていた。

　窓のない空間は、落ち着いた照明でほんわか優しい雰囲気が作られている。

　部屋の雰囲気に見惚れていた私に、背後から近付いた慶太さんがそっと腕を回した。引き寄せるようにして、私のこめかみに優しくキスを落とす。

「あっ、あの、誰か来たら」

『後ほどお伺いします』と言って去った、ここに案内してくれた店員も、またいつ現れるかわからない。

　それなのに、慶太さんはお構いなしに腕の力を強める。

「さっきは、ごめん。嫌な思いをさせたよね」

「え……」

　さっき……。

　そう言われて、会社で会ったあの女性のことだとすぐにピンときた。

　あの後、ここに来るまでの車内では、まったくそのことに触れなかった慶太さん。だから、やっぱり私に聞かれてはまずい話で、あえてなにも口にしないのだとばかり思っていた。

「いえ……大丈夫です。でも、私が聞いてはいけない話だったのでは」

「そんなことはない」

　背後からの抱ほう擁ようを解いてくるりと振り向かされ、じっと顔を見つめられる。

　真剣な目に一瞬で惹きつけられ、吸い込まれるように目が離せなくなった。

「のどかに聞かれて困る話も、隠さなくてはならない話も、俺にはない。それは信じてほしい」

　私の目を真っ向から見つめる慶太さんには、嘘偽りは本当にないのだと感じられた。

「はい」と小さく頷くと、慶太さんはホッとしたように微笑を浮かべた。




　白で統一されたホワイトの食器は、縁に花のような模様が彫刻されている。

　メニューを決められずに悩んでいた私に、慶太さんは気を利かせて『シェアしようか』と何品かを選んでくれた。

　注文した料理がすべて運び込まれると、目の前に置かれた色鮮やかなサラダからお皿に取り分けていく。できるだけ綺麗に盛り付けて慶太さんに手渡すと、彼は上品に笑って「ありがとう」とわざわざお礼を口にした。

「さっき会ったのは、俺の母と、弟なんだ」

「えっ……」

　近しい知り合いなのだろうとは思ったけれど、まさかお母様と弟さんだとは思いもしなかった。

　自分のサラダをお皿に盛っている最中に切り出され、驚きの反応を見せてしまう。

　慶太さんは付け加えるように、お母様が専務で、弟さんが常務として会社の経営に携わられていることを教えてくれた。

「お母様と、弟さん、でしたか……」

「といっても、俺の本当の母親ではない。あの人は父の後妻なんだ」

「そう、だったんですか……では、弟さんも……？」

「悠太は、父とあの人が一緒になってからできた子で、俺とは腹違いの兄弟になる」

　さっき会ったふたりを頭の中で思い返すと、その話にはすぐに納得がいった。

　継母だというあの女性と慶太さんには、どこも似ていると思える部分がなかったのだ。顔も、雰囲気も、親子というのを感じられなかった。

　腹違いの弟だというあの〝悠太さん〟という男性は、背格好は慶太さんに似ているものの、顔だけ見た印象では、やっぱり兄弟とは分かりづらかった記憶がある。

　綺麗な顔立ちではあったけど、慶太さんほどの端整さはなく、やはり母親が違うと細かなパーツが変わってくるのだと思えた。

「父から会社を引き継いだ一年ほど前から、あの人は俺の結婚を急かすようになってきた。社のために、身を固めた方がいいのも理屈的にはよくわかってた。でも、それだけはあの人の言いなりになりたくなかった」

　慶太さんの言葉には、今までのお義母様との確執が窺える。

　お父様が再婚をしてから、新しく迎え入れたお義母様に、子どもなりに気を使い、我慢も多くしてきたのだろう。

　そして、弟が生まれ、疎外感や嫌な思いもきっとあったはずだ。慶太さんの口から出る〝あの人〟という呼び方が、それを物語っている気がしてならない。

「だから……縁談の話を？」

「ああ。初めは、仕方なくあの人の顔を立てて付き合ったこともあった。でも、その後にすべて断りを入れるような形で……今はもう、話自体受けないようにしている」

　取り分けたサラダのお皿を手に持ったまま話に聞き入っていると、慶太さんは真剣だった表情にうっすらと笑みを浮かべる。そして、「いただこうか」と声をかけてくれた。

　話を中断させて食事を始めると、話題は料理のことなどに逸れていった。

　慶太さんが食事をしやすいようにと気遣ってくれているような雰囲気の中、穏やかにランチタイムが過ぎていく。

　食事も終盤に差しかかった頃、再び現れた黒服の男性が、デザートとティーセットを運んできた。

　同じ彫刻が入った白のプレートには、丸いドーム型のケーキのようなデザートがのっている。黒っぽく光るそのスイーツは、濃厚なチョコレートを想像させた。

　慶太さんはデザートは食べないらしく、黒服の男性が注いでいったアールグレイティーのカップを手にしている。

「あの……さっきの話なんですが……」

　蒸し返すのもどうかと思いつつ、話がきちんと終わった感じでもなかった。せっかく和やかになった空気に水を差すような気もしたけど、意を決して切り出してみる。

　慶太さんは口をつけていたカップをソーサーに置くと、私へと顔を向けた。

「私と結婚するということ……お義母様は許されるのでしょうか？」

　きっと、縁談の話は慶太さんの会社、Primary Stage にも利益となるどこかのご令嬢ばかりなのだと思う。お義母様はきっと、そういう相手と一緒になってほしいはずだ。

「俺がのどかを選んだことも、一緒になりたいと思っていることも、あの人に口出しさせる気はない」

　だけど、慶太さんはなんの迷いもなく、お義母様の希望を切り捨てるようにそう言い放った。「だから、のどかは余計な心配しなくていいよ」と、余裕のある笑みまで浮かべてみせる。

「今まで、十分あの人の言う通りにやってきた。だけど、生涯共に生きていく相手だけは、自分の意思で決めたいと思っている。それだけは譲れない」

　お義母様の敷いたレールの上を、文句も言わずに進んできたであろう慶太さん。だからこそ、自分の選んだ相手と一緒になりたいと思う気持ちがより強いのだろうと伝わってくる。

　その大事な相手が私でいいのかという思いが膨れ上がったけど、なんとなく今はそれを口にすることができなかった。

「やっぱり、嫌な思いをさせてしまったようだね」

「いえ、そんなことは……」

「でも今、余計なこと考えていないか？」

　余計なことかはわからないけど、お義母様の話を聞いて、少なからず結婚するということのハードルは上がった気がする。

　そうじゃなくても、もともと高いハードルなのに……。

「……私でいいのかな、とは、やっぱり思います」

「ほら、やっぱり考えてる。余計なこと」

「だって……」

　間が持たなくなって、「いただきます」とデザート用のフォークとナイフを手に取る。黙って艶のあるケーキにナイフを入れると、中からはしっとりとしたショコラのムースが現れた。

　フォークでカットしたデザートを口に運ぶ私をフッと笑い、慶太さんは席を立ち上がる。そして、濃厚で深みのある甘さに静かに感激している私のすぐ横へと近付いた。

「のどか、よく聞いて」

　テーブルに片手をついた慶太さんは、高い背を少し屈め、私のことを覗き込む。

　フォークですくったケーキを手にしたまま、迫った慶太さんを見上げた。

「俺は、のどかとしか一緒になる気はない。別の人間と結婚するくらいなら、一生独り身でいいと思ってる」

「どうして……そこまで、私のこと……」

「まだそんなことを言ってるのか？」

　慶太さんの手が頬に触れ、驚いたように置いたフォークが静かな個室にカチャンと音を立てた。

　お皿の上に気を取られた私の目線を自分へと向けさせるように、頬に触れていた手が顎を掴む。少し強引に上向かされると、慶太さんは熱っぽい目で私を見つめていた。

「余計なことは考えないで、君はただ、俺に愛されていればいい」

　かけられた言葉にドキンと鼓動が音を立てた時、奪うようにして唇を重ねられる。

　その反動で身体が椅子の背に倒れて、口づけはさらに深まっていった。離れるのかと思った少し浮かされた唇は、角度を変えて上唇を甘噛みし、再び深く重なり合う。

「……っ、んっ」

　突然のことに驚いて声をあげようとすると、僅わずかに開いた唇から熱い舌が滑らかに滑り込んできた。

　今まで体験したことのない濃厚なキスに、呼吸が乱される。

　全身が熱を上げていき、同時に身体の力が抜けそうになって、椅子の座面につく手に力を入れた。

　唇が離れていった時には息が上がり、視界に入った慶太さんの顔がぼんやりと見えていた。

　私の顔を見つめた慶太さんは、薄い唇の口角を上げ、「たまらないな」と呟く。

　その声が妙に色っぽく私の鼓膜を震わせ、すでに上気した顔がさらにカッと熱くなった。

「それに、甘い」

　私の唇を親指でなぞり、慶太さんはクスッと笑う。

　それが自分の食べていたスイーツのことだとわかると、目が覚めたように恥ずかしさが押し寄せ、飛び上がるようにして椅子から立ち上がっていた。

「おっ、お手洗いに、行ってきます……」

「ひとりで大丈夫？」

「だ、大丈夫です！」

　ひとりになってクールダウンするための〝口実〟なのに、ついてきてもらったんじゃ意味がない。

　ぺこりと頭を下げ、いそいそと個室を後にした。

　逃げ込むように入ったパウダールームで、覗き込んだ鏡に映る自分の顔は見事に紅潮していた。

　重なった唇の感触がありありと残っている。

　あんな身体の力が抜けていってしまうような口づけ、今まで知らなかった。だから比べられるものでもないけれど、あれは確実に上級者のキスだと思う。

　今まできっと、たくさんの女性とお付き合いもしてきているのかもしれない。

　慶太さんみたいにすべてを持っているような人を、周囲の女性が放っておくはずがないんだから。

　落ち着きを取り戻し、部屋へと戻ると、慶太さんは「行こうか」と言って立ち上がった。自然と腰に腕が回され、お店の出口へと向かう。

　店のスタッフたちに丁寧に挨拶をされ、寄り添う慶太さんに「あのっ」と声をかけていた。『お支払いは……』と尋ねようとしたものの、「ん？」と微笑み返されてしまい、私が席を離れていた間に済ませていたのだと察する。

　こういうスマートな行動をなんてことなくしてみせる慶太さんに感心してしまう。

　慶太さんのような立場の人になると、女性に財布を出させるようなことはしないのかもしれない。私にとったら申し訳ない気がして落ち着かないけど、こういう場合は、食い下がっても逆に申し訳ないよね……？

「すみません……ご馳走様でした」

　改まってお礼を口にすると、お店を出たところで額に軽く口づけを落とされた。

　席を外して気持ちを落ち着かせてきたはずなのに、慶太さんの顔を見るとまたすぐに鼓動が忙しなく音を立て始めてしまう。

　本当に、ここのところの私は変だ。

　慶太さんが現れてからというもの、些細なことで動揺して、緊張して、ドキドキと心臓が暴れ回る。普段生活していて赤面するようなことも今までなかったのに、慶太さんと一緒にいると赤ら顔ばっかり晒さらしているような気がする。

　まぁ、それも、私の日常が大きく変わってしまったからなのだろうけど……。




　車へ乗り込むと、慶太さんはうちの目の前まできちんと送り届けてくれた。

「のどか、これを……」

　車から降りる直前、慶太さんがどこからともなく取り出した、折りたたまれた紙。

　差し出されて受け取ると、それがなんの書類だかすぐに察しはついた。

　黙って広げると、そこには予想通り〝婚姻届〟の文字。すでに左側に記入がされ、私が書き込む部分だけが残されていた。

「今すぐ書いてくれと急かしているわけじゃないんだ。でも、言葉だけじゃなくて、ちゃんと結婚の意思を見せておきたいと思って」

　紙面をじっと見つめる私に、「持っていてもらえるかな」と慶太さんは尋ねる。

「はい……わかりました」

　頷き返事をすると、慶太さんは運転席から手を伸ばし、私の髪をそっと撫でた。

「ありがとう。のどかのタイミングでいいから。仕上がったら、一緒に出しに行こう」

「はい」

　手にした婚姻届は、ふわふわしていた結婚という事柄を、いよいよ本格的に現実のものだと認識させる決定的な材料となっていた。

　これに書き込み、役所に提出すれば、慶太さんと私は夫婦という間柄になる。

　すでに記入をし手渡してきた慶太さんに、本当に私との結婚の意思があるということを思い知らされ、落ち着かない鼓動はさらにドクドクと激しい音を立てていた。




　その夜。

　片付いた食卓にひとり掛け、昼間慶太さんに手渡された婚姻届を開いていた。

　眺めながら、慶太さんは字も綺麗なんだな、なんてことをぼんやりと思う。

「まだ起きてたの？」

「ああ……澄子叔母さん」

　背後から声をかけられて振り返ると、澄子叔母さんがリビングへと入ってきていた。

　前ボタンの薄ピンク色のパジャマに着替えていて、お風呂から上がった様子だ。

「お茶淹れるけど、のどかも飲む？」

「あ、うん。じゃあ、いただこうかな」

　キッチンに入った澄子叔母さんは、急須に茶葉を入れてポットのお湯を注いでいく。

　お盆にのせた急須とふたつの湯のみを手に、私の向かいの席へとやってくる。テーブルの上にお盆を置きながら、私の手元を目にして「それ……」とどこか驚いたような声をあげた。

「今日、いただいたの。急がせないから、私の気持ちが固まったら書いてほしい、って……」

　澄子叔母さんは置かれた婚姻届に視線を送りながら、引いた椅子へと腰を下ろす。そして、まっすぐ私へと視線を寄こした。

「園咲さんとは……どうなの？」

　いつもハキハキと話す澄子叔母さんの声とは違う、控え目な調子の声音。

　私が慶太さんと一緒になって、うちの式場をこのまま続けていけるようにしたことに、少なからず責任のようなものを感じているに違いない。

「うん……私には、もったいないくらいの人だよ」

　求められて結婚をするけれど、自分にその役割が務まるのだろうかと不安がある。

　表向きの妻だとしても、荷が重すぎる。

　いや、〝表向きの妻〟だからこそ、荷が重いのだ。

「始まりはあんな風だったけど……園咲さんはとてもいい方よ」

　そう言われて澄子叔母さんの顔を見つめると、叔母さんは湯のみにお茶を注ぎながら頬に笑みを浮かべた。

「あんな大きな会社を背負っているのに、穏やかで、物腰も柔らかでね。いいお坊ちゃんだと思っていたけど、立派になられて……」

　そういえば、慶太さんのお父様にお会いした時に、澄子叔母さんは元気かと聞かれた。澄子叔母さんも慶太さんのことを〝お坊ちゃん〟と言うくらいだし、古くからの知り合いに違いない。

「ねぇ、慶太さんやお父様とは、昔から知り合いだったの？」

「えっ、ああ、ええ、そうね……同じ業界だし、顔見知りではあったわ」

「そう……」

「のどかをお嫁に欲しいとお願いに来た時は驚いたけど……でも、何度も何度も足を運んでくださってね。それはもう、熱心に」

　緑茶の綺麗な色が出た湯のみを私の前へと置き、澄子叔母さんは自分の湯のみへと口をつける。「あ、ちょっと渋いかも」と湯のみの中に視線を落とした。

「未だに不思議なんだけど……どうして、慶太さんは私なんかに結婚を申し込んできたのかなって」

「え……？」

「だって、断るなら会社を吸収する、なんて条件を出して結婚を迫ってきたわけだし、そこまでされる理由がわからないじゃない？　うちのブログで私のこと見てたからって、会ったこともない、それもご令嬢でもない私と一緒になりたいなんて」

　不思議に思っていたことを一気に並べると、澄子叔母さんは急に困ったように口ごもり、それをごまかすように「それは……あれよ」と無理に話を繋ごうとした。

「のどかがかわいいからに決まってるでしょ！」

「えっ？　いや、それは可能性的には一番限りなくゼロに近いでしょ」

「なに言ってるのよ。私はあなたをどこに出しても恥ずかしくないわよ。自慢の娘なんだから」

「それに……」と澄子叔母さんは続ける。

「令嬢じゃない、なんて言うけど、私も一応ここの経営者よ？」

「あ……そっか。ごめん」

　そんな指摘につい謝ると、澄子叔母さんはふふふっと苦笑する。

「まぁ、小さい会社だけどね。だから、のどかだって一応、令嬢よ？」

「そうかもしれないけど……」

　どこか腑に落ちないような反応を見せる私に、澄子叔母さんは普段通りの調子で明るく笑ってみせる。

　上手いことはぐらかされてしまったような空気にのみ込まれ、それ以上の話に発展させることはできなかった。










身に余る魔除けのリング




　婚姻届を受け取ってから、ちょうど一週間が経った日。

　私は都内に数カ所ある Primary Stage の式場のひとつを訪れていた。慶太さんと話をするために以前お邪魔した表参道の店舗とは別で、本社ビルに一番近い式場だ。

　白く眩しい光を取り込む明るい雰囲気は変わらず、こちらも豪華で華やかなチャペルがある。目に映るものにいちいち感動を覚えながらエントランスを入り、出くわしたスタッフに声をかける。

「少々お待ちください」と言い残し、奥へと去っていったスタッフをその場で待っていると、代わりにブラックのパンツスーツを着こなした長谷川さんが姿を現した。

「おはようございます。今日はありがとうございます」

「おはようございます。いえ、よろしくお願いします」

　真面目な面持ちを崩さず、笑顔ひとつ浮かべない長谷川さん。栗色の髪を後ろできっちりと一本に結い、ふわりとカールした前髪の隙間からはキリッとした太い眉毛が覗く。右の目の下には泣きぼくろがあり、本社で会った時から印象深かった。

　今日は、慶太さんの友人であるという、谷口様が式場を訪れる日。出した招待状の出欠を確認し、席次表の打ち合わせをする予定だ。

　新婦側のお父様の出席が心配される結婚式。

　私自身もプランナーを続けてきて、家族間の問題で誰かが出席を拒んでいるという事例には、過去数度出くわした経験があった。

　離婚してしまった両親の、育ての親側が別れた元パートナーの出席を拒んだこと。ひどい兄弟喧嘩の末、縁を切った兄を呼びたくないと新郎が拒否したこと。

　そんな時にプランナーとして、新郎新婦が一生の思い出となる式をどうしたら挙げられるのか、常に最善を尽くしてきた。

　ふたりから話をよく聞き、ふたりの立場に立ってプランナーとしてアドバイスをする。時には説得をするような形になることもあったけど、最後には『出席してもらえてよかった』『出席できてよかった』そんな言葉をいただける式を執り行えた。

「十一時に、谷口様がお見えになる予定になっています」

　プランニングが行われる個室へと案内されると、そこはやっぱり白を基調とした明るい部屋だった。用意されたソファーセットも白いヨーロピアン調で、座面と背面が上品な花柄のデザイン。光が差し込む窓にはシャーリングされたレースカーテンが引かれ、いい具合に明るく落ち着く空間が演出されていた。

「……プランニングについて、なにも聞かないんですか？」

　ふたりきりの静かな空間で、長谷川さんが不意に声をかけてきた。

　窓の外に向けていた視線を彼女へと向けると、じっと私の顔を凝視している。

　その目は、どこか警戒しているような、敵視しているような感じにも見えていた。

「園咲社長にはああ言われたけど……私は、長谷川さんのプランニングに口を出す気はないです」

　私が突然現れて、今までやってきたお客様を横取りしていってしまう。

　長谷川さんはそう思っているのかもしれない。

　もしも自分が長谷川さんの立場なら、それはたまらなくつらい。

　お客様の話を聞き、ふたりにはこんなウエディングがいいかもしれない、なんて、プランナーは必死にふたりのことを考える。一組一組、受け持ったカップルの結婚式の日を楽しみに、力を尽くすのだ。

「お客様だって、長谷川さんにお願いしたウエディングですもん。最後まで、長谷川さんと作りたいと思います」

　私の顔を見つめていた長谷川さんの視線が、急に宙を彷徨さまようように揺らめき出す。そして足元へと落とされると、一点を見つめるようにとどまった。

「なので、もし、私に力になれそうなことがあれば言ってください。サポートくらいはできると思いますから」

　私の今ある気持ちを伝えると、視線を落としていた長谷川さんがバッと顔を上げた。

　目が合って、その言葉に偽りがないという意味を込めてにこりと笑ってみせる。

　すると、いきなり長谷川さんの無の表情がくしゃりと歪んだ。

「私、本当は……ふっ、不安で、不安で……」

「えっ、ちょっ――」

　こともあろうに、長谷川さんの目からは大粒の涙が溢れ出す。

　急な展開にオロオロしながら、ジャケットのポケットから慌ててハンカチを出して彼女の手に握らせた。

「すみ、ません……」

　受け取ったハンカチを目元に当て、長谷川さんは頭を下げる。

　本社ビルで初めて会った時も今日も、気丈な振る舞いできっと強い女性なのだろうと思っていた。だけど、こんな堰せきを切ったように涙を流すなんて、一体どうしたのだろう。

「不安って……例の、新婦様側のお父様の出欠のことで？」

「……はい。色々、提案はしていて……でも、難しいのかなって。私には、無理かもしれない……」

　弱音とも聞こえる長谷川さんの細く頼りない声。依然、涙はポロポロと流れている。

「とりあえず、落ち着きましょう。打ち合わせ、十一時からですよね？　お客様がいらっしゃる前に泣いた顔をなんとかして……あ、ほら、もしかしたら今日の打ち合わせで、お父様からいい返事がもらえている可能性もあるし！」

　長谷川さんがこれ以上泣いてしまわないように、努めて明るく振る舞い励ます。

　腕時計を見ると、約束の時間まで三十分をきっていた。

　涙を止めて泣き顔を直してくるように、長谷川さんをお手洗いへと見送った。




　約束の時間五分前になると、谷口様カップルが連れ立って現れた。

　長谷川さんと共に受付付近でふたりを出迎える。

　御曹司だという彼が求婚し、父親の反対を押し切り彼についていった彼女。ドラマティックな話を聞いて、おふたりに会うことが内心楽しみだった。

　新郎の谷口怜れいさんは、クールで落ち着いた人、というのが第一印象だった。

　スラリとした長身ときちっとした身なり。一重で涼しげな目元にはノンフレームの眼鏡をかけていて、いかにも頭脳明めい晰せきという雰囲気も感じ取れた。

　お見合いでもされて結婚をしそうなタイプに見えるのに、彼女に恋をし、情熱的にアプローチしたというから、人は見かけではやっぱりわからない。

　きっと、彼女にしか見せない甘い顔があるのだろう。

　お相手の美み陽よさんは、小柄で細く、かわいらしい人だった。肩下までのふんわりとしたセミロングヘアで、厚い前髪と色白の肌が日本人形を連想させる。出迎えた私たちににこりと微笑む顔が印象に残るほど愛らしかった。

　男性から見るときっと、守ってあげたくなるようなタイプ。そういう感じの女性だった。

　こんな娘さんなら、例のお父様もお嫁にいかせたくなくなるかもしれない。

　そんなことを密かに思ってしまった。

「すみません、今日はこちらの柏というプランナーも同席させていただきます」

　おふたりを打ち合わせする個室へとご案内すると、長谷川さんが私の同席について断りを入れてくれる。

　ふたりの視線を受け、「ウエディングプランナーの柏のどかです」と挨拶をした。

「お渡ししていた席次表ですが、いかがでしたか？」

　早速、前回お願いしていたと思われる席次表について長谷川さんがプランニングを開始する。美陽さんが「あ、はい……」と言って、バッグの中から紙を取り出した。

「ありがとうございます。拝見しますね」

　ふたりを前に、長谷川さんが預かった紙を開いていく。

　隣でそれを見守りながら、長谷川さんの緊張が伝染してくるようだった。

　黙って紙面に見入る長谷川さんを見つめる。席次表のリストを確認していくその瞳が微かに揺れるのを目撃し、気付かれないように視線を外した。

　ダメ、だったか……。

「……ありがとうございます。やっぱり……お父様はご出席していただけそうにないですか？」

　長谷川さんの問いかけに、ふたりに沈黙が落ちる。困ったように視線を落とした怜さんの隣、美陽さんが空気を取り持つように微笑みを浮かべた。

「すみません……母に、連絡してみたのですが、私とは話したくないと、取り次いでもらえずで……」

　自分の結婚式に父親が出席を拒んでいる。その事態に一番困っているのは美陽さんに違いない。

「そうでしたか……」

　長谷川さんの声にも張りがなくなる。

　ワクワクしながら行うはずの打ち合わせはどんよりと重い空気となり、とても結婚式の話をしているとは思えない暗いものとなっていく。

　ふたりはもちろん、プランナーの長谷川さんまでもが黙り込んでしまい、私はつい「あのっ」と声をあげてしまっていた。

「よろしければ……美陽さんの、お父様との思い出をお話しいただけないでしょうか？」

　本当は一切口を挟まないつもりだった。だけど、長谷川さんの動揺がありありと伝わってきて、フォローを入れないといけないと瞬間的に思ってしまった。

　突然投げかけられた質問に、美陽さんは「え……？」と不思議そうな面持ちで私の顔を見つめていた。

「思い出、ですか……？」

「はい、なんでもいいんです。子どもの頃でも、いつでもいいので、お父様との印象深いことを。よくこんな話をしたとか、よく遊びに行った場所とか」

　考えるように目を上向いて、ぱちぱちと瞬きを繰り返す美陽さんを、寄り添う怜さんが静かに見守る。

「父は、仕事が休みの日は、家族のために時間を費やす人で。子どもの頃は……よく家族で遊びに行っていました」

「そうだったんですか……ご家族を大事にされるお父様なのですね。どんなところによく行かれたのですか？」

「夏は、毎年家族で海に旅行したり、冬はウィンタースポーツも。あ、でも、季節関係なくよく行っていたのは、ピクニックでした」

　昔を振り返るようにして話す美陽さんの表情は、次第に柔らかく変化していく。

　きっと、愛情をたくさん受けて大切に育てられてきたのだろう。彼女の様子から、家族の仲のよさが垣間見えてくる。

「ピクニック、いいですね。公園とかにですか？」

「あ、はい。よく行ったのは、近くの公園で……母がいつもお弁当を作ってくれて、レジャーシートを広げて、みんなで食べて」

　質問から始めた話は、次第に美陽さんが自ら進んで語ってくれる流れへとなっていく。

　私は聞き手に回り、出される一言一句を聞き逃さないように話の内容を頭に叩き込む。詳しく聞きたい部分では質問を挟み、お父様との思い出について深く知り得ていった。

「この間、母に会って話した時……こんな風に昔の話になったんです。その時に、私がよく父に言っていたことを母が教えてくれて」

　美陽さんは振り返るようにしてクスッと笑う。そして私の顔を見つめ、どこか照れくさそうにはにかんだ。

「大人になったら、お父さんと結婚する、って……よく言っていたらしいんです」

　その言葉を受け止めて、私は自然と笑顔になっていた。同時に、強い決意のようなものが胸の中に新たに生まれる。

「娘にそう言われて嬉しくない父親はいないですよね。美陽さんがそう言った時、お父様はなんて答えられたのでしょうね……？」

「母の話では、父はいつも『父さんよりいい男を見つけろよ』と、そう口癖のように言っていたと聞きました」

　美陽さんのそんな話に、その場にいた全員が笑みを浮かべていた。

　微笑ましく、温かい親子のエピソード。

　美陽さんのお父様は、変わらず今も娘を愛している。結婚式にだって、心の底から出たくないはずはないと思えた。

「美陽……やっぱり、どうしてもお父さんには出席してもらいたい」

　今まで黙って聞いていた怜さんが、美陽さんにそう言葉をかけた。

「怜さん……でも、どうしたら」

「諦めずに、またお願いしに行こうと思う」

「でも、もう何度も行ってもらっているし、これ以上、怜さんに負担をかけたくない」

　どうやら、新郎の怜さんは美陽さんのお父様に式の出席をお願いに上がっているようだ。それも、一度ではなく、何度も。

「このままお父さんに許してもらえないまま、式を挙げたくないんだ。君を幸せにすると、誓う場に立ち会ってもらいたい」

「怜さん……」

「君が俺のもとに来ることを、安心してもらいたい。だから、諦めない」

　真剣に彼女を見つめる怜さんを目に、私は「あの」と声をかけていた。

「厚かましいお言葉ですが……おふたりのこの式で、美陽さんとお父様との仲が、もとの通りになるお手伝いがしたいと、そう思いました」

　嫁ぎ先との身分差を心配し、娘の結婚に反対をした父。

　後ろ髪を引かれながらも家を出て、父との関係を取り戻したいと願っている娘。

　ふたりを修復させるには、今回の結婚式しかチャンスがないと思えた。

　もし、お父様がこのまま出席をしないとなれば、ふたりはこの先ももとの親子関係を取り戻すきっかけを作れないまま、距離が空いた期間を過ごすことになってしまうかもしれない。この式で、父と娘の仲をもと通りにする手助けができれば……。

「そんなこと、できるのでしょうか……？」

　美陽さんが不安げな面持ちで私を見つめる。

　怜さんの真剣な眼差しも受け、私は力強く笑顔を見せていた。

「任せてください！　おふたりの式で、お父様ともまた、昔のような関係に戻れるように、長谷川とお手伝いさせていただきます」

　やるしかない。

　必ず、ふたりをもとの仲のいい親子に……。

　その想いを胸に、約束をするように頷いた。




「柏さんっ！　一体どうするんですか!?」

　谷口様がお帰りになるのを見送ると、長谷川さんは声を大に私に食いついた。

　ふたりを前に言えずに溜めていたものが溢れ出した、そんな様子だ。

「口を挟んでしまって、ごめんなさい」

「いえ、それは全然構わないです！　でも、あんな約束してしまって、大丈夫なんですか!?」

　空気にのまれて、口から出まかせを言ったつもりはない。頭に浮かんだ案があり、それを式で行うことができれば、ふたりがまた絆きずなを深められるのではないかと思ったのだ。

「いい演出が思い浮かんだんです。それを実現できれば、きっと……。長谷川さん、今日の仕事後って、お時間作れますか？　私、これから自分の職場で打ち合わせのお客様が入っていて」

「今晩、ですか。十七時から一件、私も打ち合わせが入っているので、二十時くらいからなら大丈夫かと」

「そうですか。では、二十時から、私に時間もらえますか？　長谷川さんのプランニングの手助けになるかはわかりませんが……」

　不安そうな表情は消し去れていないものの、長谷川さんは「よろしくお願いします」と快諾してくれる。

　改めて夜に会う約束をし、式場を後にした。




　谷口様のプランニングに立ち会ったことを慶太さんに連絡しようと、カバンの中からスマホを取り出す。

　慶太さんは今日は、本社でどうしても外せない来客が入ってしまい、プランニングには同席できなかった。私のことを友人である怜さんに紹介したかったと言っていたけれど、それはまた次回以降になりそうだ。

　歩道に出る前に、立ち止まりメッセージを送ろうとスマホの操作を始める。

　そんな時、いきなり「こんにちは」と声をかけられた。

　顔を上げると、スーツの男性がひとり。

「あっ……！」

　近付く微笑を浮かべたその顔に、思わず声をあげていた。

　思いっきり失礼なリアクションを取ってしまい、慌てて頭を下げ、「こんにちは」と挨拶をする。

　この間、慶太さんの会社を訪れた帰り、ばったりお会いした慶太さんの弟。

　今日は隣にお義母様の姿はなくひとりのようだ。

「この間はどうも」

　私の目の前までやってきた彼は感じよく微笑み、私の顔をじっと見つめる。

　その視線から遠慮のない印象を受け、笑顔を作りつつ無意識に目を伏せていた。

「園咲悠太と申します」

「あっ、私は、柏――」

「のどかさん、ですよね。兄から伺ってます」

「あ……そう、でしたか……」

　この間、会社で会った後、慶太さんが私のことを悠太さんに話したようだ。

　と、いうことは……あのお義母様にも、私のことは伝わっているということ？

「兄と、婚約されるそうですね」

「あ、はい……」

　答えると、悠太さんはふふっといきなり笑う。

「そんなに緊張しないで。立ち話もなんですし、よかったらお茶でもいかがですか？　この近くにいい店があるんです」

「あ、いえ……私、今から仕事が入っていまして」

「仕事？　うちでの仕事なら、僕と一緒だと言えば問題ないよ」

「いえ、仕事というのは――」

　なんだか強引な感じの人だな、と警戒心が芽生え出した時、「のどか」と私の名前を呼ぶ声が聞こえた。

　振り向くと、正面の大通りの路肩に慶太さんの車が停車していた。車から降りてきた慶太さんが私たちへと近付いてくる。

「どうして……あの、来客があるというのは」

「予定より早く終わったから、こっちの打ち合わせに顔を出せるかと思って。でも、間に合わなかったようだな」

「そうでしたか、ありがとうございます」

　話をしながら、慶太さんの目が向かいにいる悠太さんを捕らえる。

　その視線を受けた悠太さんは、なぜだかクスッと意味深に笑った。

「この間、名乗りもできなかったので、ご挨拶を。結婚を遠ざけていた兄さんが、自ら進んで結婚したいなんていうお相手ですし、どんな方かと興味があったんです」

「……また、時間を取って彼女のことは紹介させてもらう」

「ええ、お願いします」

　興味がある、なんて嫌な言い方をする。

　そんなことを思っているうちに、「送っていく」と言った慶太さんに車に乗せられていた。

「すみません、お仕事中に……」

「もともとそのつもりで時間は取っていたから大丈夫だ。のどかこそ、時間は？」

「私は大丈夫です。夕方からお客様との約束が入っているので、それまでに帰れば」

「それなら、少し時間いいかな」

「あ、はい……」

　私の返事に微笑を浮かべた慶太さんは、どこかに向かって車を走らせていく。

　今日は、少し光沢がある深いグレーのスリーピーススーツを着る慶太さん。綺麗にセットされた髪の濡れたような質感と、相変わらず美しい目鼻立ちに改めて見惚れてしまう。

　見ているだけで胸が正常とは違う音を立て始めて、慌てて目を逸らした。




　たどり着いた先は、一度だけ訪れたことのある新居のタワーマンションだった。

　車を駐車場に入れ、慶太さんに手を引かれエントランスへと向かう。今日も前回と同じコンシェルジュのふたりが座っていた。

　しんと静まり返ったエントランスホールに「お帰りなさいませ」という挨拶が響く。

　やっぱり慣れないそんな出迎えに、ぺこりと頭を下げてその前を通過した。

「のどかは、こんな感じの家がいいとか、なにか希望はある？」

「え？」

　エレベーターに乗り込んですぐ、慶太さんはそんなことを聞いてきた。

　突然投げかけられた質問に、「えっと……」と口ごもると、慶太さんはフッと笑って私の頭を撫でてくる。

「いきなり聞かれても困るか。なんとなくのイメージでもいいんだ、落ち着く色とか、雰囲気とか」

「落ち着く色……やっぱり、アースカラーとかですかね。あ、モノトーン系も好きですけど。あまりギラギラしていなければ、大丈夫です。雰囲気は……ナチュラルっぽい感じが好きです」

　考えながら答えているうち、エレベーターが目的階へと到着する。

　慶太さんは私の肩を抱いて扉を出ると、部屋へと向かって歩き出した。

「なるほど。じゃあ、そんな感じの部屋になるように、インテリアデザイナーに依頼する」

「え、でも、私の希望だけでは……慶太さんの好きな感じにしていただいても」

「俺は特にこだわりはないよ。いずれ、子どもが生まれたりでもすればのどかの方が家にいる時間が長くなるわけだし、のどかの好きな感じにするといい」

「そうかもしれないですけど……」と答えながら、子どもが生まれたらなんて言われたことに急激に鼓動が高鳴り出してしまっていた。

　将来、妊娠して出産して、子育てをする時が私にも来るのだろうか……？

「それに、趣味は合うみたいだから、心配ない」

「そうですか？　私の言ったような感じとか、嫌いではないですか？」

　部屋の前に到着して、慶太さんはカードキーでドアを解錠する。開けながら、「むしろ好みは一緒だと思ったよ」と穏やかに言ってくれた。

　玄関の先は、この間来た時と変わりのない様子だった。広いリビングも変わらず、白いソファーだけが置かれている。

　これからこの住まいを作っていくために、慶太さんは私の意見を聞いてくれたのだろう。

「あの、今日は、どうしてここに……」

　私を横切り奥へと足を運んでいく慶太さんが、「おいで」と振り返る。

　その後に続いていくと、ソファーの前のガラス製のローテーブルの上に、小さな箱がひとつ置いてあった。よく知るブランドカラーの小箱。この間、エンゲージリングを選んだあのブランドのものだ。

　箱を手に取った慶太さんは、私に見せるようにして上部を開く。中には、先日ここで慶太さんがお願いしたあのハートのダイヤが輝くリングが納められていた。

「綺麗……」

　自然とそんな言葉が出てきていた。

　日本ではまだ未発売だという海外限定のエンゲージリング。

「あの、でも、これ……私にはもったいないくらいのものだと……」

「そんなことだろうと思った」

「え……？」

　言われた意味がわからなくて、リングから慶太さんの顔へと視線を移す。

　私の顔を見つめた慶太さんはふわりと笑って箱からリングを取り出し、私の左手を掴んだ。

「あの時、これが気になりつつも違うものを選んでいるのに気が付いた」

「えっ……」

　無条件に素敵だと見入ってしまったのは確かだった。でも、間違いなく高価だとわかっていたから、恐れ多くてこれが素敵だなんて口が裂けても言えなかったし、言おうとも思わなかった。

　だけど、その一瞬の憧れの眼差しを見逃さなかったなんて……。

「だから、これにすると勝手に決めたけど、もしかして不満だった？」

「そんなっ、不満なんてあり得ないです！」

「そっか、それならよかった」

　ホッとしたようにそう言い、満足そうに微笑を浮かべた慶太さんは、掴んだ私の左手の薬指にリングをはめていく。

　身に余る素敵なエンゲージリングに、すぐに言葉が出てこなかった。

「やっぱり、これに決めてよかった」

　慶太さんのしみじみとした声を耳に、つけてもらったリングをまじまじと見つめる。

　生まれて初めてリングをつける、左手の薬指。

　自分のこの指に指輪が入ることはないと思っていた。

「のどか……？」

「あっ、すみません……なんか、色々と頭がついていかなくて……恐れ多いと言いますか、なんと言ったらいいのか……」

　口から出てきた言葉通り、恐れ多い気持ちは消し去れない。だけど、それ以上に気付けば鼓動が高鳴っていた。

　自分の左手の薬指でキラキラと光り輝くエンゲージリング。その手を取り、私の目を見つめる慶太さんの優しい笑み。

　隠せないくらいドキドキと心臓が音を立てている。

「似合ってるよ……綺麗なのどかに」

　そう言った慶太さんは私の左手の甲に口づけを落とす。

　優美なその姿に、顔の温度がグンと上昇して、胸がキュンと縮こまった。

「あのっ、そういうこと、気軽に言われるの、私っ――」

「本当のことだから気軽に言ってしまうんだけど」

　私の言葉を遮り、否定するかのことを言った慶太さんは、勝ち誇ったように口角を上げる。

　完璧に困ってしまい、赤面した顔を俯けた。

「そんなことは……そういうこと、言われたことないですから……」

　今まで生きてきて、男性から綺麗だとかかわいいだとか、女性なら喜んでしまうような言葉をかけられたことはなかった。だから、お世辞にしても、こうした甘いセリフは落ち着かない。

　どんな顔をすればいいのかすらよくわからなくなってしまうのだ。

「それが本当なら、のどかの周りにいた男はみんな見る目がなかった……ってことになるね」

「え……？」

「それとも、近寄りがたかったのかな」

　掴んでいた手を引いて、慶太さんは私の身体を抱き寄せる。

　突然のことに、とっさに出した両手が慶太さんのスーツの胸元に触れていた。

「でも、そのお陰で、今のどかが俺のもとにいる」

　端整な顔に極上の笑みを浮かべ、私を見つめる慶太さん。

　吸い込まれていくように目が離せなくなって、さっきから早鐘を打って休まらない鼓動の音だけが、耳に響いて聞こえているようだった。

「だから、感謝しないと」

「そんなこと……」

「あるよ」

　ない、と言おうとした私の言葉を先回りして、慶太さんは言い換える。引き寄せた身体をしっかりと抱きしめて、頭を愛おしそうに撫でた。

「そのリングは、変な虫が近寄ってこないための、魔除けでもあるから」

「魔除け……変な虫、なんて、それこそ私には……」

「わかってないな、のどかは」

　そう言った慶太さんは、私の髪に優しいキスを落とす。

　身も心も、すべてを包み込んでしまうような包容力のある腕の中で、高鳴る鼓動はいつまでも主張するように音を立てていた。




　その日の夜、約束の時間に長谷川さんと待ち合わせをし、私たちは式場の最寄り駅近くにあるカフェへと入った。

　仕事後でお腹が空いているのもあり、ふたりともパスタとサラダ、ドリンクがセットになったメニューを頼む。

　長谷川さんの前にはオレンジのスライスが入ったアイスティー、私の前には炭酸と濃いピンクのシロップが二層になったクランベリーソーダが置かれた。

「それって、メモリプレイ……ですか？」

　私が谷口様の挙式の演出で思いついた案。それについて話すと、長谷川さんの口から早速質問が飛び出した。

「まぁ、それに近いものがあるかな……でも、メモリプレイは新郎新婦の幼少期を各年代の役者さんが演じるっていう演出じゃないですか？」

　最近話題となってじわじわ人気となりつつある〝メモリプレイ〟。

　披露宴のクライマックス、新婦からの両親への手紙を読む時に、新郎新婦の幼少期を、役者さんに演じてもらうという演出だ。

　新郎新婦の各年代を再現するため、ふたりに似たプロの子役さんたちを使い、両親に思い出を振り返ってもらう。

　子どもたちの幼き頃を思い出せるメモリプレイは、両親たちの涙を誘うこと間違いなしで、会場もその演出にハンカチなしではいられなくなる。

「メモリプレイの演出を、美陽さんとお父様の思い出にするっていうのを思いついたんです」

　今日、美陽さんにお父様との思い出をたくさん伺い、お父様とのピクニックの思い出を聞かせてもらった。そして、美陽さんがお父様によく言っていたこと。

『大きくなったら、お父さんと結婚する』

　それに対して、お父様が言っていたこと……。

『父さんよりもいい男を見つけろよ』

　そんなエピソードを聞いて、その光景を演出できたらと思った。

「じゃあ、新婦様の幼少期の子役さんと、当時のお父様を演じてくださる役者さんを探して、という感じに？」

「ええ、そんな感じです」

「だから、昔の写真をお借りしたいって、言っていたんですね！」

　長谷川さんは徐々に話に食いつき、真剣な表情になってくる。ドリンクの横に出していたノートに手早くメモを取りながら、うんうんと確認するように頷いた。

「美陽さんとお父様の思い出を限りなく近く再現して、美陽さんに感謝の手紙を読んでもらう、そういう流れはどうかな？って」

「昔はお父さんと結婚すると言ってたけど、お父さんは大人になったら自分よりいい男を見つけろと言っていた……そんな思い出をリアルに振り返ってもらって、新婦様に、お父さんに言われた通り自分はこの人と幸せになるよ、と安心してもらえるような手紙を読んでもらう……。えっ、最高じゃないですか！」

「よかった……どうかな、この演出でお父様と美陽さん、仲直りできると思います？」

　長谷川さんは目をキラキラさせ、力強く頷く。「これはやる価値ありますよ！」と予想以上に絶賛してくれた。

「長谷川さんにそう言ってもらえてよかった。じゃあ、谷口様に概要を説明して、賛同いただけたら、各種準備に取りかかる感じですかね」

　そこからは今日帰ってから調べてきたメモリプレイについての詳しい予算や準備について、長谷川さんと共有する話の流れとなった。

「この案を谷口様が了解してくださったら、絶対お父様と和解するきっかけになると思います。柏さん、すごいです！」

「いえ、そんな……あとは、肝心のお父様の出席、ですよね。それが叶わなければ、この演出もすべて無意味になってしまうし」

　新郎の怜さんが、お父様に出席をお願いしにまた出向いてくれると言っていた。

　私たちには、どうしても踏み込めないところがある。お父様の出席を叶えたいふたりの気持ちが伝わることを願うしかない。

「私……お父様が好きな料理とかお酒とか、そういったものを伺って、お父様に楽しんでもらう席を用意することばかり考えていました。でも、それだけじゃ満足してもらえませんよね」

「それも大事なプランナーの仕事です。好きな料理、好きなお酒、用意されていたら、嬉しいものですよ」

「私……実は柏さんのブログ、見ていました。ウエディングブログのランキングの、いつも上位にいるから、どんなプランナーさんなのかって」

「えっ、そうだったんですか……」

「うちのプランナーで、見たことあるって人間、結構いると思いますよ」

　なんとなく記録としてつけているブログは、思っていた以上に広く知られていることが伝わってくる。結婚式を挙げたいカップルだけではなく、同じ業界の人たちにも目に留めてもらっているようだ。

「だから社長が、柏さんをうちに呼んだって広まった時、プランナーみんなざわついてましたもん。すごい人が来る、って」

「えっ、すごいって、そんなことは全然……私はただ、この仕事が好きなだけだから」

　自分のことをすごいなんて思ったことは一度だってない。ただ単に、ウエディングプランナーというこの仕事が好きで、尽くしてきただけだ。

「この仕事が好きな気持ち、わかります。私も、好きだって気持ちだけでやってきたので……」

「園咲社長が、長谷川さんは優秀なプランナーだと、言っていました。一目置いているって」

　フォークにカルボナーラのパスタを巻き付けていた長谷川さんは、お皿の上に目を落としたまま、首を横に振る。

「そんなことはないです……。好きで始めた仕事のはずなのに、いつからか成績ばかりが気になるようになってしまって」

「成績……？」

「お客様を獲得することばかりに必死になって、楽しんでお客様に向き合おうという気持ちが、あの頃とは変わってしまったなって」

　笑ってごまかすような顔をしてみても、長谷川さんの表情はどこか寂しげ。

　好きで就いたウエディングプランナーの仕事だったのに、業界最大手の会社に入った長谷川さんには、楽しむだけではやっていけない現実があったのだと思う。

　周りのプランナーには負けられない。成績という数字で比べられる日々。

　自由にのびのびと、自分の思うままにやっていいと澄子叔母さんに背中を押してもらってきた私とは、環境がまるで違ったのだろう。

「だから、こんな風に弱音みたいなのを吐ける相手も、職場にはいなくて……。表面上は仲よくしているけど、実際はお互いライバル視していて、隙があれば蹴落とそうって思ってるんだと思うと、常に強気でいなくちゃならないっていうか」

　そこまでスラスラと言った長谷川さんは、「あ、すみません、愚痴を」とはにかみ、巻き付けたパスタを口に頬張った。

「それは、仕方ないことだと思います。あんな大きな会社のプランナーをしていれば、なおさら。楽しいだけじゃ、やれない部分もあるかと……。でも、お客様のことを考えている長谷川さんは、本当にこの仕事が好きなんだなって、私には見えました」

　さっき、演出の話をした時、長谷川さんはキラキラした目をして話を聞いてくれていた。この仕事が好きで、ワクワクして、楽しんでいるのがわかった。

「こうして出会ったのもなにかの縁ですし、職場の仲間には言いづらいこと、私でよければいつでも聞かせてください」

「柏さん……」

「え、あっ、長谷川さん？」

　感極まったように、長谷川さんの目から涙が溢れ出す。

　もともと、涙もろい人なのかもしれない。だけどそれ以上に、溜め込んできたものが大きかったのだろう。

「ありがとう」と何度も口にする長谷川さんに、私は笑顔で頷いた。

　それから私たちは二杯目のドリンクを頼み、互いに色々なことを語り合った。

　話しているうちに、長谷川さんとは偶然にも同じ歳だということがわかり、そこからはお互い敬語混じりだった会話が気が抜けたように自然と緩くなっていった。

「ブログの題名みたいに、のどちゃんって呼んでもいい？」と聞いてくれて、私も長谷川さんの下の名前、桃ももちゃんと呼ばせてもらうことにした。

「さっきから気になってたんだけど……もしかして、近々結婚の予定とか、あったりする？」

「えっ!?」

「だって、その左手のリング。エンゲージだよね？」

　さすがウエディングプランナー……目ざとい。

　急に落ち着かない気分になって、リングの上に右手を重ねる。

「ピンポーン、だ？　やっぱりなー。しかも、それ、日本じゃ買えないモデルと見た」

「さ、さすが……優秀なプランナー」

　ことごとく当てられてしまった私は、たじたじになりながら苦笑いを返す。

　桃ちゃんは「必死に勉強してますからね～」と、へへっと笑ってみせた。

「で、相手は？　そのリングから推測する限り、かなり身分の高い人と見た……え、もしかして外国人？」

「え、いや……外国人では……」

「えー、じゃあ、どんな相手？　御曹司とか、どっかの社長とか？　もしかして、うちの社長だったりして」

　どっきーんと心臓が跳ね上がった。まさかそんなに速攻で当てにこられると思ってもみなかった私は、あからさまに瞬きを忘れて静止してしまう。

　その様子を見た桃ちゃんは「……えっ!?」と目を丸くした。冗談交じりに言ってみたのに、まさか本当にそうだとは思わなかった、そんな反応だ。

「え、嘘……もしかして、えぇ!?」

「あ、あのね、これには色々と事情があってというか、なんというか……」

「社長が結婚するって噂は聞いてたけど、まさかのどちゃんが相手だったなんて……」

　慶太さんがお見合いをしていた話だろうか？　社員にまで話が広まっているなんて、お義母様は結構大々的に結婚相手を探していたのかもしれない。

　考えてみれば、その話も詳しくは知らないことなのだ。

「私は、お見合いとかではなくて……」

　そこまで言いかけて、政略結婚みたいなものだとは言いづらいことに気が付いた。ややこしいことを言うなら、お見合いということにしておけばよかったなんて後悔が生まれる。

「えっ、じゃあ、恋愛結婚!?」

「いや、そうとも違って……。私の叔母と園咲社長が知り合いで、それで、なんかそういう話になって、それでなんだけど……」

　余計分かりづらい話になってしまったかと思ったけれど、桃ちゃんはそこを追及してくることもなく、「紹介みたいな感じか」と処理してくれる。それよりも結婚するということへの興味が先行しているらしく、「で？」と続きを急かした。

「やっぱり広告塔になるの？」

「え……広告塔？」

「これも噂で聞いたんだけど、社長が結婚する時ね、自ら広告塔になってうちのＰＲするって。セールスプロモーション的な？」

「え、なにその話」

「なにも聞いてない？　じゃあ、やっぱり噂程度の信憑性のない話だったのかも……なんでも、専務がその話を進めてるとかって聞いたから」

　専務……慶太さんのお義母様だ。

　自社のＰＲのために息子の挙式を宣材に使う。

　桃ちゃんが聞いた話が本当なら、そういうことになる。

　でも、結婚をするにあたって慶太さんからそんな話は一切聞いていない。

　もしかしたら、お義母様が勝手に決めて、話を進めようとお見合いの話を次々と持ってきていたのかもしれない。

　だとしたら、その話は私と結婚するとなると、どうなってしまうのだろう……？

「ねぇねぇ、社長って、どんな人なの？」

　お義母様のことをぼんやりと考えていると、桃ちゃんの弾んだ声が聞こえた。

　ハッとして視点を合わせると、キラキラとした桃ちゃんの視線。

「え……どんな、人って？」

「だから、プライベートではどんな感じなのかなって。社内で見るのとはやっぱり違うのかとか、気になる」

「どんな感じ……か」

　そういえば私、慶太さんのこと、全然知らない……。

「のどちゃん？　あー、いきなりごめんね、突っ込んだことを。内緒にしたいこともあるもんね」

「ううん、そうじゃなくて……まだ、よく知らないというか。考えてみたら、なにが好きだとか嫌いとか、趣味だとか……なにも知らないなって思って」

　押し寄せるように進む現実に流されて、籍を入れようとしている相手のことなのに、なにも知らないことに気が付いた。

　恋愛結婚でも、お見合い結婚でもない、微妙な、なんともいえない結婚の形。

　お互いのことを知らないまま、このまま夫婦という関係になっていいのだろうか……。

「えー！　なんかそれ、いい！　新鮮！」

「え……し、新鮮!?」

「だって、お互いのことまだあんまり知らないなんて、ちょっと付き合い始めのカップルみたいなんだもん」

　付き合い始めの……カップル!?

「知り尽くして結婚するのは普通だけど、これから色々相手を知っていくって、まだまだドキドキできるじゃない？」

　そんな考えもしなかったことを言われ、急に意識をしたようにドキドキとしてきてしまう。

　それが顔に表れていたのか、桃ちゃんはクスクス笑って「かわいい」なんて冷やかしのようなことを呟いた。

「まっ、まぁ、そんな感じだから、私よりも桃ちゃんの方が慶太さんのこと知ってると思うよ……」

「え、それは会社でのってこと？」

「うん。逆に聞いちゃうけど、どんな感じなのかな？」

　質問を質問で返されたような状態にもかかわらず、桃ちゃんは「うーん」と唸りながら考える。そして、すぐに「ひと言で言えば……」と口を開いた。

「紳士で上品な人、かな。第一印象からそれは崩れてないかも」

「会社でもやっぱり、そうなんだ……」

「社員にも常に丁寧な話し方だしね。怒鳴ったりとか、怒ってるとことかも見たことない。穏やかで、心にゆとりがあるんだな～って感じかな」

　今のところ、私にもその印象は強い。自然と身についている上品な所作は、やろうとして演じているのではないと、接した人間なら感じ取れる。

「あの完璧な容姿に、あの立ち振る舞いでしょ？　女子社員の憧れっていうのは言うまでもなく……あー、でも、オーラがすごすぎて、誰も近寄れる感じじゃないから安心して！」

「それは、私も同じかも……別世界の人っていうか、一緒にいても緊張しちゃうし」

「えっ、のどちゃんもそうなの？」

　コクコクと頷いて同意をアピールする。

　私の顔が真剣だったからか、桃ちゃんは吹き出すようにして笑い始めた。

「えー、なにそれ、本当に？　結婚するのに、そういうもの？」

「そういうものだよ。結婚だって、未だによくわかってないし……」

「ちょっと、そんなすごいエンゲージもらっておいて、そんなこと言ってたら社長泣くよ～？」

　ころころと笑いながら、桃ちゃんは二杯目のロイヤルミルクティーが入るカップを両手に包み込む。

　確かに、桃ちゃんの言う通りだと思う自分もいる。

　そろそろちゃんと自覚して、せめて表向きだけでも婚約者で妻になるのだと、堂々としてなくちゃならないのだと思う。

「でも、興味あるなー。普段あんな感じの社長が、のどちゃんの前だとどんな風になるのかとか」

「えっ……!?」

「案外、キャラ違ったりする？　実は俺様だったり、強引な一面があるとかさ」

　今度は急にニヤリと笑って、「どうなのどうなの？」と追及してくる桃ちゃんの様子に、じんわりと顔面温度が上昇していく。

　不意に、この間ランチをした時にされた、濃厚なキスが脳裏にフラッシュバックしてきてしまった。

　あの時初めて見た、慶太さんの熱っぽい視線と、艶やかな色気。

　わかりやすいくらいに顔を赤くした自分に慌てる。

「ふっ、普通だよ、いつもの、あんな感じというか……」

　恋愛偏差値が低いせいで、女子間のそういった類のトークにも慣れていない私。

　明らかにおかしな反応を見せてしまうと、桃ちゃんは「ふ～ん……」と意味深な微笑を浮かべた。

「まぁまぁ、今日こうやって色々話すようになったばかりなのにいきなり突っ込んだこと聞くのもね！　これからじっくり聞かせてもらうよ」

「そんな、じっくりって……」

「ところでさ、挙式の予定は？　まだ具体的にはなってないの？」

「あー……うん。まだ、そこまで話は進んでなくて」

　挙式以前に、お義母様への挨拶だってまだ済んでいない。そこでもし、結婚を反対されることにでもなったら、また話は変わってくるかもしれないし……。

「そっか。でも、やっぱり式は Primary Stage の系列の式場で挙げるんでしょ？」

「うーん……きっと、そうなるよね。それか、挙げないとか……」

「えぇー！　挙げないなんてもったいない。うちで挙げてほしいな。その時は、プランナーに立候補したいし」

「もしそうなったら、私から桃ちゃんを指名させてもらうよ」

　にこりと笑ってそう言うと、桃ちゃんの表情はパッと明るくなる。

「絶対いい式にする！」とすでに気合い十分な調子で答えてくれた。










ふたりきりの婚前旅行




　キャリーケースに旅行用のボストンバッグをのせ、到着したタワーマンションのエントランスをひとり抜ける。コンシェルジュカウンターにはいつものふたりがいて、入ってきた私に「お帰りなさいませ」と挨拶をしてくれた。

　会釈を返し、ガラガラと荷物を引きながらエレベーターへと向かっていく。

　慶太さんから預かっていたカードキーを、スマホの手帳型ケースから取り出した。

　新居のインテリアが整ったから、必要なものがあれば運び入れてほしいと慶太さんから連絡があった。持ち出すものが多ければ人を手配すると言われたけれど、ひとりで持っていける量だからと遠慮をした。もちろん、それなら迎えに行くとも言われた。だけど、それも大丈夫だとお断りした。

　慶太さんは、無条件に私を甘やかしすぎていると思う。なにかと気にかけすぎるし、心配しすぎる。このままいけば、自分がダメな人間になってしまいそうだ。

　荷物ひとつ自分で運べないなんて、ダメダメ！

　やってきたエレベーターに乗り込み、以前教えてもらった方法でカードキーを使って三十八階を指定する。数十秒で到着したフロアを右手に折れ、部屋へと向かっていった。

　部屋の前までたどり着くと、確認するようにローマ字で書かれた表札を見遣る。

【SONOZAKI】というまだ自分の苗字ではない名を見つめながら、手にあるカードキーでドアを解錠した。

「お邪魔しま……じゃなかった。ただい――」

　独り言を呟きながらパンプスを脱いでいると、奥からクスッと笑う気配がする。

　顔を上げると、明るいグレーのスーツが目に入った。

　上着を脱いだスーツベストに、綺麗なパープルのネクタイを締めた慶太さんは今日も華やか。思わずぽーっと見惚れてしまう。

「ひとりでそんなに持ってきて。だから迎えに行くと言ったんだけど？」

　仕方なさそうに笑って玄関に出てきた慶太さんは、置いたキャリーケースを軽々持って中に運んでくれる。「これくらい、大丈夫です！」と答えながら、その後へと続いた。

　長い廊下を進み、奥のリビングへと入ると、思わず「わっ……」と声が漏れる。

　この間来た時はまだ殺風景だったリビングが、まるで違う場所のようだった。

　もともとあったソファーセットの下にはグレーの毛足の長いラグが敷かれ、壁面には巨大なテレビが掛けられている。床と同色の木製の飾り棚や、部屋の各所には観葉植物も飾られていて、広い空間がホッとするような雰囲気を醸し出していた。

　壁に掛けられた絵や、ディスプレイされた置物が、私が好きだと言ったナチュラルな仕上がりを演出している。

　インテリアデザイナーに依頼すると、こんなセンスのいい素敵な空間が出来上がるのかと感心してしまった。

「住まい、って感じになったかな？」

「は、はい……すごく、素敵です」

　部屋の中をぐるりと見渡す私に、慶太さんは「それはよかった」と微笑む。キャリーケースを再び持ち上げ、「こっちに来て」とリビング手前のひとつの部屋へと入っていった。

　その先は、私専用の部屋が作られていた。

　仕事に使えそうなデスクや、座面が生成りで木枠の落ち着きそうな北欧調のソファー。立派なドレッサーも置かれている。部屋の奥にもうひとつ扉があり、開けてみるとウォークインクローゼットになっていた。

　私の手持ちの衣類や小物類なら、こんなに広い収納スペース、持て余してしまうこと間違いなしだ。

　やっぱり眺望が素晴らしい窓には、淡いボタニカル柄のカーテンがつけられていた。

「のどかの希望を伝えたら、こんな風になったみたいだけど、気に入らないところがあれば教えてほしい。すぐに手直しを頼みたい」

「いえ！　すごく素敵で、逆に私にはもったいないくらいの部屋です……」

「それならよかった。他に必要なものがあればすぐに手配するから、言ってほしい」

「十分です。こんな風にしてくださって、ありがとうございます」

　それから、部屋のひとつひとつを慶太さんの案内で見ていった。

　慶太さんの書斎はリビングや私の部屋とは違い、モノトーン調のシックなインテリアになっていた。

　広い洗面室やバスルーム、キッチンも覗く。

　使いやすそうな明るいキッチンには最新の調理家電が用意され、作れないメニューはないといった感じだった。収納にきちっと入った食器はホワイトで統一され、カフェにありそうなアンバー色のガラス容器なんかも入っている。

　料理は澄子叔母さんに習ってはきたけれど、料理教室に通って今よりレベルアップをさせなくてはいけない気がする。

「あと、最後はこっち」

　どこを覗いてもモデルルームでも眺めているような洗練された住まいに、いつしか気持ちはワクワクと弾んでいた。

　ここで新たな生活を送っていくことになるのは、正直まだ実感が湧かないけれど、間違いなく素敵な時間を過ごしていけると確信が持てる。

　キッチンからリビングに出て、奥にあるドアを入ると、そこには寝室が広がっていた。リビングと同じく開放的なガラス窓があり、すっかり暗くなった窓の外には夜景が一望できる。

　初めて見る大きなベッドはダブルサイズ以上はあって、シルクなのか光沢があるグレーシルバーっぽいシーツが掛けられていた。

　ベッドサイドにある照明器具が、淡く並んだ枕を照らしている。

　この部屋で慶太さんと一緒に寝起きをするのかと想像すると、途端に心拍が激しく音を立てて動き出していた。

「寝室の雰囲気も、問題ないかな？」

　隣からそんな声をかけられて、一際ドキンと鼓動が打ち鳴る。それをごまかすように、明るく笑って「はい、問題ありません！」と答えていた。

　腕が触れそうなほど近くにいる彼から離れようと、部屋の奥へとひとり足を進める。

　すぐそばに近付くと、大きいと思っていたベッドはさらに巨大に見え、圧巻の眼差しを送ってしまっていた。

「寝心地がよさそうで、私、こんな広いベッドって、うわっ――」

　振り返りざま話しかけると、いつの間にか真後ろに慶太さんが迫っていた。

　緊張のあまりその気配にも気付いていなかった私は、必要以上に驚き、くっつきそうになった身体を反射的に仰け反らせる。その勢いで膝裏がベッドの縁に押される形になり、背中からダイブするようにして倒れ込んでしまっていた。

「あっ」と、とっさに手を差し伸べてくれた慶太さんの腕を掴んだことで、巻き添いにしてふたりの重さがベッドを弾ませる。

　衝撃に瞑った目を開くと、目前に綺麗な黒髪が見えていた。慶太さんが覆い被さっている状況に、乱れていた心音は壊れたようにさらに音を増していく。

　上手い具合に私に体重をかけないように倒れてくれた慶太さんは、両手をベッドについて顔を上げた。

「すっ、すみません」

　見下ろされるような状態に耐えきれず謝り、肘をついて身体を起こそうとする。

　けれど、浮かしかけた肩に慶太さんの手が触れて、押されるようにして再びシーツに身体が沈み込んでいた。

　見開いた目に、じっと私を見つめる慶太さんの真剣な表情が映し出される。

　外にまで音が漏れているような錯覚を起こすほど、鼓動が早鐘を打つ。

　目を逸らせないでいる私を見下ろす慶太さんは、その口元にうっすらと笑みを浮かべた。

「早速、寝心地確かめた感じだ？　のどかって、案外行動的だったんだね」

「えっ……あ、いや、そういう、わけでは……」

　おもしろがるような言葉を並べながらも、慶太さんの指が乱れた私の前髪に触れてくる。ピクッと身体を震わせると、慶太さんは口元の笑みを意味深に深めた。

「ふたりの大事なベッドだからね……いいものを入れてもらうようにお願いしたんだ」

　そんな言い方をされると、心臓が爆発しそうになってしまう。

　困って黙りこくる私をフッと笑うと、微かに傾いた端整な顔が近付いた。唇を柔らかな感触が包み込み、再びピクッと肩が震える。

　大きな手が頬を撫で、優しい口づけは角度を変えて続けられた。

　キスの最中に上手く息継ぎができない私は、少し唇が離れると「ぷはっ」と不慣れがわかる息を漏らす。

　耳元に近付いた慶太さんの唇から、クスッと私を笑う気配を感じた。

「慶太、さん……」

　耳朶に口づけ、その唇が首筋を伝うと、熱が身体を駆け巡り出す。

　頬に添えられていた手が肩に下り、腕を伝っていくと、ウエストのあたりでトップスの裾を弄いじるようにして素肌に慶太さんの指先を感じた。

「あっ、あのっ」

　戸惑う私の声を耳にしながらも、侵入してきた温かい手は止まらない。

　遅かれ早かれ、いずれ慶太さんとこうなるのは決まっていること。婚約をし、結婚をする相手なのだ。

　でも、私は……。

　胸元に触れられ、思わず身体をよじった時、「あのっ、私っ」と思いきって声をあげた。

　上擦ったような私の声音に、首元に顔を埋めていた慶太さんは顔を上げ、じっと目を見つめてくる。その眼差しが熱く色めいていて、暴走する心臓が今度はぎゅっと掴まれて止まってしまったようだった。

「……は、初めてなんです。なので……」

　その先はなんと言えばいいのだろう。

　そんなことに思いを巡らせていると、いきなり慶太さんの腕が私の身体を抱きしめた。両手で優しく、包み込むような腕の力。

　戸惑いながら目を合わせた慶太さんは、どこか弱ったように目尻を下げて笑みを浮かべていた。

「ごめん……初めてなんて、知らなくて」

「いえ……」

　拒んだつもりで声をあげたわけではない。だけど、慶太さんは私を抱きしめたままその腕に力を込める。そして、また「ごめん」と呟くように口にした。

「あんまりかわいいから、止まらなくなりそうになった」

「あ、違うんです、嫌とか、そういうことではなくて……」

「いや……だったら、こんな流れみたいに大事な初めてをもらいたくない」

　気遣う言葉をかけてくれてはいるけれど、二十代後半にもなって経験がないのかと、内心驚かれているかもしれない。いや、むしろ引くレベルなのかも……。

　そんな心配が胸の中を覆い尽くしていく中、抱きしめた腕を解いた慶太さんは私の横に仰向けになる。

　放り出した手を握られ、しばらく無言でふたりして高い天井を眺めていた。

「あの、慶太さん……」

「……ん？」

「私……もっと、色々……慶太さんのことが、知りたいです」

　桃ちゃんと話した、あの時のことを思い出していた。

　突然決まってしまった慶太さんとの結婚。だから、私は彼のことをよく知らないままだ。

　穏やかで余裕があって、優しい人だというのは、知り合って接した僅かな時間でわかってきた。

　だけど、趣味はなんだとか、好きな食べ物や嫌いな食べ物、休日はなにをして過ごしているのかとか、まったくわからない。私の好きなものが嫌いだったり、その逆だとか、もしかしたら意外な趣味があるかもしれない。

　自分から歩み寄っていかなくては、相手のことを知るなんてできないと思う。

「俺のことを、知りたい……？」

　慶太さんの声は、どこか不思議そうだった。思いがけないことを言われた、そんな様子だ。

「はい……そう、思ってます」

「それは、嬉しいな。のどかが、俺のことに興味を持ってくれるなんて」

　繋いでいる手を解いた慶太さんは、指を交互に絡ませて私の手を握り直す。

　そろりと顔を向けると、その横顔にほんのり笑みを浮かべていた。

「どこか、ふたりで旅行にでも行こうか？」

「え……旅行、ですか？」

「休みを合わせて、どうかな？　急だから何日もはスケジュール的に厳しいけど、のどかは行きたいところある？」

「それなら、熱あた海みに行きたいです！」

　どこか行きたいところはないかと聞かれて即答していた。

　なぜなら、熱海はずっと行きたいと思っていた場所だから。いつか時間を作って……と思いながらも、なかなかその機会は訪れず、叶わなかったのだ。

「熱海、か……」

「……あっ、他に行きたいところがあったなら、別にそっちでも――」

「いや、行こう」

　慶太さんは横から私を抱き寄せると、耳元で「熱海で決まり」と囁くように言ってくれる。神原さんに仕事の予定を確認してもらうと言って、ベッドから起き上がった。




　お互いのスケジュールを照らし合わせて、休みが取れたのは五月の大型連休が明けた翌週の平日だった。

　といっても二日間が限界で、熱海へは一泊二日の旅行ということになった。

　時間は僅かだからと、慶太さんは朝九時を回った時間に私を迎えに来てくれた。

　ゴールデンウィーク中は半袖でも過ごせるような暖かい日もあり、この二日間も予報では天気にも恵まれそうな予感。

　服装は散々悩んだ挙句、カジュアルな装いに落ち着いた。

　春っぽい大花柄のフレアスカートに、羽織りは肩落ちデニムジャケット。たくさん歩くことを考えてヒールはやめ、白いキャンバス地のスニーカーを履いてきた。膝丈のスカートに合わせてハイカットのものにし、バランスよく見えるようにコーデした。

　車から降りてきた慶太さんは、私を見るなりにこりと笑って「かわいい」と言ってくれる。上から下までじっくり見るものだから、無性に恥ずかしくなってしまった。

　そんな慶太さんは、綺麗なブルーの薄手のＶネックニットに、細身のブラックデニムというシンプルな装い。でも、三首を出した着こなしは小慣れていて、オシャレで素敵だった。

　素材がいいから、なにを着ても着こなせるし、カッコいいわけなんだろうけど……。

「熱海は、行かれたことありますか？」

「うん、もちろん、あるよ。言ってなかったけど、熱海に別荘を持ってるんだ」

「えっ、別荘ですか……」

　観光地に別荘を持っているなんて、さすが大企業の社長。やっぱり一般人とは住む世界が違う。

「今日はそこに泊まろうと思っているんだけど、いいかな？」

「あっ、はい！」

　大型連休明けの高速道路は目立った渋滞もなく、車はスムーズに目的の伊い豆ず方面に向かっていく。やがて、窓の外には相模湾が見えてきて、海沿いの道に出ると自然と気分がワクワクし始めた。

「慶太さん、あの、ありがとうございます」

　運転をする慶太さんを目に、唐突に声をかける。

　慶太さんは不思議そうに横の私をチラリと見遣った。

「熱海に、行きたいと言ったことです。どこか行きたいところと聞かれて私、即答しちゃってましたし……」

　そう言うと、慶太さんは、「構わないよ」と言ったきり口を閉ざす。

　私がその先の言葉を出し渋っているのを、まるで感じ取っているかのように静かに沈黙を守っていた。

「亡くなった両親が……よく、熱海に旅行に来ていたらしいんです」

　澄子叔母さんに聞いた話だった。

　結婚する前もしてからも、お父さんとお母さんはよく熱海に旅行をしていたと。旅行といえば熱海で、ふたりの定番だったという。

「亡くなったのも……ふたりで行った熱海旅行の帰りに、車の事故を起こしてで……」

　私が、四歳の時だった。結婚して五周年だったふたりは、澄子叔母さんに私を預け、夫婦水入らず熱海へ一泊旅行に出かけたという。その帰りに対向車との衝突事故を起こし、ふたり揃って帰らぬ人となった。

　当初、その旅行には私も連れて家族三人で行く予定だった。だけど、それをたまたま澄子叔母さんが『のどかの面倒はみるから、たまには夫婦ふたりの時間を作りなさい』と勧めたそうだ。

　結果、澄子叔母さんのもとにいた私は事故に巻き込まれることはなかった。

「……だから、熱海に？」

「はい……両親が好きだった地を訪れてみたいって、ずっと思ってて」

「そっか……」

　話の流れから、車内の空気がどんよりと重苦しくなっていた。

　慶太さんの声を最後に沈黙が流れ出し、無意識に「ごめんなさい」と謝る。

「なんか暗くしてしまいましたよね。せっかくの旅行なのに、すみません……」

「謝ることはないよ。だって、お互いのこと知るための旅行って目的で来てるんでしょ？」

「それは、はい……」

「だったら、しちゃいけない話なんてひとつもない。俺も、のどかの話をたくさん聞きたいから」

　フロントガラスの先を見つめる横顔には、穏やかな笑みが滲んでいた。

　私の視線に気付くと、ハンドルを握る慶太さんの片方の手が、スカートの上にある手に重なる。優しい力で握り取られて、トクトクと鼓動が速まった。

　そんな風に受け止めてもらって、ホッと気持ちが落ち着いていく。私と同じように、慶太さんが私のことを知りたいと思ってくれていることが単純に嬉しかった。

「ありがとうございます……嬉しい」

「こちらこそ。大事な話を聞かせてくれて、嬉しいよ」

「あ、あの、熱海に別荘というのは、よく出かけられるということですか？」

「ああ、たまにね。休暇が取れて、海でも見ようかと気が向いた時に。もともと、父の所有してた場所で、譲り受けたんだ」

「じゃあ、熱海の観光地なんかは……」

　きっと詳しいはず！と期待を込めて聞きかけると、慶太さんはこちらをチラリと見て苦笑し、首を横に振る。

「それが、残念ながらよく知らないんだ。来ても、とんぼ返りみたいな感じだから」

　それから付け加えるように「それに、ひとりで観光地巡りは寂しすぎるでしょ」と言った。

「だけど、ちょっと勉強してきたから、のどかの行きたいところに行ってみよう」

「はい！」

　せっかくなら慶太さんにも楽しんでほしい。

　限られた時間でどこに行こうかと、早速、スマホで熱海の観光地を検索し始めた。




　高速道路を降りて海岸線の道に出ると、車は伊豆半島を下っていく。熱海ビーチラインという有料道路に入り、いよいよ目的地が近付いてくるのを感じ取った。

「熱海も、昔は観光地として賑わっていたけど、今はすっかり寂れた感じみたいだよ」

「そうなんですか？」

「のどかのご両親が訪れていた頃は、ちょうど流行っていた時代だろうな。ここ何年かは旅館も閉めるところが相次いでいるし、観光地にしては寂しい感じの風景も見受けられるから」

　緩やかな曲線を描く海岸線を運転しながら「そろそろ見えるよ」と慶太さんが言うと、半島の先に現れたのは海沿いの街といった風景だった。海を囲うように多くの建物が並び、それは海岸からその背後にある山沿いにまで連なる。

　思っていたより栄えている観光地だと目に映ったけれど、近付いてみると慶太さんの教えてくれた通り、建物だけを残し営業していない宿が何軒も見受けられた。

「さて、どちらに行ってみましょうか？」

　窓の外に流れる景色を眺めていると、慶太さんが声をかけてくる。

　ハッとして検索途中だった手元のスマホに目を落とし、「えーっと……」と画面をスクロールした。

「じゃあ……とりあえず、熱あた海み城じょうで！」

　そう言うと、慶太さんは予想外なことでも耳にしたように一瞬目を丸くした。

「意外だな、熱海城ときたか」

「えっ？　変ですか？」

「いや、変とかではないよ」

　とは言いつつ、慶太さんはクスクスと笑いをくすぶらせている。「ただ、渋いとこきたなーと思って」と、やっぱり私の発言を笑っていた。

「熱海といえば、やっぱり熱海城なのかなって思ったんですけど……」

「まぁ、昔からあるしね。じゃあ、行ってみようか」

　もしかして初っ端からセンスのない希望を出してしまったのだろうか……？

　そんな不安に駆られながらも、車はビーチ通りを抜け、山沿いの道に入っていく。

　トンネルを抜けてしばらくすると、目的の熱海城の駐車場へとたどり着いた。お城の下に駐車場があり、車を降りると目の前にどんと石垣がそびえる。

　ドアを開けてくれた慶太さんの横に立ち、「城だ……」と見上げていた。

「でものどか、知ってる？　熱海城って歴史的建造物じゃないんだよ」

「えっ!?　そ、そうなんですか？」

「城郭は歴史的に実在したものじゃないんだ。城風に造られた観光施設ってとこ」

「し、知らなかった……。熱海城ってお城があるものとばかり……」

　衝撃的事実に唖然とする私を見て、慶太さんはクスッと笑う。城を前に立ち尽くす私の手を取り、「行ってみよう」と引き寄せた。

「だからさっき、熱海城って提案した時、微妙な反応してたんですか？」

「え？　微妙な反応してた？」

　さっきと同様、慶太さんはなにかおかしそうに笑う。その様子につい頬を膨らませた私を、彼は「ごめんごめん」と繋いだ手を離して腰を引き寄せる。

　下から見上げる形で目が合うと、「拗すねた顔もかわいいね」と微笑まれた。

「いや、単に意外だっただけだよ。のどかのことだから、美術館とか、海の見えるカフェだとか、オシャレなところに行きたいって言うかと思ったから」

　男性と出かけるなら、普通の女子は雰囲気とかを重視して、そういう提案をするのかもしれない。

　今まで、慶太さんが出会ってきた女性たちは、みんなそうだったのかな……？　私みたいな色気のないことを言う人は、きっといなかったよね……。

　それにしても、慶太さんは私を美化しすぎだ。私は、そんな女子力高くなんてないし……。

「だから、変化球がきたって感じかな？」

「変化球……すみません……」

「どうして謝るの？」

「だって……」

　なんともいえない気持ちになって黙り込んでしまう。すると、慶太さんは不意に私のこめかみに軽く口づけを落とした。

　驚いて顔を上げると、私の微妙な気持ちをすべて見透かしたかのように、柔らかく微笑まれてしまった。

「そんな顔しないで。言っちゃえば、内容はなんだっていいんだ」

「……？」

「のどかと一緒に過ごせることに意味があるから、どこに行っても俺は楽しいんだよ」

　極上の笑みを目に、頬が熱くなるのを感じた。

「だから、変化球も大歓迎」と、慶太さんは私の沈みかけた気分を救ってくれる。

　鼓動が速まるのを感じながら、言われた言葉が自分の欲しかったものだということに気付いていた。

「慶太さんって、私の心の中を読めているみたいです……。私のかけてもらいたい言葉をかけてくれる」

「それはしょうがないね、のどかのことが好きなんだから」

　こういうことをサラリと口にしてしまうから、こっちは心臓がいくつあっても足りない。決して狙って言っているわけではないと思うけど……。

　ドキドキを知ってか知らずか、慶太さんは視線を落とす私の顔を覗き込んでくる。

　つい照れて「見ないでください！」と言うと、フッと笑われてしまった。




　熱海城からの絶景を堪能した後、車を出した慶太さんが連れていってくれた先は、海辺の断崖に造られた絶景カフェだった。

　色とりどりの薔薇が咲き乱れる西洋風ガーデンのかわいい入り口を抜けると、レンガ造りの階段が下るように続く。その先には断崖からせり出すような形で店舗となっていて、中に入るとガラス張りの店内が広がった。

「いらっしゃいませ」と迎えてくれた黒服の男性店員は、奥の席へと案内してくれる。

　通されたのは、海を望む窓に面した席だった。ガラス窓に向かって並んだグレイッシュブラウンのベルベットソファは、英国を思わせるクラシックなもので、いい雰囲気を出している。

　黒服の店員が革表紙のメニューを置き、頭を下げて去っていった。

　メニューを見るより、目の前に広がる広大な相模湾に釘付けになっていると、慶太さんが「なににする？」とメニューを差し出してくれる。

「ちょうどお昼時だし、ランチって感じかな……お腹は空いた？」

「あ、はい……」

　メニューに並んでいる料理やスイーツは、見た目も内容もどれもがオシャレだ。

　オススメなのだろうか、伊い勢せエビのカレーやシーフードパスタは美しい盛り付けで目を引く。食用のピンクや紫の花なんかがのっているから驚きだ。

　どちらも美味しそうだねという話になり、カレーとパスタをひとつずつオーダーする。一緒に頼んだハーブティーが先に運ばれてきて、食事前にお茶を楽しむことになった。

　窓の外に目を向け、流れる沈黙をやり過ごす。

　会話が途切れてしまうと、自分から話題を出すことがなかなかできない。鼓動が高鳴ってきて、余計になにも思い浮かばなくなるのだ。

　普段、仕事でも男性と話す機会は多くある。お客様であったり、取引先の業者だったり、サービス業なのだから会話は日常的なことだ。そういった場面で話すことに難しさを感じることは特にない。相手の目を見ても話せる。

　だけど、慶太さんとはそうはいかない。言葉をやたら慎重に選んでしまうし、どんなことを話していいのかと困ったりしてしまうのだ。なにより、鼓動が勝手に速まり、暴走し始める。

　出会ったばかりの頃はまだ、今より普通に話せていた気がする。それなのに、日が経つにつれ、会う回数を重ねていくにつれ、緊張を高めてしまうようになっている。

　ティーカップに口をつけながら、隣に並んで掛ける慶太さんを盗み見る。

　同じようにカップを手にガラス窓の向こうを見る横顔は、いつ見ても美麗で涼しげ。

　こんな素敵な人が、どうして私に〝落ちた〟なんてこと言うのだろう……？

「……ん？」

「あっ！」

　ぼんやりと視線を送っていると、それに気付いた慶太さんの顔が急にこちらを向き、あからさまに驚いた反応を見せてしまった。

　ビクリと肩を震わせた私を見て、慶太さんは「どうかした？」と微笑む。

　見ておきながら『なんでもないです』と言うのも気が引けて、「あの……」と話を切り出した。

「私の……どこを気に入ってくれたんですか？」

　慶太さんは一瞬面食らったように表情を止めると、フッと気が抜けたように目尻を下げる。そして、なにがおかしいのかクスクスと笑い始めた。

　こっちとしてはそれなりに大真面目な質問だ。笑いを取ろうとしたつもりはまったくない。

「黙ってると思ったら、そんなこと考えてたんだ？」

「そんなことって……だって、今までずっと不思議で。慶太さんに聞いても、私の納得できるような明確な回答ってもらえてないというか……」

「明確な回答、か……。いいよ、じゃあひとつずつ、全部教えてあげる」

　にこりと端整な顔に笑みを浮かべて、慶太さんは手に持っていたカップをソーサーへと戻す。そして、身体ごと私の方を向いた。

「この、綺麗で触り心地のいい長い髪」

「えっ……」

「透き通った白い肌に、睫毛の長い大きな目……それから、かわいらしい鼻と甘い唇」

　口にしながら、確かめるように慶太さんの指先がその部分に触れていく。

　なぞられた箇所から熱が広がるように、頬や耳が熱くなっていき、どこを見たらいいのかわからなくなる。

「細い指の小さな手と、抱き心地のいい――」

「あ、あのっ、そんなことは！」

　聞くに堪えなくなってストップをかけてしまう。

　ふふっと笑った慶太さんの指が離れていったタイミングで、「お待たせいたしました」と注文した料理が運ばれてきた。

　髪はストレートで綺麗と言われたことはあるけど、それはカラーしたりパーマをかけたりしたことがなく、洒落っ気がないから傷んでないだけのこと。肌が白いのだってインドア派だからだし、目は二重だけど大きいなんて言われるような立派なものではなくて、抱き心地がいいってのはお肉がついてるからって話じゃ……。

「食べないの？」

「えっ、あ、はいっ、いただきます……」

「のどかのパスタ、ピンクの花がのっててかわいい」

　恥ずかしくて混乱しているのは私だけのようで、慶太さんは切り替わったように並んだ料理に目を向けている。

「慶太さんのにも、黄色の花が……」

　上品に盛られたライスの上には、殻付きの伊勢エビやホタテ、揚げたナスやヤングコーンなどの野菜、さらにハーブと花がのっている。ルーは別に運ばれてきていて、自分でかけるようだ。

　慶太さんは「じゃあ、これものせてあげる」と、黄色の花を摘まみ取り、私のピンクの花の横に添えてくれた。

「ありがとうございます」

「まだまだあるよ……。仕事が好きで、一生懸命なところ。家族を大切にしているところ――」

　グレイビーボートに入ったカレーを丁寧にすくいながら、さっきの続きを再開した慶太さんの声はなんとも楽しげ。私はスプーンとフォークを手にしたまま、次々と出てくる慶太さんの言葉に口をパクパクとさせる。

　どこで話を止めていいものか、タイミングを掴めない状態だ。

「……って、挙げたらいつまでも話してそうだな、俺」

「もっ、もういいです！」

　自分から聞いておいてこの言い方もないけど、これ以上は恥ずかしすぎて顔から火が噴き出しそうだ。

　困って無駄にパスタをフォークに巻き付けてぐるぐると回していると、慶太さんは「でも……」と一転して真面目な調子の声を出した。

「どこが好きとか、なにが好きとかじゃないかな」

「……？」

「理屈抜きで、落ちてしまったんだから」

　とどめを刺されてしまった。

　終息していく話題に、上がった心拍を落ち着かせようとしていた矢先のこれだ。

　落ち着かせるどころか、さっきよりも脈は乱れる。

「本当に、会うたびにどんどん愛しさは増すばかりで、正直、ちょっと自分が怖い……。結婚して、今より一緒にいられるようになったら、のどかなしでは生きていけなくなりそうで」

　自嘲的な笑みを浮かべ、「こんな重い男じゃなかったはずなんだけどな」と慶太さんは呟く。そして、急に切り替えたようにカレーをのせたスプーンを私の口元に差し出してきた。

「一口目はのどかにあげる」

「あっ、はい、ありがとう、ございます……」

　男の人に〝あーん〟と口を開けるのは恥ずかしい行為だけど、それまでのことの方が遥かに上回っていて、食べることで動揺をごまかせるのは都合がよかった。




　ランチの後は、車で熱海市街へ戻り、観光地として人気のスポットをぶらぶらと歩いた。熱海駅周辺の商店街は観光客に人気のお土産屋が軒を連ね、人通りも多くそれなりに賑わっていた。

　明るかった空が赤みがかってきた午後五時過ぎ。

　駅周辺から海岸通りまで下りていき、有名なお宮の松の像をチラリと眺めた。

　せっかくだからビーチに出てみようということになり、砂浜に降り立つ。

　足が沈む感覚に、慶太さんは繋いでいた手をよりしっかり繋ぎ直してくれた。

「すみません」と口にしつつ、スニーカーで来てよかったと安堵する。

　海開き前のビーチは、散歩をする人々があちこちに見受けられた。夏になれば、多くの海水浴客で賑わうのかもしれない。

「大丈夫？」

　靴の中に砂が入らないように気にしていると、慶太さんの声が降ってくる。

「大丈夫です」と答えながら見上げた慶太さんは、いつもよりさらに背が高く感じられた。普段、五センチほどのヒールを履いていても見上げてしまうから、高さのないスニーカーを履いている今日はなおさらだ。

　砂浜に座り込んでいる女の子のグループのそばを通りかかると、彼女たちの視線がチラチラと向けられるのを感じる。ひそひそとなにかを話してはこちらを見る様子に、慶太さんのことを噂しているのはすぐにわかった。

　今日はどこに行ってもそんな視線をたびたび感じ取っていた。

　慶太さんを見て、目で追ってしまうのはよくわかる。このレベルの容姿の男性は、そうそうお目にかかれない。出会えば目を奪われる女子が大半のはずだ。

　そんな彼が連れている女が私だということに、誰もが疑問に思うに違いない。

　それを思うと、堂々と慶太さんの横にいることはなかなか勇気がいる。

「そういえば、のどかって趣味とかあるの？」

　突然そう聞いてきた慶太さんは、お見合いっぽいことを聞いているけど、と自分を笑いながら、わざと「ご趣味は？」とふざけてみせる。

「趣味、ですか……え、なんだろう……？　休みの日は、読書とか、思いつきで料理とか……趣味というかわからないですけど」

「へぇ……大人しい感じだね。インドア派なんだ？」

「そうですね、どちらかというと。確実に運動不足だと思います」

　自分の運動不足については結構深刻に捉えていて、最近ちょうど、家でもできるヨガあたりから身体を動かしてみようと専門書を購入したばかりだった。

「慶太さんは？　趣味ありますか？」

　お返しに聞き返してみると、私同様「うーん……」と微妙な反応が返ってきた。

　私ですら仕事に追われて、趣味という趣味を楽しむ時間を見つけるのは難しい。大手企業の代表という立場の慶太さんは、そんなの比じゃないはずだ。休みといってもなんだかんだ仕事に費やしているのかもしれない。

「趣味か……最近はこれといって話せるようなことはないんだよな、筋トレくらいかもしれない」

　そう言った慶太さんは、見上げる私に向かって柔らかい笑みを見せる。

「筋トレ、ですか……」

　意外な回答が返ってきた、という感じだった。普段見ているスーツ姿や、今の私服の姿でも、慶太さんにムキムキなところは感じ取れない。

「学生の頃は色々やってたんだけどね、今は、なかなかまとまった時間が取れなくて」

「そうですよね……お忙しいですよね」

「でも結婚したら、のどかと過ごせる時間を多く取れるように努力するから」

　慶太さんの顔にふわりと柔らかな笑みが舞い降りる。

　知り合ってから時折見せてくれるこの笑顔は、私の鼓動を毎度ドキッと跳ね上がらせる。

　でもいつからか、緊張の胸の高鳴りだけではないものを感じるようにもなっている。

　優しくて、温かくて、どこかホッとさせられる。

　こんな笑顔を向けてもらえることが単純に嬉しかった。

「ありがとうございます……でも、あまり無理はしないでください」

「いや、多少の無理は覚悟しないと。一分一秒でものどかのそばにいられるようにね」

　そう言った慶太さんは繋いだ私の手を引き寄せると、背を縮めて頬にキスを落とす。

　突然のことに「ひゃっ」と変な声が出てしまい、慶太さんはフッと悪戯に口角を上げた。




　それから料亭で夕食を取った私たちは、午後八時前に別荘に向かった。

　慶太さんの所有する別荘は、緑豊かな高台に位置する静かな場所にあった。周辺には高級そうな旅館や会員制のホテル、同じような別荘が建ち並ぶ。

　その中でも存在感を放つ近代的な建物は二階建てで、二階から海に向かって大きなバルコニーが延びている。頻繁に訪れることができないため、ハウスキーパーに管理を任せているそうで、とても綺麗に保たれていた。

　いざ別荘に到着してしまうと、それまでになかった鼓動の高鳴りに全身が包まれた。

　今日はこれから、一晩慶太さんと一緒に過ごす。

　それがどういうことかなんて、そういう方面に疎うとい私だってさすがに察しはつく。

　今日がこれまでの関係から一歩進む日になるのだろうと思うと、落ち着いてなんかいられなかった。

　緊張に包まれる私に気付いたのか、慶太さんは到着してすぐ「ここ、温泉に入れるんだよ」とリラックスできる話題を出してくれた。

　宿でもないのに温泉に入れる？

　思いもしなかったその情報に、私は「本当ですか!?」と歓喜の声をあげていた。

　順番にお風呂に入ることになり、まずは私から立派な檜ひのき風呂の温泉を堪能させてもらう。

　私と入れ替わりで慶太さんが入浴している間、広いリビングダイニングでひとり緊張と不安でそわそわとしていた。

　慶太さんが次に顔を出したら、その後はどういう展開が待っているのだろう。

　この間、経験がないと打ち明けた私に、慶太さんは無理強いしなかった。大切な初めてを、流れに任せて奪いたくないとも言ってくれた。

　だから今夜はきっと、一線を越えることになる。

　心の準備をしなくてはいけないと思いながらも、暴走する妄想に振り回されっぱなしだった。

　そんな中、いよいよ慶太さんが戻ってきてしまい、まともに顔を見ることもできなくなっていた。

　温泉で解してきた緊張が、ふたりきりの空間で再燃していくのを感じていると、慶太さんが「お酒でも飲もうか」と提案してくれる。

　少し酔ったくらいが落ち着かない気持ちも楽になると思い、ワインをいただくことにした。

「わぁ……いい眺め……」

　ワイングラスを手にふたりでバルコニーへと出ると、遠く闇にのまれた海の先を見つめる。

　広いバルコニーからは、ネオンが滲む熱海の街と海の絶景が広がっていた。

「日が昇ると、またいい眺めなんでしょうね」

「朝焼けが綺麗だよ、日の出が見られると」

　時折そよいでくる風が、慶太さんの艶のある髪をサラサラと揺らす。

　普段はきちんとワックスでセットされているから、入浴後のオフモードの姿は不意打ちで私をドキリとさせた。

「日の出、せっかくだから見たいです」

「じゃあ、早起きしなくちゃだね。できる？　結構飲んでるけど」

　いつの間にか横から慶太さんに見つめられていた。

　目が合うと、どこか意地悪っぽい目をしてにこりと微笑まれてしまう。

　確かに、緊張を和らげようといつもより速いペースでお酒が進んでいる。心なしか、身体もふわふわとした感じがするかも。

「大丈夫です。まだいけます」

　私の返答が予想外だったのか、慶太さんはクスッと微かに笑う。そして、そばに置いておいたワインボトルを手に取り、空けた私のグラスにワインを注いでくれた。

「今日は、連れてきてくれて、ありがとうございました。すごく、楽しかったです」

　出かけるまでは、長時間一緒にいることに不安ばかりが募っていた。

　ちゃんと会話は続くだろうか、とか、粗相をしないだろうか、とか、頭の中を心配がぐるぐるしていた。

　だけど、そんな心配をよそに、時間はあっという間に過ぎていた。

　一日中楽しくて笑っていたし、もっと時間があったらと思う瞬間が何度もあった。

「こちらこそ、一緒に来てくれてありがとう」

　穏やかな声と共に、大きな手が私の頭の上にのる。髪を指で梳くようにして頭を撫でながら、慶太さんはじっと私の目を見つめていた。

「今日一日、本当に楽しかった。時間が過ぎるのが、あっという間だった」

　慶太さんが私と同じことを思っていたことに、つい目を丸くしてしまった。

　そんな私の反応に、慶太さんは「ん？」と小首を傾げる。その様子に、私は「ぷはっ」と吹き出すように笑ってしまっていた。

「私も、同じこと思ってたから、なんか、嬉しくて」

　クスクスと笑っていると、慶太さんの顔が近付く。

　あっと思った時には唇が触れ合っていて、目を開いたまま静止していた。

　軽く重なった唇はすぐに離れ、慶太さんは至近距離で私の顔をまじまじと見つめる。

「今日は、たくさん笑ってる顔見せてくれたけど、今のが一番いい笑顔だった」

　鼓動が激しく高鳴っていく。

　甘く囁くように「のどか」と慶太さんの声が私を呼ぶと、身体の芯がキュンとした。

「慶太、さん……」

　再び接近した唇が触れるか触れないかのところで、慶太さんは「好きだよ」と口にする。その吐息にすら胸がときめいて、キュンと心臓が掴まれたように震えた。

　応えるように目を閉じ、そっと包み込むような唇の感触を受け止める。

　慶太さんはキスをしながら、器用に私の手からグラスを抜き取る。それをそばに置き、すぐに両手で私を抱き寄せた。

　優しいキスにますます鼓動の高鳴りを感じながら、遠慮がちに慶太さんの背に腕を回す。

　広い背中に触れた途端、それに反応したように口づけは深くなっていき、熱い舌が唇を割った。

　飲みすぎたワインのせいなのか、巧みなキスのせいなのか、膝から力が抜けていきそうになる。

　思わずぎゅっとしがみつくように手に力を入れると、唇を解放した慶太さんが崩れ落ちそうな私をしっかりと抱き直してくれた。

　息を乱しながら「ごめんなさい」と口にする。

「湯冷めしちゃうね」

　少し風が出てきたバルコニーから、慶太さんは私の肩を抱いて部屋の中へと戻っていく。

　ふわふわとした足取りで、「慶太さん」と声をかけた。

「あの……見せたいものが、あるんです」

「見せたいもの？」

　旅行に行くことが決まった後、以前預かっていた婚姻届に記入した。

　慶太さんとの時間を過ごして、今より少しでも彼を知ることができたら、旅行先で書いた書類を見せたいと持ってきていた。

　荷物が置いてある二階の広い寝室まで慶太さんに連れていってもらうと、バッグにしまってきた婚姻届を手に取る。

　ベッドの縁に腰を掛けた慶太さんへそろそろと近付き、「これ……」と差し出した。

「今日、慶太さんのことをたくさん知ることができたら、渡そうと思って」

　手渡された書類を開き、慶太さんはじっと紙面を見つめる。穴が空くんじゃないかと思えるような真剣な眼差しをしばらく送ると、丁寧に元通りに紙を折りたたんだ。

「ありがとう」

　しんと静かな部屋の中、慶太さんはお礼の言葉で沈黙を破った。目の前に立つ私へと両手を伸ばし、そっと両腕を掴む。

　さっきから足元の覚束ない私はちょっとの力でもよろけ、手を引かれるまま慶太さんの膝の上に座ってしまっていた。

「あっ」と戸惑う私の反応も気にせず、慶太さんは私を両手で包み込む。そのまま私の首元に顔を埋め、深く息を吐き出していた。

「……なんか、ホッとした」

「え……？」

　慶太さんがなんのことを言っているのかよくわかってない私は、腕の中で続きの言葉をじっと待つ。

　フッと笑って顔を上げた慶太さんは、近距離で私へと微笑んだ。

「いや……もしかして、やっぱり無理ですって、返されるかもしれないって思ってた」

　慶太さんほどの人が、そんな自信のないことを思っていたなんて考えてもみなかった。私が書いて渡してくるのを、疑うことなく堂々と待っているものとばかり思っていたのに。

「慶太さんがそんなこと言うなんて、意外です……自信満々で、待っていると思ってたから……」

　私からの返答に、慶太さんは目尻を下げて「そんなことない」と言う。

　その返事を裏付けるように、慶太さんの表情にいつもの余裕は見られなかった。

「のどかのことになると、普段通りの自分じゃいられなくなる」

　慶太さんはぎゅっと腕に力を込め、きつく私を抱きしめる。

　それはまるで私の存在を確かめるようで、思わず自分からも腕を回した。

「好きになりすぎて、おかしくなったみたいだ」

　耳元で自嘲気味に息を漏らす慶太さんに、自分の感情がコントロールできなくなる。

　気持ちをストレートにぶつけてきてくれる慶太さんの姿は、私の感情を大きく揺さぶった。

「慶太さんっ……私……」

　思わずしがみつくようにして腕に力が入った。

　今の気持ちを伝えたくて口を開いたのに、上手くまとまらない。

　それでも、抱きしめ返してくれる優しい力に心を落ち着け、言葉を選んだ。

「私……誰かに好きになってもらうのも、自分が好きになるのも、怖くて……」

　好きになってもらっても、きっとがっかりさせてしまう。また、前のようにつまらない女だったと思われてしまう。

　それが怖くて、そうなった時に傷つきたくなくて、自分からも誰かを好きにならないようにしてきた。

「だから、慶太さんと結婚するという話になった時、感情を抜きにした形だけの結婚なら、きっとなにも傷つかないだろうって、そう思ってお話を受けました。だけど……」

『あなたに落ちてしまった』

　そんな私への気持ちを、常に隠さず見せてくれた慶太さん。

　好きだから会いたい、一緒にいたい、触れたい。

　ストレートにぶつけてきてくれるその姿は、私の頑なに封印した気持ちを、少しずつ動かしていたことに気付いた。

　怖い気持ちを完全に払拭できたわけではない。だけど、慶太さんの気持ちが、凍いてついた私の心を確実に溶かしている。

「慶太さんが私のことを大事にしてくれて、私……感情は抜きでって、思ってたのに……いつの間にか……」

　微笑みかけられると温かくなって、触れられるとドキドキして、いつからか無意識に慶太さんのことを考えるようになっていた。

　この感情は、もうずっと昔に忘れた、恋愛感情……？

「ごめんなさい、よくわからないこと言って、私、酔ってるみた――」

「怖がらなくていいよ」

　なにを伝えたいのかわからなくなってきて、ごまかそうとした私の言葉を、慶太さんが静かに遮った。

　抱いた私の髪を宥めるように撫でながら、もう一度「怖くなんてない」と口にする。

「俺は、のどか……君しか愛さないし、愛せない。だから、怖がらずに愛されてほしい」

「慶太さん……」

　か細い声で、慶太さんを呼ぶ。

　慶太さんは抱き寄せた身体を僅かに離し、私を覗き込むように顔を近付けた。

「のどかが、もし……俺を好きだと、少しでも思ってくれたら……これ以上の幸せはない」

　温かく大きな手が、頬を包み込む。

　おずおずと目を合わせると、どこか慶太さんの瞳が切なげに揺れていた。

「俺に、その気持ちをもらう資格があるのなら……」

「え……？」

　どういう意味なのか。

　それを聞き返そうとする前に、押し付けるようにキスで言葉を封じられてしまう。

　途端に思考が止まってしまい、全身が熱く火照るのを感じた。

　口づけに翻ほん弄ろうされているうちに、背中を支えられた身体がベッドへと沈み込む。

　私を組み敷いた慶太さんは唇を離すと、さっき見せた切なげな表情が気のせいだと思うほど熱をはらんだ眼差しで見つめてくる。

　鼓動が加速し出して、私を見下ろす慶太さんの綺麗な顔から目が離せなくなった。

「でも、これで晴れて、のどかは俺の妻になる……ありがとう」

　手を伸ばし、婚姻届をサイドテーブルへと置いた慶太さんは、再び口づけを落とす。

　唇を吸うようにして開かせ、舌を導き出す官能的なキス。

　今までで一番深い口づけを終えると、どちらのものかわからない銀の糸がふたりを繋いだ。

「今晩は……のどかの全部、もらってもいいかな？」

　いよいよ、この時が来てしまった。

　今さらアルコールが回ってきたのか、目の前がぐるぐるしている。

　呼吸が止まりそうなキスのせいで視界は微かな涙で揺れ、そこに映る慶太さんはより扇せん情じょう的に見える。

　消えそうな声で「はい……」と答えると、慶太さんはクスッと笑って私の首筋に顔を埋めた。




　初めては面倒くさがられるだとか、昔どこかで聞いた記憶があった。

　だけど、慶太さんはどこまでも優しく、まるで壊れ物を扱うように繊細に私に触れていった。

　恥じらいはすぐに甘い刺激に変換され、いつの間にか私は生まれたての姿になってしまっていた。それにすらすぐには気付かず、口からは自分のものと思えない甘ったるい声が漏れていく。

　上体を起こした慶太さんが着ていたシャツを脱ぎ捨てると、ぞくりとするほど逞たくましく色っぽい肉体が目に飛び込んできた。

　無駄な肉が削ぎ落とされた引きしまった身体を前に、ぼうっとする頭で夕方話した趣味の話を思い返していた。

「っ……んっ、あっ、慶太、さん……」

「のどか……かわいい」

　唇で、指先で、慶太さんは私の知らなかった快感を呼び覚ます。

　このままでは身体がとろけていってしまいそう。

　恍こう惚こつとする意識の中で、縋すがりつくように慶太さんの首に腕を回していた。

「慶太さんっ……もう、私っ……」

　慶太さんの長い指に翻弄されながら、降参を懇願する。

　さらにぎゅっとしがみつくと、私の耳元でクスッと笑った慶太さんは、優しい力で私の身体を抱きしめた。




　ふわふわと髪を撫でられる感触に、重い瞼を持ち上げる。

　ぼやける視界が次第に晴れていくと、そこには微笑を浮かべ、じっと私を見つめる慶太さんの綺麗な顔があった。

「おはよう」

「わっ……お、おはようございます」

　軽く身を引いた瞬間、ツキンと微かな頭痛に襲われる。

　額を押さえると、慶太さんは「大丈夫？」と肘を立て上体を起こした。

「少し、飲みすぎたみたいです……」

　答えながら、自分の姿にハッとする。

　身じろぎした拍子にひんやりすると思えば、シーツの下は上半身裸。

　とっさに胸の前で腕をクロスさせて身体を抱きしめる。

　もじっと太腿を擦り合わせると、ショーツは身につけているのが確認できた。

　あれ……？　私、昨日……。

　昨夜の記憶がプツリと途切れている。

　一線を越える夜だと覚悟を決めて、慶太さんに身を委ねた。

　恥ずかしい部分もさらけ出して、誰にも触れられたことのない場所を許して……。

　だけど、なにかがおかしい。

　お酒が残るほど確かに酔っていた。

　でも、一線を越えていれば、その記憶がないなんてこときっとあり得ない。

「あの……私、昨日……」

　なんと聞いたらいいのかもわからないまま、口を開いていた。

　慶太さんはそんな私の気持ちをすぐに察してくれたようだった。

「俺に抱きついたまま、そのまま寝ちゃってた」

「えっ……！」

　う、嘘!?

　そういえば昨夜……身体がおかしくなってしまいそうで、ちょっと待ってほしいとお願いした私を、慶太さんは『もう降参？』と意地悪く囁きながらも優しく抱きしめてくれた。

　ワインの酔いと、与えられた甘い刺激に、くらくらしていたのは確か。包み込んでくれた慶太さんの体温が心地よくて、自分からもぎゅっと抱きついていた。

　でもまさか、そのまま力尽きてしまうなんて……。

　自分のあり得なさにゾッとしていると、横になったまま私を見つめる慶太さんがクスクスと笑い出す。

「す、すみません、私……」

「ん？　なんで謝るの？」

「だって……その、途中で、寝ちゃうとか、あり得ない……」

「あー、確かに、お預けくらった感じ？」

　ゔ……。

　そう言われると、ますます立場がない。

「ごめんなさい！　本当に、わざとじゃなくて――」

　必死に言葉を選びながら謝る私を、慶太さんはまたクスクスと笑う。伸びてきた手が首の後ろに触れると、ぐいっと顔を近付け、唇に軽やかなキスが落とされた。

「冗談だよ。別にそんなこと、本当に思ってないから」

「でも……」

「のどかがかわいくて、それだけでも十分」

　そうは言っても、〝お預け〟状態だったのは間違いない。

　困ってもじもじしていると、慶太さんはシーツの下で素肌の私を抱き寄せた。

「焦らなくても、これからいくらでも時間はある。だから、そんな顔しないで」

　慶太さんが余裕のない、自らを抑えることのできない人だったのなら、こんなことをきっとサラリと言えないだろう。それどころか、私が眠ってしまおうが、自らの欲望を満たしていたはずに違いない。

　私のことを大事に想ってくれているのがありありと伝わってきて、胸の奥がジンと熱くなる。

　目前の胸板にそっと手を置いた。

「ほんとかわいいな、のどかは」

　髪にキスを落とした慶太さんは、いきなり上体を起こして私の真上に迫る。にこりと意味深に笑い、耳元に近付いた。

「いつまでもそんな顔してるなら、昨日の続き……今からでもしてあげようか？」

「ひゃっ！」

　艶っぽい声で囁かれ、ボッと顔に熱が集まる。

　返答に困って「えっと、その、それは」なんてごにょごにょ言っていると、フッと笑った慶太さんは鼻の頭にチュッとキスを落として身体を起こした。

「あんまりかわいいと、ほんとに襲っちゃうよ？」

　抑えきれないほど鼓動が暴れ回る私を置いて、慶太さんはベッドから降りる。

「コーヒーでも淹れるね」と言って部屋を出ていく姿を、慌てて衣服を身につけ追いかけた。










特別になっていた彼の存在




　熱海への婚前旅行の一週間後――。

　私は澄子叔母さんとタクシーに乗り、約束の場所へと向かっていた。

　今日は落ち着いたネイビーのプリーツスカートスーツを着た澄子叔母さんと、クリーム色のワンピーススーツを着た私。

　後部座席に並んで座る私たちに会話はない。確かなことは、お互いに緊張し、それぞれ色々な心配事で頭がいっぱいになっているということだろう。

　向かう先は、白しろ金かねにある老舗料亭。今日はそこで、両家の顔合わせが行われる。

　前に一度、慶太さんの会社のエントランスで偶然顔を合わせた時は、お義母様ということも知らず、挨拶もちゃんとできなかった。お義母様の方も、私のことは空気のような扱いで、ほとんど見向きもしてもらえなかった。

　あの時の印象が強く残っていて、今日改めて会うのは少し緊張してしまう。

　楽しかった熱海からの帰り道、私が書いてきた婚姻届をいつ提出しようかという話になった。慶太さんはこのまま出しに行こうかと言ってくれたけれど、私はそこでひとつお願いをした。

　届を出す前に、お義母様にきちんと挨拶をしたい、と。

　それもあって慶太さんは早急に顔合わせのセッティングをしてくれて、今日の日が実現した。

「なんか……緊張してくるわね」

「ちょっと、そんなこと言わないでよ。私まで緊張してくる」

「だって、のどかの話聞くとさぁ……」

　慶太さんのお父様とは面識のある澄子叔母さんも、お義母様とは会ったことがないらしく、今日は朝からそわそわしている。

　澄子叔母さんとは、纏う雰囲気が明らかに違っていたお義母様。澄子叔母さんが仲よくしている友人にもいないタイプだし、〝母〟同士が打ち解けられる可能性は極めて低そうだ。




　慶太さんが用意してくれたのは、日本庭園が見事な料亭だった。

　立派な門から中に入ると、タクシーは左右に庭園を望みながら進んでいく。

　格式高い日本家屋のような建物の前で、澄子叔母さんと共にタクシーを降車した。

　庭園は刈り込まれた芝が一面に広がり、緑色の絨毯を敷き詰めたように見える。建物の周囲にはところどころに立派な年代物の松が枝を伸ばしていた。

　圧倒されながら入り口に向かって歩いていくと、入り口奥から慶太さんが姿を現した。今日は黒のスリーピースに臙脂色のネクタイを締めている。私の姿に笑みを浮かべてから、横にいる澄子叔母さんに向かって礼儀正しく頭を下げる。

　一週間ぶりに会う慶太さんの姿に、鼓動がトクトクと忙しなく音を立て始めていた。

　熱海旅行の後、慶太さんは関西の式場へと出張に出かけていた。そのために一週間丸々会っていなかったわけだけれど、彼はその間、毎日電話をかけてきてくれていた。

　電話越しの慶太さんの声は、隣で聞くよりも落ち着いていて、毎回なんだかドキドキさせられた。『毎日は大変だから大丈夫ですよ』と、忙しい中わざわざ電話をかけてきてくれることを遠慮もしたけれど、そんなことを言いつつ一週間の後半には電話をもらえることを心待ちにしている自分がいた。

「本日はご足労いただきまして、ありがとうございます」

　私たちの目の前までやってきた慶太さんは、澄子叔母さんに丁寧な挨拶をする。

　澄子叔母さんは「いえ、こちらこそありがとうございます」と慌てた様子で頭を下げていた。

　慶太さんに促されて中へと入り、着物を着た仲居の女性に部屋へと案内される。

　個室と思われる部屋の前までやってくると、澄子叔母さんはお手洗いに行くために仲居さんと共にその場を離れていった。

　靴を脱いで上がった先の扉を、慶太さんが「どうぞ」と開けてくれる。そこは広いお座敷になっていて、奥には外から見えた美しい日本庭園が全面に広がっていた。

　畳敷の室内に一歩踏み込んだ時、襖ふすまを閉めた音と同時に、背後から抱きすくめられた。

「会えなかった間、変わりはない？」

　耳元で聞こえるいつも通り優しい声。

　胸の前に回された腕を眼下に、「はい」と小さく頷いた。

「あの、お忙しいのに、毎日、連絡ありがとうございました」

　一週間前、ひとつのベッドで朝を迎えたのに、慶太さんの香りが鼻を掠めるだけで鼓動が加速する。

　落ち着くために、手に持つバッグのハンドルを両手で強く握りしめた。

「やっぱり、本物が一番いいな。声だけじゃ物足りない」

　私の存在を確かめるように、慶太さんはしみじみとそんなことを言い、抱いた身体を素早く反転させる。正面から向き合い、当たり前のように唇を奪われた。

　ソフトに触れて離れ、目を見て再び深く口づける。会えなかった時間を埋めるようなキスをされ、身体の芯がきゅんとなる。

　思わず慶太さんの胸元についた手に力が入っていた。

「……ごめん、止まらなくなりそうだ」

　自分にストップをかけるように顔を離した慶太さんは、自嘲気味に笑って私の紅潮した頬をサラサラと撫でた。

「この顔合わせが終わったら、その後時間はある？」

「あ、はい……大丈夫です」

「ならよかった。のどかとふたりきりになりたい」

　久しぶりに会ったせいだからなのか、今日は慶太さんの言葉や仕草にいつも以上に鼓動が落ち着かない。

　慶太さんの腕から解放されても、しばらく心臓が落ち着きなく音を立てていた。




　ほどなくして澄子叔母さんが部屋へと戻り、食事のセッティングがされた席へと腰を下ろした。

　前の予定が押していると連絡を入れてきたらしい慶太さんのお義母様は、約束の時間ぴったりに到着した。今日も慶太さんの弟、悠太さんと一緒で、現れると共にピリッとした空気が静かに流れ始める。

　挨拶のために立ち上がった私と澄子叔母さんを、お義母様はどこか想定外のものでも見るように表情を固めて見つめた。

「慶太さん……これはどういう？」

「先日お話したはずです。彼女と結婚することになるので、ご紹介させていただきたいと。父にもすでに報告済みで、了承してもらっています」

　迷いない慶太さんの言葉に、お義母様は呆然とした様子で「そう……」とだけ返す。そして黙ったまま用意された席に腰を下ろした。

　予想はしていたけれど、顔合わせの席は終始緊迫した空気に包まれた。

　初めの挨拶は交わしたものの、その後は特に会話が弾むこともなく、静かに会食の時間は流れていく。お義母様の声がする時は決まって隣の悠太さんへの言葉で、この席には関係のないビジネスに関する事柄だった。

　そんな調子のお義母様を、慶太さんは特に気にした様子は見せなかった。常に私や澄子叔母さんのことを気遣ってくれていて、和やかな空気を作り出してくれる。そのお陰で、私も澄子叔母さんもその場に留まれていた。

　だけど、終始こちらに見向きもしないお義母様の態度に、これが結婚を前にした両家の会食なのだろうか、と思わずにはいられない。

　そんなことをひしひしと感じていた時、お義母様がスマホを手に「ちょっと失礼」と席を立った。

「ごめんなさい、急用が入ってしまって、これで失礼させていただきますわ」

　部屋へと戻ってきたお義母様は、一方的にそう断りを入れると、悠太さんに声をかけてあっという間に部屋から出ていこうとする。

　襖に近付くお義母様に「あのっ」と意識とは別に声をかけていた。

　そこでやっと、お義母様の目が私の姿を捉える。

　目が合って怯みそうになってしまったけれど、意を決してその場に立ち上がり、深く頭を下げた。

「今日は、お忙しい中ありがとうございました」

　今の自分にできる精一杯の感謝の姿勢を見せる。

　私との結婚に賛成ではないかもしれないけれど、ご足労かけた事実は変わりない。

「……あなた、どうやって慶太さんに取り入ったの？」

「えっ……」

　冷たく見据える視線が声を奪っていく。

　横から慶太さんの「お義母さん」と止めるような落ち着いた声が聞こえた気がした。

「だって不思議なのよ。いくらお見合いを勧めても乗り気にならない慶太さんが、急に結婚するだなんて言い出して。どうせ汚い手を使って――」

「それ以上はやめていただきたい」

　なにも言えないでいる私の横から、慶太さんの低く鋭い声が届く。ハッとして真横に顔を上げると、慶太さんがいつの間にか私をかばうようにして立っていた。

「彼女を選んだのは、俺の意思です。むしろ、結婚をお願いしているのもこちらから。いくらあなたでも、のどかを侮辱するような言葉は控えていただきたい」

　ぞくりとするくらい、冷たく厳しい声音だった。

　その様子に、お義母様は無言のまま、悠太さんと共に部屋の外へと出ていってしまう。慶太さんは「申し訳ない」と私たちに言い残し、お義母様の後を追っていった。

　嵐のように去っていったお義母様に、部屋に残された私と澄子叔母さんはふたりして深く息を吐き出していた。溜め込んでいた緊張を、一気に口から排出したような感じだ。

　ふたりきりになると澄子叔母さんは足を崩し、「大丈夫？」と私を気遣う。

　精神的ダメージはそれなりに受けてしまったけど、心配されないように「大丈夫だよ」と笑みを浮かべてみせた。

「……ねぇ、のどか」

「ん？」

「この縁談……断ってもいいのよ？」

　急に神妙な口調でなにを言い出したかと思えば、澄子叔母さんは冗談抜きの真面目な面持ちで私を見つめている。

「なに？　急に……」

「結婚って、ふたりだけの問題じゃないから……あなたが、苦労すると思って」

　誰が見ても明らかに、歓迎されていない空気が漂っていた。澄子叔母さんがこう言うのも無理ない。

　押し切るような形で慶太さんと結婚すれば、私はお義母様にきっと邪険に扱われることになるだろう。そうならないために、少しでもお義母様とお近付きになれたらと思って今日を迎えたけど、まったく取りつく島もなかった。

「うちの式場のことをまだ気にしてるなら、それはもういいから。私は、のどかが苦労するような結婚ならしてほしく――」

「違うの、叔母さん……今は、私……」

　そこまで言ったタイミングで、部屋の扉が開く音が聞こえて、言いかけた言葉をのみ込んでいた。「とにかく、大丈夫だから」と話を終わらせるように言った時、慶太さんが部屋へと入ってきた。




　出汁を取ったお鍋に、シメジとネギ、揚げを投入する。予熱を終えたオーブンで焼き始めた鮭のホイル焼きを外から覗いていると、背後に慶太さんの気配を感じた。

　あの後、タクシーに乗った澄子叔母さんを見送り、慶太さんの車で料亭を後にした。

　次にふたりで過ごす時間ができたなら、ご飯を作りたいと思っていた。車内でそう申し出ると、慶太さんは喜んでスーパーに立ち寄ってくれた。

「急に夕飯作るなんて言っちゃいましたけど……お腹空いてますか？」

「うん、空いてるよ」

　包み込むように背後から両手を回し、慶太さんはおたまを持ったままの私を抱きしめる。

「そうですか、それなら、いいんですけど……食事に行った日にご飯作りたいって、タイミング悪かったかなって」

「そんなことないよ。昼は、大して食べたという感じでもなかったから」

　慶太さんの言う通り、確かに昼の会食は場の空気的に、食事を楽しめる状況ではなかった。

　私に至っては、お義母様の動向が気になり、むしろ胃がキリキリしていたくらい。せっかくの老舗料亭の味もよく覚えていないから残念だ。

「なにか手伝うよ」

「あ、はい、もうできますので」

　今日のメニューは、肉じゃがと鮭のホイル焼き、厚焼き玉子にお味噌汁。

　初めての手料理は、やっぱり和食にしようと決めていた。

　肉じゃがは、澄子叔母さんから受け継いだ私が大好きなあの肉じゃがだ。まだまだ修行中ではあるけれど、大分似せることはできていると思う。

「のどかの手料理を食べられる日が来るなんて、感激だな」

　キッチンカウンターに並べていく料理やお皿を、慶太さんは進んでダイニングテーブルへと運んでくれる。

　チラリと目を向けると、スーツのジャケットを脱いだベスト姿の慶太さんは、シャツの袖口をまくり上げてお手伝いモードになっていた。なんだか結婚生活がもう始まっているような錯覚に陥って、手を止めぼんやりとしてしまう。

　慶太さんと結婚をしてここに住むようになったら、こんな光景が毎日見られるのかな……？

「感激だなんて、大げさです。一緒に生活するようになったら、毎日になるんですよ？」

　ボソッと「飽きちゃうかもしれません」とこぼすと、キッチンに入ってきた慶太さんに横から顔を覗き込まれた。

「俺が、のどかが作ってくれたご飯に飽きると思う？」

「え……それは――」

　不意打ち気味に触れるだけのキスで言葉を奪い、慶太さんは「あり得ないね、断言できる」とにこりと微笑む。出しておいた取り皿を手にキッチンを出ていきながら、「例えば……」と振り返った。

「お湯を注ぐだけのカップ麺だとしても、俺は喜ぶよ？」

「えっ、なんですかそれ！」

「要するに、のどかがお湯を注いだことに価値があるってこと」

　なんでこんなことをサラッと言ってしまうのだろうといつも思う。嬉しいけど、ものすごく恥ずかしくなるし、毎回どう反応したらいいのか困ってしまう。

　だから「それこそ大げさですから！」なんて、かわいくない言い方をして流すので精一杯。

　だけど、そんな私のごまかしもすべてお見通しらしい慶太さんは、私を見てふわりと微笑んだ。

　テーブルセッテングを終え、向かい合って席につく。改めて並んだ料理をひとつずつ見つめた慶太さんは、「どれからいただくかな……」と声を弾ませる。

「どうぞ、どれからでも」

「じゃ、いただきます」

　ちゃんと食卓っぽくなるか心配だったけど、品数もほどよくいい感じにテーブルを飾れた。

　あとは口に合うかどうかだ。きっといいものを食べてきているだろう慶太さんは舌が肥えているはずだから不安しかない。

　だけど……。

「……うまい」

　私の心配をよそに、予想外の嬉しいひと言目。

　慶太さんは箸を止めて私へと顔を向ける。その目がキラキラしていて、不意にドキリとしてしまった。

「本当ですか？　お口に合いますか？」

「うん、うまいよ」

　返事もそこそこ、慶太さんは食べることに集中してしまう。一品ずつ口に運ぶたびに感想を述べてくれて、本当に美味しそうに味わいながら箸を進めていく。

　思い上がりかもしれないけれど、今まで何度か食事を共にした中で、一番楽しんでくれているように私の目には映っていた。

　自分の作ったご飯をこんな風に食べてくれることにジーンと胸が熱くなる。

「なんか、いいね、こういうの」

「え……？」

「手作りのご飯を、作ってくれた人と一緒に食べられるってこと」

　慶太さんがなにげなく口にした言葉に箸が止まる。返事を探しつつじっと正面の慶太さんを見つめていると、その視線に慶太さんは微笑を浮かべた。

「子どもの頃から、家庭の食卓っていうのには恵まれなかったからね……憧れもあってさ」

「そう、でしたか……」

　あのお義母様は、あまりキッチンには立たない人だったのだろうか。

　もしくは、慶太さんが避けていたのかもしれないし、食事を作る家政婦のような人が家にいたのかもしれない。

　理由はわからないけれど、家族で食卓を囲むという機会がなかったのだろう。

　そういえば……慶太さんの産みのお母様は、いつから慶太さんと暮らしていないのだろう？　お父様とは離婚されたのか、病気かなにかで死別されたのか、まだ聞いていなかった。

「これからこうやって、のどかの作ってくれた食事を一緒に食べられるのは最高に幸せだな」

　聞いてみようと思ったけれど、場の空気を壊してしまいそうで、頭に過った疑問をひとまず封じ込める。

「美味しいご飯を、ご馳走様でした」と箸を置いた慶太さんに、「お粗末様でした」と笑顔を返した。

「あの、慶太さん……」

「……ん？」

「お義母様は……私との結婚を、納得してくださるのでしょうか？」

　今日の様子では、結婚を認めてもらえたとは言えない。それに、慶太さんに取り入った呼ばわりまでされてしまった。結婚を認めてもらうどころか、猛反対されているとしか思えない。

「のどかと結婚するということは報告したし、反対される理由はなにもない」

　席を立ち上がり、お皿を片付け始める慶太さん。つい「でもっ」と声をかけてしまったけど、慶太さんは聞こえていなかったのか振り向きもしなかった。

　釈然としないまま慌ててエプロンをつけ直し、キッチンへと食事を終えたお皿を運んでいく。

「いつ出しに行こうか、婚姻届」

「えっ、あ、はい……」

　手にしたお皿を流しの中に入れると、空いたその手を慶太さんに掴まれる。

　何事かと思って上げた顔を両手で包み込まれ、前触れなく唇が押し当てられていた。

　いつもと違う、少し強引で噛みつくような深い口づけ。

　それは次第に優しいキスとなって私の舌に絡みつき、思考をとろけさせていく。

　拙つたないながらも必死に応えていた。

「……余計なこと、考えられなくなった？」

　どうやら、私がお義母様のことを考えてモヤモヤしていることを、慶太さんはすべてお見通しのようだった。

「はい……」

　気恥ずかしくなりながら頷く私を、慶太さんはそっと抱き寄せる。宥めるように背中をぽんぽんとされ、髪もふわふわと撫でられた。

「のどかは、なにも心配しなくていい。俺と、一緒になることだけ考えてて」

　澄子叔母さんの式場を守るために、身を売ったような結婚話だった。そこに特別な感情は必要なくて、すべて表向きの飾りのようなもの。

　それでいいと思っていたし、そういうものだろうと自己完結させていたはずだった。

　だけど、今はあの時の私と明らかに違う。

　好きだと言われると嬉しいし、求められると愛してほしいと思う。

　慶太さんの存在が自分の中で大きくなり、特別になっていること。なにより、私自身が彼のそばにいたいと切に願い始めていることを、はっきりと自覚していた。










求婚の裏にあった真実




「長谷川さん……！」

　スタッフルームを訪れ、桃ちゃんの顔を見た瞬間、周りも気にせず声をあげてしまっていた。

　入ってきた私に、桃ちゃんの方も「柏さん！」と歓喜の声をあげる。

「本当!?　谷口様の、お父様！」

　興奮しすぎて言葉が上手く繋がらない。

　桃ちゃんの方もそうらしく、駆け寄ってきた私の声にうんうんと激しく頷く。

　それでもふたりの気持ちは通じ合ったように、手を取り合って喜びを分かち合う。

　今日は谷口様のプランニングの仕事で、夕方から Primary Stage の式場を訪れる予定だった。その向かう道すがら、桃ちゃんからの着信で喜びの一報を受け取った。

《谷口様のお父様、ご出席のお返事いただけました！》

　ちょうど帰宅客で混み合う駅のホームを歩いている時だったけど、人目も気にせず嬉しくて叫びかけてしまった。

　あの後、怜さんが根気強く、美陽さんのお父様に会いに出向いたという。

　こっちの勝手な言い分かもしれない。でも、どうしても式には出席してもらいたい、と。そう、何度も頭を下げに行ったそうだ。

「よかった……これで、予定通り進められるね」

「うん。早速、役者さんの手配に移れるなって」

　弾んだ声を出す桃ちゃんのデスクには、メモリプレイに関する様々な資料が付ふ箋せんをつけて積まれている。開かれたノートパソコンの端にも、連絡する先へのメモなどがたくさん貼られていた。

「そうだね。じゃあ、進展があったらまた教えてください。サポートできるところは手伝います」

「はい、了解です！　あっ、それで……」

　周囲を気にしたように、桃ちゃんが顔を寄せてくる。

　耳を貸すと、「社長に、なんだけど……」と小声で切り出した。

「お父様から出席の返事がもらえたってこと、のどちゃんから伝えてもらえないかな？　この案件、のどちゃんに手助けしてもらってるの、知っているし……」

「えっ、それなら、桃ちゃんが――」

「さっき、本社に連絡してみたんだけど、捕まらなくて。ね？　これから会うんじゃないの？」

　ニッと笑って「だからお願い」と言われてしまい、仕方なく「わかったよ」と頷く。

　谷口様との打ち合わせの後、約束はしていないけど本社に会いに行ってみようと思っていた。慶太さんも、友人だという谷口様の案件が落ち着いたと知れば、ホッとするに違いない。

「でも、本当によかったね……」

「のどちゃんのお陰だよ。私ひとりじゃ、きっと無理だった。おふたりの心を動かすことができなかったよ」

「そんなことないよ、私はなにも。桃ちゃんの熱意が伝わった結果だよ」

　私が知らない時間にも、きっと谷口様と密に連絡を取って、ふたりをサポートしてきたのだろう。そのお客様を想う気持ちと、地道な努力があっての結果だ。

「とにかくホッとしちゃって……脱力感」

「まだ脱力するのは早いよ！　ここからがプランナーの腕の見せどころなんだから、頑張って桃ちゃん」

　嬉しそうににっこりと微笑み頷く桃ちゃんを目に、私自身も安堵の脱力感に襲われていた。




　谷口様のプランニングを終えた後、私は歩いてほど近い Primary Stage の本社ビルへと足を運んでいた。

　アポイントは取っていないけど、受付で伝えれば神原さんが取り次いでくれるだろうと思う。

　私が突然、慶太さんに会いに行くのは初めてのこと。

　約束もしていないのに私が訪ねていったら、慶太さんは驚くかな……？　喜んでくれたら嬉しいけど……。

　いろんなリアクションを想像しながらエントランスを入り、軽やかな足取りで受付へと向かう。

「のどかさん」

　その時、どこからともなく聞き覚えのある声に名前を呼ばれ立ち止まる。

　振り返ると、そこには悠太さんの姿があった。

「あ……こんばんは」

　ぺこりと頭を下げると、悠太さんは「こんばんは」と言いながら一歩ずつ近付いてくる。

　悠太さんとは、この間の顔合わせで会ったのが最後だった。

　常務として会社に携わっているということだから、この本社ビルで見かけるのだ。

「兄さんに会いに来られたんですか？」

「あ……はい」

「では、ご案内しますよ。どうぞ」

　受付をパスして、悠太さんはエレベーターホールへと向かっていく。

　その後に続きながら、急に居心地の悪さを感じ始めていた。

　どうも出会った頃から、彼には苦手意識がある。別になにかされたわけではないけれど、悠太さんが私に対して、『興味がある』と発言した時からダメなんだと思う。

　開いたエレベーターの扉を手で押さえて私を通してくれる姿は、慶太さんと同じく紳士的でスマート。「ありがとうございます」とお礼を言って乗り込みながら、兄弟なんだな、とふと思ってしまう。

　ふたりきりのエレベーターの中、悠太さんが「のどかさん」と沈黙を破った。

「次にお会いしたら、お話ししたいと思っていたことがあったんです」

「え……お話、ですか？」

「ええ。今少し、お時間よろしいでしょうか？」

　穏やかにふわりと微笑む姿は、やはり慶太さんを彷ほう彿ふつさせる。

　瞬間的に断る理由がなにも思いつかず、「はい」と返事をしてしまっていた。

　私と下で会った時から、悠太さんはすでに話をするつもりだったのだろう。私の返事を聞く前から、社長室がある最上階ではない、九階が指定されていたことに気が付いた。

　それにしても、話とはなんだろう？　エレベーター内でサクッと話せることではないということ……？

　九階に降り立つと、十階と似たようなフロアが広がっていた。

　会議室や応接室が並ぶ奥の部屋で、悠太さんが足を止める。ここが悠太さんの常務室のようだ。

　ドアを開き、「どうぞ」と中へ招き入れられ、そろそろとお邪魔する。電気のついたままの部屋の中には、秘書や誰か人の姿はなく、しんと静まり返っていた。

「あの……お話、とは」

「まあ、そう焦らずに。お茶でもどうですか？」

「いえ、長居するつもりはないので、こちらで結構です」

　丁重にお断りすると、扉を静かに閉めた悠太さんは「そうですか」と仄ほのかに笑みを浮かべた。

「不思議に思いませんか……突然決まった、兄との結婚」

「え……？」

　突如切り出された話に、時間を止められたように動けなくなっていた。動悸と共に瞬きを繰り返す。

　明らかに動揺を見せた私に、悠太さんはくすりと意味深に笑った。

「あの、それは、どういう……」

「面識のないあなたに、兄さんが突然結婚を申し込む理由……大変失礼なことを承知で言いますが、あなたの叔母様の会社を買収することなんて、うちには大したメリットにもならないことです」

　どこかでずっと引っかかっていた。

　なぜ、慶太さんが私に結婚を申し込んだのか。

　ブログを見ていて惹かれた、なんて言っても、そもそもどうして私のプランナーブログなんて見ていたのだろうか。

　同じ業界の人間が綴るブログだから？　でも、そんなのこの世にいくらだってある。

　悠太さんの言う通り、澄子叔母さんの、うちの式場を買収したところで、この業界最大手である Primary Stage に大きな利益があるとは思えない。

　じゃあ、どうして……？

「なにか……知っているんですか？」

　慶太さんとはここに至るまで、疑問は何度も湧き起こった。

　どうして私なのか。

　その疑問にぶち当たるたび、慶太さんは私を好きだからと繰り返した。

　だけど、本当は私の知らないなにかがあって、この結婚は成り立とうとしているの……？

「どうしてあなたに、兄さんが結婚を迫ったのか……知りたいですか？」

　鼓動が音を立てるのを全身で感じながら、じっと悠太さんの顔を凝視する。

　私の真剣な眼差しを受けても悠太さんに動じる様子は全くなく、フッと笑って目を伏せる。

「でも、それを知ったら……あなたは結婚をしたくなくなると思います」

　扉の前で立ち尽くす私へと一歩ずつ近付いてくる悠太さんは、意味深な笑みを浮かべている。

　身動きひとつ取れずにいると、迫った悠太さんの手が表情を固めた私の頬にそっと触れた。

「兄さんはやめて……俺にしませんか？」

　ハッとして見上げた悠太さんは、小首を傾げて私をまっすぐ見つめていた。

　触られていることを拒否するようにとっさに後ずさる。

　でも、代わりに今度はその手が逃げる私の腕を掴んでいた。

「あのっ、離してください！」

　強く掴まれた手を振り払おうとした時、背後の扉が勢いよく開き、背中からふわりと包み込まれた。私を掴んだ悠太さんの手を引き剥がし、そのままかばうように正面から抱きしめられる。

　いつも胸を弾ませる、大好きになってしまった香りに包まれていた。

「悠太……なにを考えているか知らないが、のどかは俺の妻になる人だ。気安く近付くのは許さない」

　突然現れた慶太さんに、悠太さんはさほど驚いた表情を見せなかった。悪びれない様子は、兄への甘えなのかもしれない。

「兄さん……昔から、俺が欲しがるものは全部譲ってくれたじゃない？　だから、彼女も譲ってもらえるかなって」

　不敵な笑みを浮かべて、常識では考えられないことを口にした悠太さんに、慶太さんの発する空気が一瞬にして変わったのを感じ取った。腕の中から見上げたその先にある鋭く冷え切った視線に、私の方がぞくりと背筋に悪寒が走る。

「子どものおもちゃと一緒にするな。のどかは誰にも譲らない」

　慶太さんの声とは思えない、今まで聞いたことのない冷徹な声色だった。

　私の肩を抱いてドアへと向かせると、「わかったら、金輪際、彼女に近付くな」と言い残し、そのまま部屋を出て脇目も振らずエレベーターへと向かっていった。

　別人のような慶太さんを見てしまい、声がかけられなくなってしまう。

　もしかしたら、私にも怒っているかもしれない。なにをやってたんだって、言われてしまうかもしれない。

　手を繋がれたままエレベーターに乗り込むと、慶太さんは「ごめん」と優しい力で腕を引いた。

「なにも、されなかった？」

　私を腕に抱きしめた慶太さんは耳元へと近付き、さっき聞いた声が嘘だと思ってしまうほど穏やかな声で問いかける。

　その様子に内心ホッとして、「大丈夫です」と返事をした。

「ごめん……もっと早く見つけられれば、あんな嫌な思いさせなくて済んだのに」

「いえ、大丈夫ですから。でも、どうして……？」

「ああ、さっき、下で神原さんがのどかを見かけたって教えてくれて。悠太と一緒だったと言うから、まさかって」

　慶太さんの話に「そうでしたか……」と答えながら、悠太さんの不可解な笑みが脳裏にフラッシュバックする。

『どうしてあなたに、兄さんが結婚を迫ったのか……知りたいですか？』

『でも、それを知ったら……あなたは結婚をしたくなくなると思います』

　ずっとどこかに小骨が刺さっていたような、慶太さんとの結婚話。

　私の前に突如現れたことにも、明確な理由もなく結婚を迫られたことにも、本当は私の知らないなにかがあるのかもしれない。

　このまま知らないままでもいいと囁く自分もいる。

　だけど、ずっとその疑問を抱えて、この先生きていくのは気持ち悪い。

　知らないままでいる勇気と、真実を知る勇気。今、私に必要な勇気は、どちらなのだろう。

　ふたつの気持ちが交錯する。天秤にかけられ、ゆらゆらとどちらかに傾くのか、見守っているような気分になっていた。

「わざわざ、会いに来てくれたの？」

「えっ、あ、はい」

　さっきまでの氷点下の表情とは打って変わり、いつもの舞い降りたような柔らかい笑みを浮かべる慶太さん。「嬉しい」と囁くように言い、腕の中の私を抱き直す。

　変わらぬ優しさに安堵すると、黙って温かなぬくもりに身を任せていた。




「お父様が出席してくださることになって、本当によかった」

「はい……ホッとしました」

　エレベーターを降り、社長室へと向かいながら、思い出したように谷口様の話を切り出した。

　この報告のために来たのに、短時間に色々なことが起こり忘れかけていた。

　お父様から出席の返事をいただけたことを知らされた慶太さんは、私のような派手なリアクションは取らなかったものの、喜びを露わにした。

　大切な友人の結婚式。懸念されていたお父様の出席が決まったことは、慶太さんにとっても嬉しいことに違いない。

「あとは当日に、新婦様とお父様を、また仲のいい親子に戻れるお手伝いができたらって、長谷川さんとプランニングしてます」

「そっか。どんな式になるか、期待してるよ」

　慶太さんが開けてくれた扉を入りながら、「はい！」と元気よく返事をする。

　中に入ると、前に来た時にはなかったウエディングドレスを着たマネキンが、入り口近くで訪問者を出迎えるように飾られていた。

　プリンセスラインの繊細なレース使いがかわいらしい純白のドレス。このデザインは、私も好きな国内の人気ブランドのものに違いない。そこの新作ドレスなのかもと、つい足を止めて見惚れていると、慶太さんが隣に並んだ。

「彼らの式が終わったら、俺たちの式の準備も始めようか」

「えっ……」

　サラリと出てきた慶太さんの言葉に、あからさまに困惑した反応を見せてしまった。途端にモヤモヤと、なにかに靄がかかっていく。

「のどか？」

「…………」

　さっきは、見て見ぬふりをしてしまおうかと思った。

　なんでも知ればいいってものでもない。知らなくて幸せなことだって世の中たくさんある。

　だけど、やっぱりダメだ。

　この結婚に割り切った気持ちでいた少し前の私なら、こんな気持ちにはきっとなっていない。でも、今は違う。

　いつからか、慶太さんを特別に想っていること。

　彼と生きていく未来を、自らの意思で求めるようになっていたこと。

　だからこそ、つっかかりのない、クリアさを求めてしまう。

　前に、慶太さんは言ってくれた。

　私に隠さなくてはならないことはない、と……。

「そう言ってもらえて、嬉しいです。でも……本当に、慶太さんは私と結婚していいんですか？」

「どうしたの、急にそんなこと」

「悠太さんが……」

　その名を口にすると、明らかに慶太さんの表情が曇ったのを目撃した。

　一瞬泳いだ目を私へと向け、取り繕うようににこりと微笑む。

　笑ってごまかされてしまわぬように、じっと慶太さんの目を見つめた。

「私に結婚を申し込んだのには理由があるとか、それを知ったら、きっと結婚したくなくなるとか、言われました。なにか、私の知らないなにかが……あるんですよね？」

　真剣な眼差しを向けたまま、「教えてください」とお願いする。

　慶太さんは合わせた視線をフッとドレスへと移し、静かに口を開いた。

「……前に、のどかに隠すことなんてひとつもないと言った……でも、結果的に嘘をつく形になってしまったこと、先に謝らせてほしい」

　ドクッと、心臓が嫌な音を立てて震え上がる。

　始まろうとしている話に、小さく深く息を吸い込んだ。

「のどかに初めて会ったのは、俺が高三の時。のどかが中学生になったばかりの頃だと思う。父について、城社長に会いに出向いた時に、のどかを見かけた」

　予想も、想像もしなかった話に、慶太さんの綺麗な横顔から目を離せなくなる。

　慶太さんはなにかを思い出すように天井を仰ぎ、口元にうっすら笑みをのせた。

「バンケットルームで、頼まれたのかひとりテーブルのフラワーアレンジメントの手伝いをしていたのをよく覚えてる」

　小学校高学年あたりから、澄子叔母さんに頼んで、進んで現場でのお手伝いをさせてもらっていた。当時、子どもの私が手伝えるのはもっぱら裏方の仕事で、運んだり並べたり、ミスを起こさない簡単なものばかり。それでも手伝えることが本当に嬉しくて、学校以外は遊ぶことよりもお手伝いに自分の時間を費やした。

「だから、澄子叔母さんとは昔から顔見知りだったんですね……でも、どうして」

「事故で亡くなったのどかのご両親……その相手は、うちの両親なんだ」

「え……」

　なにを言われているのか、よくわからなかった。

　私のお父さんとお母さんは、ふたりで出かけた熱海旅行の帰り道で事故に遭った。対向車との衝突事故だったと聞いている。

　でも、まさか……。

「その時の事故で、俺も実の母を亡くしている」

「そん、な……」

　いつか、慶太さんの実のお母様について、聞いてみようと思っていた。

　それが、こんな形で知ることになるなんて……。

「父の起こした事故で、突然、のどかから両親を奪ってしまった……だから父は、できる限りのどかの支援をしたいと、城社長に申し出た。寂しい思いをさせてしまうから、せめて、不自由な生活をしないようにと」

　澄子叔母さんから、事故の詳細を聞いたことは今までなかった。相手がどんな方だったのか、生死についても私は知らない。事故当時、私は物心ついて間もなかったし、両親が亡くなるということすらよくわからない年頃だったからだ。

　両親を亡くしたことで、不自由や惨めな思いをしたことはない。澄子叔母さんには金銭的にも苦労をかけてきたと思っていたけれど、慶太さんのお父様から経済的支援を受けていたのだ。

「父が起こした事故で、のどかの両親が亡くなったことや、支援をさせてもらっていることを俺が聞かされたのは、父が社長を退任した頃だった……。父は自分が身体を壊して、動けなくなるのを恐れて、俺にその後のことを託したんだ」

「じゃあ……私と、結婚するというのは――」

「そう思われたくなくて、勘違いされたくなくて、この話はしたくなかった」

　お父様の罪を償つぐなうような形で、私との結婚を決めたのですか？

　私がそう口にするのをわかったかのように、慶太さんは言葉を遮った。

　そっと見上げた慶太さんは、神妙な面持ちでドレスのマネキンを見つめている。

「父が事故を起こさなければ、のどかに出会うこともなかったのは確かだ。だけど、君に落ちたと言ったあの言葉に決して嘘偽りはない」

　胸が、苦しい。

　なにか固くて重いものに押しつけられているように、圧迫感が息を詰まらせる。

　黙り込む私の頬へと、慶太さんの温かな指が触れた。

「父から社を継承した時、城社長のもとへ挨拶に出向いた。その時、立派なプランナーになって現場に立つのどかを再び見かけた……あの時から、俺の気持ちは始まっているんだ」

　大事なものに触れるような優しい手つきで、慶太さんは私の頬や髪を撫でてくれる。そして顔を覗き込み、「やっぱり……信じられない？」と聞いた。

　慶太さんの言ってくれたことが信じられないわけじゃない。

　ただ、自分の両親が亡くなった事故の相手が、慶太さんのご両親だったという事実は、そう簡単に理解し処理できるものではなかった。

　そして、その事実の先に決まった、子ども同士の縁談。

　もう今の私の頭では冷静に考えられそうにもなかった。

「信じられないとかでは、ないです……ただちょっと、驚いてしまって……」

「ごめん……もっと、早くに話しておくべきだったね」

　手を引かれ、広い腕の中に包まれる。

　混乱する私を落ち着かせるように、慶太さんは抱きしめる力をぐっと強めた。

「のどかが、少しずつ心を許してくれるのを感じれば感じるほど、どんどん言い出せなくなってた。言ったら、全部壊れそうで……怖かった」

　慶太さん自身も、この明かせずにいた関係性に苦しんでいたのだろう。強まる腕の力がそれを物語っているように感じられた。

「前に……言ってくれたじゃないですか……これまで感じてきた寂しさも、全部埋めたい、って……」

　あの時は一体なんのことだろうと思った。だけど、今なら慶太さんがそう言った意味がわかる。

　両親を亡くして、家族で過ごす思い出を得られなかった私の寂しさを察し、自分とこれから歩んでいく人生ではそんな思いはさせない……そんな、慶太さんの優しさから出た言葉だったのだろう。

「でも、のどか……勘違いしないでほしい」

　抱きしめていた腕を急に解いて、慶太さんは私の顔を覗き込む。

　そのいつになく真剣な表情に、吸い込まれるように見入ってしまった。

「のどかとの結婚は、償いとか、同情で望んでいるんじゃない。のどかが好きで、俺が一緒になりたいと望んだことだから」

　胸がぎゅっと締めつけられ、鼻の付け根がツンとする。

　自然と目尻から涙が流れ落ちていくと、慶太さんはその一粒ずつを丁寧に指で拭っていってくれた。










この結婚の行方




「お疲れ様でした」

　谷口様の挙式披露宴まであと一週間。今日は予定しているメモリプレイの最終打ち合わせで、Primary Stage の式場を訪れていた。

　駅へと向かう道すがら、Primary Stage の社屋前を通りかかり、ふとビルを見上げる。

　慶太さんからのあの告白を受けてから、もう数日が経とうとしていた。

　両親の事故の相手が、慶太さんのご両親だったこと。その告白は、やはり簡単に受け入れられるものではなかった。

　慶太さん自身にはまったく関係のないことだとはわかっている。

　だけど私は、『少し自分の中で整理をしたい』と、あの時、慶太さんを遠ざけるようなことを無意識に口にしてしまっていた。

　もし私が、慶太さんの立場だったらと何度も考えた。育んできた関係が壊れてしまうのを恐れて、やはりきっと、言い出せずにいたと思う。自分と置き換えればそう思えるのに、どうしても今まで隠されていたことが私の心に影を落とす。

　事故がなければ、私と慶太さんは出会うこともなかった。

　慶太さんのお父様が引き起こした事故によって、私たちは接点をもったのだ。

　償いや、責任を取るつもりで私との結婚を望んでいるのでは決してないと、慶太さんはしつこいくらいに言ってくれた。

　その言葉をすんなり信じたい。だけど、本当にそうなのだろうかと囁く悪魔の私がいる。

　もし、これが責任を取る形の結婚だとしても、私にそんなこと口が裂けても言えるはずがない。

　だとすれば、慶太さんの本当の気持ちは……。

　そんな負の感情に押し潰されそうな中、慶太さんはシンガポールの支店へと出張に出かけた。私は私でジューンブライドの繁忙期に突入し、忙しい日々を送っている。

　目まぐるしい方が難しいことを考えなくていいし、気持ちは徐々に落ち着きを取り戻していると思う。

　時間に追われる中で、澄子叔母さんにも慶太さんから聞いた話を打ち明けた。

　私がすべてを知ったことに、澄子叔母さんは『いずれ知ることになると思っていたわ』とさほど驚きもしなかった。そして、慶太さんのお父様に口止めされていたことも話してくれた。『今まで黙っていてごめんなさい』と、謝られたりもした。

「あっ……」

　ぼんやりと視線を下ろすと、社屋前に停まっていた黒塗りのセダンから見知った顔が降りてきた。

「あら、柏さん？」

　つい足を止めてしまっていると、なんと驚いたことにあちらから私に声をかけてきた。歩み寄ってくる姿にすかさず頭を下げる。

　あの顔合わせ以来、お会いすることのなかったお義母様。その時の一件も手伝って、今日はなにを言われるのかと身構えてしまう。

「こんにちは。先日は、ありがとうございました」

　私がお礼を口にしても、お義母様からは社交辞令の反応すらない。

　すぐ目の前までやってくると、甘い香水が濃く香った。

「小耳に挟んだわ……事故の話、知ったそうね」

　どこから知り得たのだろうかと驚いた。

　でも、そんなことは今どうだっていい。

　なにも反応ができないでいる私に、お義母様はふふっと意味深に笑った。

「事故の加害者と被害者……その子どもたちが一緒になっても、幸せになんてなれるのかしら？」

　固いなにかで、思いっきり後頭部を殴られたかの衝撃が走った。

　瞬きをするのも忘れてしまった私を、お義母様はどこか気味の悪い微笑を浮かべてじっと見つめている。

「慶太さんには、会社のためにも、自身のためにも、ふさわしい方と一緒になってもらいたいの」

　声帯を奪われたかのように声を発せず、聞こえている話も遠ざかっていく。

「近いうちに、私の方で本格的に話を進めるつもりでいるわ。あなたもわかったら、身の振り方をお考えになってちょうだい」

　解釈ができないまま、お義母様の「じゃ、またね」という声が聞こえたような気がする。

　いつの間にか目の前にお義母様の姿はなく、私はひとりその場に立ち尽くしいた。




「うん、そのタイミングで、スポット照明を美陽さんに。で、ご両親への手紙へ……」

「オッケーです。花束贈呈と、ウェイトドールの贈呈が入って――」

　明日は、いよいよ谷口様夫妻の挙式披露宴が執り行われる。

　今日は Primary Stage の式場で、スタッフ全員で前日の最終チェックを行い、準備に漏れがないか何度も確認をしている。

　桃ちゃんの作成した式進行表を見ながら、本番のイメージを膨らませる。

「いよいよだね……明日、楽しみだな」

「……美陽さんのお父様、ちゃんと来てくれるよね？」

　出席の返事をもらっても、桃ちゃんはやっぱりお父様が心配のようだ。

　あれだけ難航したプランニングだから、無理もないけれど……。

「大丈夫だよ。必ず来てくださる」

「うん……。でもまぁ、明日、顔を見るまで安心できないけどね」

　へへっと笑う桃ちゃんは、キラキラとした顔を見せている。初めて話したあの日、不安で泣いた人とは思えない頼もしい表情だ。

　式前日は、プランナー自身も万全の態勢で当日を迎えられるよう、夕方には退社して翌日に備えるのがこの業界の常識。午後六時前までにはすべてのチェックを終え、早々に式場を後にする。

　明日は頑張ろうと桃ちゃんと気合いを入れ、一足早く式場をひとりで出た。

　六月に入り、梅雨入り間近だというニュースを耳にするけど、明日は幸い晴れ予報。

　ジューンブライド……六月の花嫁は幸せになれるという言い伝えがある。もともとは欧米の気候や、ローマ神話の女神説などからの謂いわれだけれど、いつしか日本でも六月の結婚式はロマンティックだと人気となった。

　実際は、日本の六月は梅雨真っ只中で、挙式披露宴には向かない湿気と蒸し暑さに見舞われる。昔は結婚式を行うには不人気の時季であり、そんな状況に困った婚礼事業関係者が宣伝として広めたジューンブライドは、要は企業戦略であった。今では予約が取りづらい時期のひとつになっているから驚きだ。

　夏も近付くこの時期になると、午後六時前でもまだ空は明るさが残っている。

　この間の告白から、未だ気持ちの整理ができていない。慶太さんが海外出張に行くというから、会わなくて済むちょうどいい期間ができたと思っていたのに、今度はお義母様からあんな言葉をかけられて、さらに頭がぐちゃぐちゃになってしまった。

　でも、このまま逃げていてもなにも解決しないことはわかっている。

　駅前でタクシーへと乗り込み、告げた行先は前に一度訪れたことのある大学病院の名前。誰の許可も得ずに訪れてしまってもいいものかと懸念しながらも、私の意思は固まっていた。

　病院受付で訪問の記録を残し、以前の記憶をたどってエレベーターへと乗り込む。一度しか来ていないものの案外覚えているもので、特別病棟へは迷わずたどり着くことができた。

　私の知らない、当時のこと。

　それを、お義父様の口から直接聞きたいと思った。

　今さら、なにを聞くというのか。そうも思う。

　だけど、今のこの行き場のない複雑な気持ちを整理するためにも、お義父様と直接会って話さないといけないと思った。

　重厚な病室の扉の前に立ち、静かにゆっくりと息を吐き出す。軽くノックをして入室すると、内廊下の先の部屋の扉は開け放たれていた。

「……失礼、します」

　部屋の奥へと歩みを進めるたび、緊張が全身を包んで肥大していく。

　いよいよ室内へと足を踏み入れると、入ってきた私をお義父様は驚いた面持ちでじっと見つめた。

　今日はベッドではなく、車椅子に掛けているお義父様に向かって深く丁寧に頭を下げる。自分の膝を見ながら、お義父様が「のどかさん……」と声をかけてくれるのを聞いていた。

「お約束もなしに、突然申し訳ありません」

「いや、構わないよ。来てくれて嬉しい。今日、慶太は？」

「慶太さんは、シンガポールに出張されています。今日は、私ひとりで……」

　お義父様は「そうか」と穏やかに微笑む。

　こうして見ると、慶太さんがよく私に向けてくれる舞い降りたような優しい表情は、このお義父様譲りなのだと感じ取れた。

「相変わらず、忙しくしているようだが……結婚の準備は進んでいるのかな？」

　口ぶりからして、お義父様はなにも知らないようだった。

　用意してきた数々の言葉を出すのが一瞬ためらわれる。それでも気持ちを奮い立たせ、「お義父様」と口を開いた。

「慶太さんから、聞きました……私の、両親と、お義父様のこと……」

　〝私の両親〟と口にした瞬間、お義父様の目が動揺に揺れるのを目撃した。

　私がその話を持って、今日ここを訪れたなどとは思ってもみなかったのだろう。

　私の声を最後に、広い病室に沈黙が流れ始める。

　しばらくして、車椅子のロックを外し、お義父様は車椅子ごと薄暗くなり始めた窓の外へと身体を向けた。

「慶太から、あなたと一緒になると報告を受けて、ここであなたと初めて顔を合わせた時……本当は一番に、あの事故のことを謝りたかった」

　初めてお義父様にお会いした時は、慶太さんのお義父様が両親の事故の相手だなんて知りもしなかったし、微塵も考えてもいなかった。今思えば、あの時のお義父様の様子に引っかかるものがあったのは、複雑な想いがあったからなのだ。

「しかし、のどかさん……あなたを連れてくると聞いた時、慶太に約束してほしいと言われてしまってね……」

「約束……ですか」

　聞き返した私に、お義父様は窓の外を眺めていた顔をこちらに向け、目尻を下げる。

「事故のことは、あなたに話さないでほしいと。このまま、伏せていてほしいと」

　私が、あの事故で亡くなってしまった夫婦の子どもだと知りながら、その事実を伏せておかなくてはいけなかったことは、お義父様にとっても苦痛だったに違いない。

　車椅子を私へと向けたお義父様は、まっすぐ真剣な目をしていた。

「でも、間違っていた。私は……あなたの最愛のご両親を奪ってしまった。償いきれないことをしてしまったのだから……」

　膝の上で拳を握り、背中を折って頭を下げる。声を震わせ、「本当に、申し訳なかった」と、そう言った。

「お義父様、顔を上げてください」

　車椅子の上で謝罪をするお義父様は、ひどく小さく見えた。

　素早く近付き、固く握られた手にそっと触れる。

「もう、いいんです……だから、お義父様も、もう、ご自分を責めて苦しむのはおしまいにしてください」

　事故の真実を知って、お義父様を責めようという気持ちは初めからなかった。

　私が両親を亡くしたのと同時に、お義父様も最愛の奥様を亡くされた。

　悲しみや苦しみ、大切な人を失った傷に変わりはない。

　やっと顔を見せてくれたお義父様は「ありがとう」とか細く口にした。

　私は微笑み、何度も首を横に振る。

　しばらくの間沈黙が落ち、お義父様は再び陽が落ち始めた窓の外を眺め始めた。

「慶太が、事故のことを話さないよう私に言ったことを、どうか責めないでやってほしい」

　病と闘い衰弱している面持ちには似つかわしくない、強く真剣な眼差しに射抜かれる。その目には、息子を想う優しさも滲んでいた。

　私は黙って、そのお義父様の目を見つめ返す。

「あなたと結婚するということを、贖しょく罪ざいだと思われたくなかったんだ」

「え……」

　すべてを打ち明けられたあの日の、慶太さんの真摯な瞳が脳裏に蘇る。

　真実を知ってしまった私に、自分の想いを伝えること。信じてもらえないかもしれないという不安と恐怖の中で、慶太さんも悩み苦しんだに違いない。

「慶太は……のどかさん、あなたを心から想っているよ」

　慶太さんを彷彿させるお義父様の優しい声に、喉の奥に熱い塊かたまりがあるかのように、息が詰まりそうになっていた。




「皆様、大変お待たせいたしました。会場後方へご注目ください！　新郎新婦、ご入場です！」

　司会者の声に、会場内の注目が一点に集まる。

　去年話題になったウエディングソングが会場を包み込むと、大きく放たれた扉の先に、幸せを纏ったふたりが現れた。

　沸き起こる歓声の中、会場脇でインカムに耳を澄ます。

『――いよいよだね。よろしくお願いします』

「こちらこそ。いい披露宴に」

　対角線上、会場脇に控える桃ちゃんと目が合う。小さく頷くと、きゅっと口角を上げて応えてくれた。

　いよいよ迎えた谷口様の挙式披露宴。

　ジューンブライドの大安吉日。お天気にも恵まれ、すべてのものがふたりを祝福しているような日だ。

　心配していた美陽さんのお父様も約束通り参列してくれた。

　結婚式に出ないなんて言い出したお父様は、どんな方なんだろうとお会いするのを楽しみにしていた。絵に描いたような豪快な頑固親父を想像していたけれど、寡か黙もくな、静かで穏やかそうな方だった。美陽さんと歩くバージンロードの説明をさせていただいた際も、ただ黙って話を聞いていた。

「お疲れ様」

　メインテーブルにふたりが座り、プロフィール紹介が始まった時だった。

　いつの間にか隣に慶太さんが立っていて、驚いて一歩後退してしまった。

「お、お疲れ様です……」

　見上げた慶太さんは今日はブラックのスーツに身を包み、ホワイトのタイを巻いている。

　谷口様の式には必ず顔を出すと言っていた慶太さんは、昨日、シンガポールから戻ってきていた。

「何度も電話をもらっていたのに、出られずすみません」

「のどかも忙しかったみたいだね」

　慶太さんからの着信は毎日最低一度は入った。だけど、私の方で応じられず、結局電話で一度も話さなかった。

　もちろん、仕事で本当に出られないこともあった。でも、着信中の画面を見ながら、通話をタップせずに眺めていたこともあった。事故の真実を聞かされて、慶太さんとのことを一から整理しようと思っていたからだ。

　声を聞きたいと思う反面、なにかが私を引き止めていた。

「あの、慶太さん……この後、少しお時間いただけませんか？」

　でも、お義父様と話して、自分の中でモヤモヤしていた気持ちがはっきりとした。慶太さんが帰国したら、直接会って話したいと思っていた。

　私の申し出に、慶太さんは快く「もちろん」と答えてくれた。

　お色直しや余興などのプログラムが、式進行表通りのタイムスケジュールで行われていく。桃ちゃんが会場後方で動くのを合図に、いよいよメモリプレイが始まる段取りへと入った。

　美陽さんから話してただいたお父様との思い出をなるべく忠実に再現するため、バンケットルームから続くガーデンへの全扉を開け放つ。外では、ガーデンの真ん中にある木の根元で、レジャーシートを広げ、お弁当が用意されていた。

『長谷川です、ご両親の誘導お願いします』

「――了解です」

　インカムから桃ちゃんの指示を受け、美陽さんのご両親のテーブルへと向かう。

　テーブル脇に片膝をついて「失礼いたします」と声をかけると、お父様はビールグラスを手に哀あい愁しゅうを漂わせ、メインテーブルで友人たちに囲まれる美陽さんを見つめていた。

「次のプログラムがガーデン会場で行われる予定ですので、恐れ入りますが会場後方にご移動をお願いします」

　私の説明に美陽さんのお母様が「わかりました」と了承してくださる。

　テーブルから一歩離れると、お母様が「お父さん」と肩を叩いて呼んでいた。

「柏です、ご両家に声かけ、完了です」

『――了解です、役者さんたちのスタンバイも完了です』

「了解――」

　席を立ち上がるご両親を所定の位置に誘導していく。私の動きを確認した桃ちゃんが司会者に合図をした。

「ご歓談中ではありますが、ここで、新婦、美陽様の懐かしい思い出を振り返っていきたく思います。皆様、会場左後方、屋外ガーデンにご注目ください」

　いよいよ……始まる。

　ご両親を誘導し終えた私は、その傍らで、始まったメモリプレイの演出と、それに目を向けたお父様を見つめていた。

　役者さんたちの演技が始まると、お父様の表情が一瞬ハッと覚かく醒せいしたように見えた。

　当時の家族の写真をお借りして、ご両親、ご兄弟、美陽さん本人に似た役者さんたちにオファーをかけた。美陽さんと打ち合わせを重ねて台本を作り、当時の休日を再現した。

　会場内の視線がガーデンへと集まる先では、お弁当を食べ終えた美陽さん役の子役と、お父様役の役者がレジャーシートから立ち上がり、ボール遊びを始める。他愛ない話から、「美陽、大きくなったらパパと結婚する」という、美陽さんがお父様によく言っていたという言葉が子役の口から飛び出す。

　チラリとお父様の顔を窺うと、真剣な眼差しでその光景を見つめていた。

「なに言ってるんだ、いいか美陽、パパよりいい男を見つけろよ」

　若い日の自分と重ね合わせ、そして、大切な娘にかけていた言葉を思い出したのか、お父様の目から涙が一筋流れ落ちた。照明の落とされた薄暗い会場内でも、美しい涙が頬を濡らした跡はしっかりと光り残っていた。

　クライマックスの場面を迎え、ガーデンに向けられていたスポットライトが、メインテーブルの前に立つ美陽さんと、マイクを美陽さんに向けて共に立つ怜さんを照らし出す。それを合図に、素早く両家の両親を誘導し、会場隅に引っ込んだ。

「お父さんに言われた通り、私は……私を、大切にしてくれる怜さんと、共に生きていきます」

　叶わないかもしれなかった感謝の手紙を読み上げる美陽さんは、嗚お咽えつを必死にこらえながら一文一文を噛みしめるように口にする。

　それを聞くお父様は、時折ぎゅっと目を瞑ったり、手の甲で涙を拭ったりしていた。

　手紙を読み上げ、花束を手にやってきた美陽さんを、お父様は両手を広げて抱きしめた。その姿は、これまでの隙間をすべて埋めるような、優しさと愛に溢れていた。

　会場が温かい歓声で包まれるのを目に、私の胸にも熱いものが込み上げる。

　やっぱり、結婚式って、最高だな……。

　浮かんだ涙の先に見える美陽さんとお父様の幸せそうな笑顔に、手の平が痛くなるほど拍手を送る。

　会場脇で披露宴を見守っていた慶太さんに目を向けると、感慨深そうに手を打っていた。




　午後、六時過ぎ――。

　無事に谷口様の挙式披露宴を終え、桃ちゃんは安堵と感動で泣いて喜んでいた。

　今日が成功したお祝いはまた後日盛大にしようという約束をし、先に仕事を上がらせてもらった。

「今日は、どうもありがとう。素晴らしい式だった」

　谷口様の挙式披露宴後、慶太さんは約束通り時間を作ってくれた。

　松崎さんの運転する車に私を共に乗せ、向かった先は私たちの新居であるタワーマンション。正面エントランスから建物へと入り、いつも通りコンシェルジュの常駐するカウンターを通過して、エレベーターホールへと向かう。

「長谷川さんをはじめ、スタッフの皆さんが優秀な方々ばかりだったから実現したお式でした。こちらこそ、ご支援ありがとうございました」

　式が終わって数時間が経つけれど、ぞくぞくした感覚は未だ身体に残っている。

　美陽さんの幸せな姿も、お父様の綺麗な涙も、会場で見守るゲストの温かさも。なにもかもが感動的な結婚式だった。

「初めて仕事の話をした時、のどかが言っていたことを、この目で確かめることができたよ」

「え……？」

「〝結婚式は、おふたりはもちろん、そのふたりの人生に関わってきたすべての方に、幸せになってもらう一日〟。本当に、その言葉通りの式だった」

　あの日、口にした私のウエディングプランナーとしてのポリシーが、こうして慶太さんに伝わったことが心の底から嬉しい。プランナーとしての姿はもちろん、私が自信を持てる一面を、慶太さんに見てもらえたことが最大の喜びだった。

　エレベーターが住まいの階へと到着し、慶太さんは自然に私の背に手を回す。そんな些細な触れ合いだけでも、胸は高鳴りを覚えてしまう。

　実際にしばらく会っていなかったこともあるけれど、真剣にこれからのことを考えようと、気持ちの面でも距離を置いていたからかもしれない。

「で……話、というのは？」

　先に玄関を入り、廊下をリビングへと進みながら、慶太さんは後ろに続く私に問いかける。

　その後を追いかけるうち、気付けば慶太さんの広い背中に自ら飛び込むようにして抱きついていた。

　部屋の明かりをつけようと立ち止まった慶太さんは、突如飛びついてきた私のせいで、スイッチにかざした手を止める。

　しがみつくように回した手に、そっと大きな手が重なった。

「のどか……？」

　私の方からこんな風に慶太さんに触れたことは今までない。私を呼んだ慶太さんの声は、微かに驚きを含んでいる。

「この間は……ごめんなさい。時間をくださいなんて、言ってしまって……」

　なにから話せばいいのだろうかと思いを巡らせながら、抱きしめた腕にきつく力を込めた。

「慶太さんが出張に行かれている間、お義父様に会いに行きました」

　慶太さんは私の話を黙って聞いてくれている。重ねた手で私の手をしっかりと握ってくれていて、その温かい体温に心が落ち着いていく。

　話したいことはたくさんある。

　だけど一番に、これだけは伝えたいということはひとつしかなかった。

「色々、考えました。でも、私は……なにがあっても、慶太さんと一緒にいたい」

　いつから私は、こんなに慶太さんとの結婚を望むようになったのだろう。

　結婚できることを喜び待ち望み、ダメになりそうだと思うとつらく苦しい。

　慶太さんと出会う前の私が知ったら、きっと信じられない。

　だけど今は、寝ても覚めても彼のことを考えてしまうほど、慶太さんを想っている。

「のどか……」

　握っていた手を引いて慶太さんは振り返り、私を胸の中に閉じ込める。抱き寄せた頭に唇を寄せ、髪にそっと口づけた。

「ものすごく……長い一週間だった」

　慶太さんのものとは思えない、気が抜けたような声が降ってくる。

　私が思い悩んでいたこの一週間、慶太さんも出張先で様々なことを思っていたのだろう。

「今日、久しぶりに会って、話があるなんて言われて、正直身構えてた。結婚はできないと、そう言われるんじゃないかって」

「慶太さん……」

　腕を緩め、覗き込むようにして顔を合わせる。目が合うと、慶太さんは「でも……」と柔らかく微笑んだ。

「もし、のどかがそう言ってきたとしても、俺にはのどかを手放す選択肢なんてなかった」

「え……？」

「悪いが、俺はもう、あなたのいない未来は考えられない」

　見上げる慶太さんの綺麗な顔が、一気に浮かんだ涙で波打つ。

　胸が熱い。

　喉の奥に息苦しさが押し寄せて、うめき声のように嗚咽が込み上げた。

「うっ……けい、た、さん……うぅ……」

　肩を震わせ泣き始めた私を、慶太さんは再び腕の中に包み込む。

　仕立てのいいスーツを涙で濡らしてしまうのは気が引けたけど、溢れる熱いものはとめどなかった。

「私も……慶太さんの、いない未来なんて考えられない……だから、だから……私のこと、離さないでください」

　涙をのみ込み、震える声で訴える私に応えるように、慶太さんは腕に力を込めて抱き直す。でもすぐに身体を離し、涙に濡れた顔を見つめられた。

「ひゃあっ！」

　目が合い、にこりと微笑まれた次の瞬間、私の身体は宙に浮き、慶太さんに横抱きにされていた。すぐ目の前に慶太さんの顔が迫り、視線の高さがぐんと近付く。

　驚いて慶太さんの首にしがみついていた。

「そんな風に言われたら、悪いが自制がきかない」

「えっ!?」

　重い私を軽い足取りで運んでいき、背中から丁寧に下ろされたのは寝室の広いベッドの上だった。

　スーツのジャケットを脱ぎ捨てた慶太さんは、横になった私をまじまじと見つめながらベッドに上がる。私の耳のすぐ横に片手をつくと、微笑を浮かべて唇を寄せた。

　押し当てられた唇はすぐに離れ、触れては離れてを繰り返しながら私を翻弄する。

　唇の弾力を存分に楽しむと、最後は深く重ねられた。

　キスだけで、まるで熱にやられるアイスクリームのようにとろけていく。

　全身から力が抜けていきながら、ベッドに放り出された手の平に慶太さんの大きな手が重なるのを感じた。

「キスだけでそんな顔して……」

　自分がどんな顔をしてしまっているのか、想像するだけで恥ずかしい。

　だけど、それすらどうでもよくなってしまうくらい、慶太さんに酔わされている。

「慶太、さん……」

　名前を呼ぶと、慶太さんはうっとりするような綺麗な微笑を浮かべて顔を近付ける。

　鼻と鼻が触れ合うと「もっと呼んで」と囁き、また唇を奪った。

　慶太さんの唇が、指先が、恍こう惚こつとした世界へと私を導いていく。

　身体が溶けていくように熱を上げ、忙しなく甘い声を漏らす私の唇を、慶太さんは深いキスで塞いでしまう。

「慶太、さんっ……もう、私……」

　身体が熱く火照って、どうにかなりそう。

　縋るように逞しい腕に触れると、慶太さんは私の耳元でクスッと笑った。

「今日こそは……のどかのこと、もらってもいいかな？」

　もう十分熱を上げているのに、体内の燃焼は治まることを知らない。

　そんな言葉にキュンと身体の奥底が震え、思わず慶太さんの背に抱きつくようにして腕を回していた。

「はい……慶太さんに、もらってもらいたいです……」

　高鳴る鼓動は最高潮に達して音を立てていた。

　唇や首筋、デコルテから胸に口づけられながら、慶太さんの両腕が私を包み込む。

　未経験が故、ちゃんと受け入れられるのか、そんな不安が頭を過る。

「大丈夫……でも、もしつらかったら、我慢しないで言ってほしい」

　こんな時でも私のことを気遣ってくれる優しさに、今日のこの日まで、大切にとっておいてよかったなんて思ってしまった。

　広いベッドに沈み込み、胸を上下させる。そんな私の髪を撫で、慶太さんは優しいキスを落とした。

「のどか、大丈夫？」

「……は、い」

　我慢しないで、なんて言ってもらったけど、初めての喪失は、つらくて耐えられないことはないに等しかった。

　慶太さんは私を抱きながらも、常に私を気遣い、最優先にしてくれていた。

　自分の欲に暴走しないでいるなんて、余裕がないとできることではないと思う。

　でも、こんなんじゃ慶太さんは……。

　初めてというだけで、かなり気を使わせてしまったことは間違いない。

　慶太さんは、きっと満足できなかったはず。

　だけど……。

「すごく、よかったよ」

　慶太さんにとってそんな心配は瑣さ末まつなことだったらしく、赤面してしまうことを耳元で囁かれてしまった。




　そして、すっかり夜も更けた頃――。

「明日、役所に行こう」

　お互いの気持ちを確かめるようにベッドで甘美な時間を過ごし、慶太さんはそれでも飽きずに私を離さない。

　愛おしそうに幾度となく髪を撫でながら、私の頬に唇を寄せた。

「明日、ですか？　慶太さん、お仕事は」

「のどかと籍を入れることより大事なことなんてないからね、大丈夫だよ」

　甘くて優しい慶太さんの声。

　嬉しくて、思わず笑みがこぼれる。

　近距離で目を合わせ、目や鼻、口と、ひとつひとつのパーツをじっくりと観察するように見つめる慶太さん。最後に鼻の頭に軽く口づけ、「ああ、まずいな」と呟いた。

「……？」

「もう寝かせてあげようと思ったのに、のどかに煽られた」

「……えぇっ!?　あ、煽ってなんか！」

　驚いて声をあげた私に構わず、慶太さんは顔中にキスを降らしてくる。

「け、慶太さん」

　困って端整な顔を両手で包み込むと、離れた慶太さんは艶っぽく、どこか悪戯な微笑を浮かべる。そして突然、私を抱いてベッドから立ち上がった。

「ひとまず、一緒にシャワーを浴びよう」

「えっ、い、一緒に!?」

　それはさすがに恥ずかしくて、考え直してもらおうとじたばた暴れながら抗議する。

　そうじゃなくても、生まれたままの姿で抱き上げられてしまったことが猛烈な羞恥心をかき立てる。

　でも、その恥じらいは慶太さんには逆効果だったらしく、あっという間にバスルームに連れ込まれていた。




「ご苦労様です、またお願いします～！」

　開け放ったバンケットルームには、明日行われる披露宴のために運び込まれた大量の生花。花の甘く爽やかな香りに包まれ、気分よく深呼吸する。

「よし……」

　伝票を見ながら発注のチェックを始めると、ノートパソコンと共に円卓に置いてあるスマホが突然音を立てた。

　覗き込んだディスプレイには、桃ちゃんの名前が表示されていた。

「もしもし？　桃ちゃん？」

《のどちゃん、今どこ!?》

　聞こえてきた桃ちゃんの声は、どこか焦っているような調子だ。

「え、今……自分のとこで明日のお花チェックを――」

《メールチェックできる!?　社員向けの一斉メール、のどちゃんとこにも来てるはずだから、今すぐ見て！》

「え、メール……？」

　電話の向こうが騒がしい。桃ちゃんに《急いで！》と言われて慌ててパソコンのロックを解除し、開いたメール画面に目を凝らした。

　そこには、新着メールがひとつ。Primary Stage の社内アカウントからのもので、差出人は専務……慶太さんのお義母様だった。

　件名には【社内報告および、マスコミ関係各社お披露目会のお知らせ】とある。

　意識とは別に、ドクンと鼓動が嫌な音を立てて鳴り響き始める。

　開いたメールに視線を走らせ、読んでいく一文一文に釘付けになっていた。

《のどちゃん？　これって、どういうこと!?》

　ちょうど全文を読み終えた時、桃ちゃんの動揺した声が聞こえてきた。

「わからない……」

　本当になにがなんだかわけが分からなかった。上手く理解ができず、何度も同じ文章を読み返す。

　書かれていたのは、慶太さんが婚約発表を行うということ。でも、そこにあるお相手の名前は、私ではない知らない誰か。そしてそれが、社内発表されると共に、マスコミへの大々的なお披露目を行うという内容の知らせだった。

　今日は、午後から慶太さんと婚姻届を出しに役所に出向く約束をしている。昨日、ベッドの中でその約束をしたからだ。

《メールにもあるけど、全社員に招集かかってて、急な発表だから今から向かえる人間だけでもいいみたいなんだけど、私も今移動中でね》

　メールに記載されている場所と時間を見ると、お披露目は Primary Stage の式場のひとつで行われるとある。慶太さんと初めてふたりで会った、表参道にある式場だ。

　時刻を確認すると、もう三十分前と時間が迫っている。

《のどちゃん？　事情はよくわからないけど、とにか――》

「今から向かう！」

　通話口から桃ちゃんの声が聞こえていたけれど、スマホを握りしめたまま私はバンケットルームを飛び出していた。

　作業中の仕事をそのままに、勢いのまま大通りへと急ぐ。ちょうど通りかかったタクシーを停め、表参道に急いでもらった。

　慶太さんがシンガポールへ出張に行っていた時、お義母様にばったり会った。

『近いうちに、私の方で本格的に話を進めるつもりでいるわ』

　あれは、このことを言っていたのだろうか。でもまさか、こんな急に、その上、大々的に。

　現場に向かいながらも頭がついていかない。

　思い出したように、握りしめていたスマホから、慶太さんの番号を表示させる。

　今のこの状況が一体どういうことなのか、直接本人に聞こうと電話をかけてみたけれど、呼び出しの後に留守電へと繋がってしまい、慶太さんの声を聞くことは叶わなかった。

　慶太さんと話せないことが、募り始めた不安に拍車をかける。

　今までのことはなかったことにしてほしい。やっぱり、君とは結婚はできない。

　もし、今日突然、慶太さんがそう言ってきたら、私はどうするだろうか。

　慶太さんのぬくもりを感じていた幸せな時間から、まだ半日も経っていない。

　だけど、急に怖くなってくる。さっき目にしたお義母様からの一斉メールが、目の裏に貼り付いているかのように意識の中から離れていかない。

　急いでくださいとお願いしたタクシーが会場に着いたのは、メールに記載されていた時間の約五分前だった。

　飛び出すようにタクシーを降車し、アイアン造りのエントランスへと急ぐ。

　式場周辺は前に訪れた時よりも多くの人がいて、報道陣と思われるカメラなどを手にした取材人の姿もある。

　それを横目に式場へと踏み込むと、あの日見上げた巨大な独立型チャペルが私を出迎えていた。

　Primary Stage の社員や招かれた人々が、吸い込まれるようにレッドカーペットの敷かれた長い階段を上がっていく。

「すみませんっ」

　逸る気持ちを抑え、人をよけながら階段を一気に駆け上がる。

「のどちゃん！」

　最後の段に足をかけた時、開け放たれたチャペルの扉から桃ちゃんが私に向かって駆け寄ってきた。

　動悸が激しく、呼吸がままならない。

　チャペルの中には多くの人が詰めかけていて、これから始まるお披露目を前に騒然としていた。

「のどちゃん、社長と一緒になるのはのどちゃんでしょ？　それなのに、あのお相手って……」

　悠長に見ることはできなかったけど、記されていたお相手は、この業界でも有名な婚礼衣装プロデュース最大手の企業『クレア・ルミナス』のご令嬢だった。

　クレア・ルミナスは、世界各国に自社店舗も多く出していて、近年急成長を遂げている。私と慶太さんが初めてハワイで出会ったのも、その店舗だった。

　人で賑わうチャペル内へと足を踏み入れる。その奥で、お義母様がひっそりと佇んでいるのが目に入った。

　満足そうな笑みを口元に滲ませ、これから始まるお披露目を今か今かと待っているように見える。目が離せず凝視していた私と視線がぶつかり合うと、口角は勝ち誇ったようにさらに吊り上がった。

　どこからともなく「間もなく社長がお見えになられます」と、会場内に知らせの声がかかる。

　ドクン、と心臓が重低音で激しく鳴り響き始めた。

　チャペルの中央には、囲み取材をするために報道陣が待ち構えている。今からそこに、慶太さんが姿を現す。

　その隣には、もしかしたら私の知らない女性が連れ立って出てくるのかもしれない。

　――逃げ出したい。

　そう気持ちが揺れ出した時、多くのフラッシュが瞬き始めた。たくさん並ぶ頭の向こうに、上背のある慶太さんが現れると、シャッター音があちこちで繰り返される。

　今朝、一緒のベッドで目覚めた慶太さんのサラサラだった黒髪はきっちりとビジネス仕様にセットされ、身に纏うスーツはチャコールグレー。綺麗な青のネクタイが目を引く。

　そこにお相手の女性はなく、姿を見せたのは慶太さんひとりだけだった。

　集まった人々に向けて、慶太さんは丁寧に深々と頭を下げる。

　吸い込まれるようにその凛とした姿に見入っていた。

「本日はお忙しい中、私事でお集まりいただきましてありがとうございます」

　いつも通りの落ち着いた慶太さんの声に、私の鼓動はさらに壊れたように暴走していく。全身が心臓になってしまったかのような巨大な音に包まれて、囲まれる慶太さんをじっと真剣に見つめていた。

「本日、わたくし園咲慶太は……あちらにいらっしゃる、『Jo House Wedding』のウエディングプランナー、柏のどかさんと入籍する運びとなりました」

　慶太さんに集まっていた視線やレンズが、一斉にこちらに向けられる。

　えっ――？と思っているうちに、まばゆいフラッシュに照らされていた。

　これは一体、どういうことなのか。状況が把握できないまま瞬きを忘れる。

　どよめくチャペル内。「社長、お相手は公表されていませんでしたが――」などという報道陣からの質問が飛び交う。

　社内に流れたお義母様からのメールには、お相手がはっきりと記されていた。でも、外部の人間にはその情報は流れていない様子だ。もしかして、お義母様の動きを知っていた慶太さんが、先手を打って根回ししていたのだろうか。

　ハッとしてお義母様に目を向けると、意識が遠退きそうな真っ青な顔をして立ち尽くしていた。

「ええ、当日お知らせしようと思っていまして」

　微笑を浮かべた慶太さんが、呆然とする私のもとへと近付いてくる。目の前まで来ると、いつも通りのふわりと優しい笑みで私を見つめた。

　込み上げる様々な思いに胸がきゅうっと締めつけられる。

「慶太、さん……」

「お待たせ、行こうか」と言った慶太さんは、懐から折りたたまれた婚姻届を取り出す。大勢の人がいることも気にせず、私を引き寄せて肩を抱いた。

　たかれるフラッシュの中、慶太さんは集まった人々に頭を下げる。

「挙式披露宴の際には、またお知らせさせていただきます」

　ざわめくチャペルから私を連れ出し、慶太さんは颯さっ爽そうとレッドカーペットの続く階段を下っていく。

「慶太さん、あのっ――」

「ん？」

「あの、これは一体どういう？　社内メールには、お相手の名前まであったから」

　状況をのみ込みきれない私を目に、慶太さんはフッと勝ち誇ったような微笑を浮かべてみせる。

「あの人がまた勝手なことをして、婚約の話を進めていたのを知ってたからね。お相手に迷惑をかけないように裏で穏便に話を無効にしておいたんだ」

「え……じゃあ」

「そう。今日まであの人にも、誰にも知られないようにしていたから、のどかにも真実を話せなかった」

　すべての事情を話してくれた慶太さんは「ごめんね」と微笑む。

「でも、ちょうどいい場でのどかとの結婚を発表できたからよかったよ」

　クスッと笑った慶太さんは、「自分が用意した場が利用されるなんて、あの人も思ってなかっただろうな」なんて意地悪く言った。

　一瞬でも不安になった自分が憎らしかった。

　慶太さんは、いつでも私を温かい愛で包み込んでくれる。出会ったばかりの頃、結婚してほしいと言ってくれたあの時から、なにも変わってない。

　だから私も、彼を信じ、彼を想い、彼と共に生きていきたいと思う。

「慶太さん……大好きです！」

　見上げた慶太さんは舞い降りたような笑みを見せ、優しく熱く私の唇を奪った。










バージンロードの先にあるもの




　古くから、教会の下には悪魔が住んでいるという言い伝えがある。

　バージンロードには花嫁を守るための白い布が敷かれ、そこには真っ白な薔薇が咲き乱れるように祭壇までの道を飾る。

　そびえ立つチャペルの扉が開いたその瞬間は、新婦の誕生を表していると言われている。

　バージンロードを歩んでいくその一歩を、今まで育んできた一年とし、ゆっくりと進んでいく。

　祭壇の前で待つ新しいパートナーへと向かって、幸せを噛みしめながら……。

　そのバージンロードを、私は毎日眺めるだけ。

　私がそこを歩むことは、きっと、ない――。

　そう、思っていたのに……。




　一歩、また一歩。

　ロングベールを揺らし、長く伸びるバージンロードの先を見据えて歩んでいく。

　たくさんの祝福の眼差しに見守られ、その先には、私を待つ愛おしい人の姿がある。

　結婚式を作る側にいた自分。

　まして、結婚はしないと思っていた自分が、この道を歩くなんて感慨深い。

　ベールの中から見えるのは、この道を歩くことを許された人にしか見られない景色。

　それはまるで、眩しい幸せに目がくらまないためのフィルターのようだ。

　祭壇へと近付くと、まっすぐにこちらを見つめるいつもの穏やかな顔がはっきりと目に映る。目が合うと優しい笑みを浮かべ、手を差し伸べてくれた。




「おめでとうございました！　披露宴まで少し時間があるので、休憩しててください」

　挙式を終え控え室に戻ってくると、桃ちゃんはいそいそとドアを開け、私のドレスの裾を持ってくれる。

　約束していた通り、桃ちゃんが私たちの結婚式のプランナーを買って出てくれた。

　お陰で気兼ねなく色々と注文ができ、準備の段階からすごく楽しかった。それも今日で終わりかと思うと、まだ披露宴が始まる前だというのにちょっぴり寂しい気分にさせられる。

「ふう……」

「のどちゃん、大丈夫？」

「あ、うん、大丈夫。ちょっと、コルセットがきつくて……結構苦しいもんなんだね」

　自分が実際に体験してみないとわからないこと。コルセットもだけど、ウエディングドレスもなかなか歩きづらい。

　この経験は今後、プランナーをしていく上で役に立てていきたいと思う。

「長谷川さん、少しふたりにしてもらえるかな」

　桃ちゃんとあれこれ言い合っていると、そばで見守っていた慶太さんが、話の区切りを見計らって声をかけてきた。

「あ、はい！　では、お時間がまいりましたらお迎えに上がります」

　ぺこりと頭を下げ、桃ちゃんは「失礼いたします」と部屋を出ていく。

　大きな姿見に映るウエディングドレスの自分を目にすると、その背後に慶太さんが映り込んだ。鏡越しに目が合い、背後から腕を回して抱きしめられる。

「やっとふたりきりになれた」

　耳のすぐそばで聞こえた甘く囁くような声に、ドキンと心臓が跳ね上がった。

　シャンパンベージュのロングタキシードを着た今日の慶太さんは、いつにも増して素敵でカッコよく、その姿が目に入るたびにドキドキさせられている。

　今まで仕事柄多くの新郎を見てきたけれど、慶太さんの上をいく人はいない。

「こんな美しい花嫁……今まで見たことない」

　腰に回した手をグッと自分へと引き寄せて、慶太さんはうっすらチークののる頬に口づける。

　メイクをしていても赤面しているのがわかるほど顔が火照ってしまい、鏡の中の自分からとっさに目を逸らした。

　困り顔になった私を見てか、慶太さんは「かわいい」とクスッと笑う。そして、目を合わせるように横から顔を覗き込んだ。

　切れ長の綺麗な目に吸い込まれそうになって、一瞬、時が止まったような錯覚に陥った。

「今夜は朝まで離さないつもりだから、覚悟して」

　そう言った悪戯な唇が、ふわりと包み込むような口づけを落とした。

　甘く重なる唇に、身体の熱が上がっていく。腰のあたりから力が抜けていきそうになって、縋るように慶太さんの腕に掴まっていた。

　ゆっくりと顔を離すと、再び背後から抱きしめられる。

　大切そうに包んでくれる腕に好きな気持ちが溢れそうになって、私からもそっと指を絡めた。

「のどか……俺を選んでくれて、ありがとう」

　急に改まったような声の調子で慶太さんがそんなことを口にして、思わず目を丸くしてしまった。

　鏡越しに見える慶太さんは、愛しそうに私のこめかみに唇を寄せ、瞳を閉じていた。

「あなただけを生涯愛する。なにがあっても、必ず幸せにすると誓うから」

　自分の人生の中で、こんな言葉をもらえるなんて一生ないと思っていた。

　愛される喜びも、愛する喜びも、教えてくれた愛しい人。だから、私も……。

「私も……慶太さんを幸せにできる、奥さんになります」

　帰ったらホッとできる家を作ること。

　笑い声の絶えない明るい家庭を作ること。

　温かい、いつでも帰りたいと思える場所を作ること。

　慶太さんが好きで、大事で、愛しているから……。

　互いの誓いに鏡の中で笑い合い、振り向いて顔を見合わせる。

　見つめ合い、気持ちを確かめ合うように、深く長いキスを交わした。
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心地いい、愛しい想い




　一日が終わる前の至福のひと時。

　自宅リビングの中二階に設置した家庭用シアターの大画面には、泣き叫ぶ子どもと、極悪非道な道化師。

　隣にいるのどかを密かに見つめる。ぴったりと寄り添い、スクリーンへと向ける真剣な眼差しは、大きな黒目がうるうるとしている。

　仕事が終わって電話をかけると、『映画のＤＶＤを借りたから一緒にどうですか？』と誘われた。

　のどかはどんな映画を好むのかと興味津々で帰宅すると、予想もしなかった恐怖映画のディスクを満面の笑みで見せられた。

　少し前に話題になった海外映画で、ピエロが出てくるＲ指定のやつだ。

　意外だった。恋愛ものとか、そういうのが好きだとばかり思っていたのに。

　でも、観たいと言いつつ怖いらしく、さっきから時折ビクッと身体を震わせている。

　怖いもの見たさ、というやつなんだろうけど、怖がる様子はなかなか新鮮で悪くない。むしろ、のどかからくっついてくるなんてことは、こういう時じゃないとなかなか叶わない。

　スクリーンに見入っているところを、横から不意打ちで唇を奪ってみる。

　驚いたように俺を見たのどかは、「退屈ですか？」と窺うように聞いた。

「いや。ただ、のどかがかわいくてつい」

　のどかを前に口を開くと、〝かわいい〟というフレーズが自然と出てきてしまう。

　これは常日頃思っていることで致し方ないのに、のどかは「も～う！」とまともには取り合ってはくれない。

　それでも毎度、照れたように困った顔を赤らめるのがたまらなく愛らしい。

「またそんなこと言って……」

「またって、かわいいから仕方ない」

　実のところ、映画を観ているよりのどかを眺めている割合の方が大きい。いくら見ていても飽きないし、癒される。

　そんなことを言ったら、またのどかが〝牛〟になってしまいそうだが……。

　再びスクリーンに目を向けながら、数時間前のことを思い返す。

『のどか様が、社長の交友関係を心配されているようです』

　帰り際、秘書の神原さんに突然そんな話を切り出された。

　何事かと追及したところ、俺の知らないところでのどかが神原さんに色々な相談をしているということを聞き出した。

　のどかは突然、『慶太さんって、今まで何人くらいの女性とお付き合いされていたんですか？』なんてことを口にしたらしい。

　なぜそんなことを言い出したのか……聞くところによると、日常よくある光景を目にしてだと、神原さんは言った。

　それはちょうど、一週間ほど前のこと――。

　業務提携を結んでいるホテル『Charlotteシャルロット TOKYOトウキョウ-BAYベイ』の取締役が Primary Stage 本社を訪れた。その時に同行してきたご令嬢が、近々行われる自らの誕生パーティーへ、俺を招待したいと言い出したのだ。

　彼女の押しが強いのは昔からで、ことあるごとに理由をつけて神原さんに断りを入れてもらってきた。自分の立場や相手方との関係的に、邪険にはできないからそれなりに気も使う。

　しかし、今や俺も、結婚して間もない新婚の身。さすがに以前のような強引な誘いはないだろうと安心しきっていた。

　が、彼女は本社のエントランスで信じられない言葉を遠慮なしの声量で口にしたのだった。

『園咲さーん、どうして結婚しちゃったんですか？　私以外の人と一緒になるなんてー！』

　先に断っておくが、彼女と縁談の話が出たことは一切ない。もちろん、個人的なお付き合いをしたこともなければ、ふたりきりで会ったことすら一度もない。

　そんな、振り分けると他人寄りに分類される相手だというのに、人が聞けば勘違いをされるようなことを盛大に言われては、迷惑としか言いようがないだろう。

　だが、こともあろうか、その勘違いをのどかがしてしまったようだった。

　その場に居合わせたのどかは、その後遠慮がちに『先ほどの方は……？』と彼女の存在を気にしていた。

　のどかが気にするような相手ではないと説明したけれど、神原さんに探りを入れるあたり、どうやら納得がいかなかったのだろう。

　無理もない。もしも逆の立場なら、俺は間違いなく嫉妬に狂っているはずだ。

　のどかに近付こうとする男は、冗談抜きで抹殺レベルと考えている。

　こんなことを口にすれば、のどかは確実にドン引きするだろうけど……。

「――慶太さん」

　ろくに映画も観ずにぼんやり考えを巡らせていると、横からのどかが覗くように俺を見上げていた。スクリーンの明るさに照らされたのどかの横顔には、目元に長い睫毛の影が落ちている。

　まずい、ちゃんと観ていないと怒られるか。

　そう思ったのも束の間、のどかはどこか言いづらそうに「あの……」と話を切り出した。

「この間の、お嬢様のお誕生日パーティー……出席された方がいいかと思うんです」

　のどかはエスパーなのかと、目の前の顔をつい凝視してしまった。

　しかしここは、驚きが顔に表れないように平静を努める。

「急になにを言い出すかと思ったら、どうしてそんなことを？　その件なら、神原さんにお断りしてもらっているから、のどかが心配することじゃないよ」

「でも……」

　腑に落ちない様子ののどかは、一度俺から逸らした視線を宙に彷徨わせると、またなにか言いたげに俺を見つめる。

「一度出向けば、諦めてくださるのではないかなって……。曖昧に断り続けていると、ずっと誘われてしまうと思うんです」

「いや、でもしかし――」

「慶太さんが、ずっとこの先も、この間みたいに声をかけられるのが、私は嫌なんです……だから――」

　……参った。そういうことだったのか。

　その場その場で柔軟に対応してかわしておけばいいと思ってきたが、それがのどかにとっては堪えられないことだったと気付かされる。

「お仕事の一環ですよね？　私のことを気にするなら、大丈夫ですので、行ってきてください」

　ここまで言わせて、それでも行かないと突っぱねる理由もなかった。

　なにより、いつでものどかの望むことを最優先して聞きたいと思っている。

「ほんと……君には負けるよ」

「……？」

　不思議そうに俺を見つめる黒々とした瞳に、吸い寄せられるように近付く。

　頬にかかる長い髪を耳に丁寧にかけながら、「慶太さん？」と俺の名を呼んだ唇に口づけていた。

「――っ、慶太、さん……映画が」

　温かく柔らかい唇は、一瞬の隙をついて俺の悪戯を窘たしなめる。

　普段なら折れるところだが、今日は爽やかに笑って解放してあげられる気分じゃなかった。

「戻せばいいよ」

　背中に手を添えソファへと横たえると、戸惑う瞳にキスを落とした。




　週末、土曜日――。

　昼の時間が迫り、本社ビルからほど近い式場店舗へと出向く。

　婚礼のない週末に行っているブライダルフェアは、今日も結婚を控える多くのカップルが来場し盛り上がっていた。

　結婚後も、のどかはウエディングに携わる現場に毎日出ている。

　彼女の強い希望で、城社長の式場とうちでの仕事を掛け持っていて、少し働きすぎなのではないかと心配になる。

　そんな毎日の中でも、仕事が終わって帰宅すると食事の用意をして待っていてくれるから、のどかには本当に頭が下がる。

　出会って彼女を知るうちに、努力家で頑張り屋だということはわかっていたけれど、結婚して正式に一緒に暮らすようになってから、よりそれを実感している。

　フェアの様子を横目に、視線は自然とのどかの姿を探す。

　バンケットルームでは見学会のメインともいえる試食会が開かれ、多くの見学客で賑わいを見せていた。

「お疲れ様です！」

　背後から声をかけられ振り返ると、そこには長谷川さんが立っていた。

「お疲れ様」

「のどちゃんですか？」

　俺の心の中を読み取ったかのように、長谷川さんはにこりと微笑む。

「今ちょうど、奥で料理の説明の対応中だったかと……あ、あそこに」

　示された先には、テーブルにつくカップルに腰を折って説明をしているのどかの姿が見える。知らせてくれた彼女に「ありがとう」と言い、会場脇を歩いてのどかのもとへと向かった。

　結婚を間近にした幸せそうなカップルは、披露宴でのコースメニューについて質問していたようだった。のどかはオプションで付けられるローストビーフの説明をしている。シェフが目の前でカットする、人気のオプションメニューだ。

　説明を終え、挨拶をしたのどかがテーブルから離れていく。

　それまでいなかったはずの俺の姿を発見すると、一瞬驚いたような表情を見せ、こちらに向かって足を進めた。

「お疲れ様です。どうかされましたか？」

　ぱちぱちと目を瞬かせるたびに、くるんとカールした長い睫毛が揺れる。

　このまま手を広げて抱きしめたい衝動に駆られたが、そこをこらえて「お疲れ様」と口を開いた。

「お昼でも一緒にどうかなと思って。休憩は何時から？」

「そうだったんですね。確か、そろそろ順番がくる頃だと思うんですけど……」

「じゃあ待ってるよ」

　会場の脇に控え、目を配りながら、「なにが食べたい？」と妻に問いかける幸福のひと時。

　考えるように目を上向いて「そうですね……」と呟くのどかは、仄かにプライベートな顔を覗かせている。

「慶太さんは、なにか食べたいものは？」

　質問を返される形になって、つい、それはのどかだとサラリと口に出しそうになるところをぐっと抑えて「そうだな……」とごまかす。

　日頃、こう見えて俺はのどかに対する発言を結構選んでいる。意識しないと、次々に彼女が愛しい気持ちが溢れてしまって、全部を口にしていればドン引きされかねないからだ。

　本当は四六時中、そばに置いてかわいがりたい。そんな願望は常にある。

「のどかの好きなもので構わないよ。今日はなんでもいけそうだから」

「本当ですか？　じゃあ、順番が回ってくるまでに考え――」

　ぶつりと途切れた声と、瞬きを忘れた大きな瞳。

「どうした？」と聞きながらその視線の先をたどってみても、来場する多くの客しか見当たらない。

　そんな中、「のどちゃん」と、さっき会った長谷川さんが声をかけにやってきた。

「私、休憩の順番きたんだけど、代わるよ。先行ってきて」

　どうやら俺が待っているだろうと踏んだ長谷川さんは、のどかに休憩の順番を譲りに来てくれたらしい。

　だけど、のどかの固まった視線は一向に動きを取り戻さない。

「のど――」

「ごめんなさい、ちょっと、すぐ戻ります」

　俺の声を遮ったのどかは、突然その場から逃げるようにして立ち去っていく。

「え、どうしたんですかね、のどちゃん。なんか具合悪そうでしたけど……」

　確かに、気分が悪くなったように見えた。口を手で覆って、今にも吐き出しそうな。

「社長、失礼します」

　すかさずのどかの後を追おうとしたそのタイミングで、店舗支配人に声をかけられる。のどかが立ち去った先を気にする俺に、「私、見てきますので」と、長谷川さんが後を追っていってくれた。




　その後、戻ってきたのどかを連れてランチへと出かけた。

　気分が悪いなら食事はどうかと思ったけれど、『大丈夫です』との返事があり、吐きそうな顔をしていたのどかはいなくなっていた。

　だが、先ほどは明らかに様子がおかしかった。それを追及すると、のどかは『なんでもないです』の一点張りで、にこにこと笑顔を見せるだけ。

　その様子がなにかをひた隠しているようにしか見えなくなってきて、午後は仕事が手につかなかった。

　あの時、のどかの後を追ってくれた長谷川さんを呼び出し、なにか変わったことはなかったのか聞き出した。すると、『詳しくはわからないのですが、知り合いがフェアに来ていたようで』と気になる話を聞くことができた。

　気が気じゃない気分のまま、その晩は例の『Charlotte TOKYO-BAY』のご令嬢に招待されたバースデーパーティーへ足を運ぶ予定が入っていた。

　のどかに出席するように言われて行くことを決めたけれど、よりにもよってこんな日に……と行き渋った。

　とにかく、顔を出して挨拶をするという本来の目的を果たしたら、早々に退席しよう。

　気持ちばかりが焦る中でパーティー会場へと到着し、社長とご令嬢に挨拶をしたところで神原さんからの着信が入り、その報告内容に目の前がぐらついた。

《調べるよう言われていた件ですが、今日のフェアに、のどか様の――》

　一通り聞き終える頃には会場を出て、駐車場へと向かって足早に歩いていた。

　様子がおかしいとは思っていたが、まさか……。

　自宅へと向かう車中、平静を保てない自分と向き合っていた。

《社長と出会う以前にお付き合いされていた方で、恐らく、社長がのどか様から聞いていたお相手かと》

　俺と出会う前、のどかは一度だけ男と付き合ったことがあると打ち明けてくれた。

　のどかの過去を知りたいと、俺がせがんで話してもらった時のことだ。

『私ばかりが夢中で、あまり、いい恋愛ではなくて……最後は、つまらない女って言われちゃいました』

　はにかみながら打ち明けてくれたけど、俺にはまったく笑える内容ではなかった。

　まず、のどかの方が夢中だったことに嫉妬した。そこはもう俺の個人的な感情論でしかない。だけど、相手の男がのどかを〝つまらない女〟などと罵ったことには、心の中で憤慨した。

　同時に、憐れみも込み上げた。馬鹿な男だ、と。俺だったら間違ってものどかを手放したりしないからだ。

　結果的には彼女を自由にしてくれたことに感謝しなくてはならないが、過去であれ、のどかの心を掴んだ男はやはり憎らしかった。

　人生で初めて付き合ったという男が、自分のことを〝つまらない〟なんて言った男が、結婚を決めた相手と共に月日を経て目の前に現れた。

　のどかがどんな気持ちだったかと考えると、居ても立ってもいられなかった。

　気持ちを落ち着けることができないままマンションに到着し、エレベーターへと乗り込む。いつも気にも留めない数十秒がやたら長く感じられた。

「慶太さん！　早かったんですね」

　帰ると思っていなかった時間に帰宅したことに気付いて玄関まで出てきたのどかは、丸い目をさらに丸くして驚いていた。入浴して髪を乾かした後なのか、肩にはタオルを掛け、右手にはブラシが握られている。

　靴を脱いで上がってきた俺のカバンを、のどかはいつも通り受け取ろうと手を出した。その手を、渡すはずの荷物を放っておもむろに掴む。

「慶太さん……？」

　引き寄せて抱きしめると、いつものどかからするローズのシャンプーが濃く香る。

　花の香りに導かれる昆虫のように、そっと髪に口づけた。

「……顔だけ出して帰ってきた」

「え……どうして」

　顔を上げて俺を見上げたのどかは、不思議そうに答えを求める。

「どうして、って……」

　たまらなくなって、結ばれた唇を口づけで塞いでいた。

　突然のことに驚いたのか、のどかは微かに肩を揺らす。

　構わず唇を割ってキスを深めると、俺の背に回されていたのどかの手にぎゅっと力がこもった。

「今日は、一緒にいるべき日だったのに、申し訳なかった……」

　そう言われたのどかは、わけのわからない顔をしていた。

　部屋へと入ってから、昼間の様子が気がかりで、勝手に調べさせてもらったことを初めに謝罪した。

「そうだったんですか!?」とのどかはひどく驚いていたけれど、「そんなこともわかるんですね」と、過去が明るみになったことにばつが悪そうだった。

「それがわかったから、わざわざ早く帰ってきてくれたんですか……？」

　リビングのソファに腰を落ち着けてからずっと繋いでいた手を離し、のどかは両手を俺の腕に巻き付けてくる。「ありがとうございます」と言い、しがみつくように力を込め、ぴたりと顔をくっつけた。

「あの瞬間は驚きましたけど……でも、大丈夫ですよ、全然」

　その男との付き合いで、のどかは自分に自信をなくしたと打ち明けていた。

　もう、一生ひとりで生きていこうと心に決めた、とも。

　自分を傷つけた人間の、幸せになろうとする姿を目の当たりにするなんて、負の感情が湧き上がったに違いない。

「もう、かなり昔のことですし……今は、慶太さんのおかげで呪いも解けましたから」

「呪い？」

　聞き返すと、なぜかのどかはクスクスと笑う。そして、「昔、その人に言われたことですよ」と答えた。

「むしろ……結婚をしようと思える方に巡り合えたんだなって、よかったなって、思いました」

　それは一体、どういう感情から出てきた言葉なのだろうか。不思議に思って、寄り添うのどかを覗き込む。

　すると、のどかは視線を感じて顔を上げ、柔らかく微笑んでみせた。

「私、自分の人生に少しでも関わりがあった人には、どういう形でも、幸せになってほしいなって思ってるんです。だから、よかったなって」

　とっさに返す言葉が見当たらなかった。ただ、こんな風に自分には言えるだろうかと、自問自答していた。

　嫉妬や独占欲に埋め尽くされていた自分が、やたら子どもっぽく思えてくる。

　でもなにより、彼女を愛したことが誇りに思えた。

「……慶太さん？」

　感極まって、無言のまま横からのどかを抱きしめる。愛しさが溢れそうで、いつも以上に力が入っていた。

「あなたを好きになって、よかったと改めて思ってた」

「えっ……？」

「俺には、もったいないくらいの妻だよ、のどかは」

　腕の中で「そんなことは……」と謙遜の呟きが聞こえる。

　しばらくすると、「でも……」と言ったのどかが俺を抱きしめ返した。

「ありがとうございます……嬉しい」

　この世で彼女を見つけ、不思議なほどナチュラルに恋に落ちた。

　知れば知るほど彼女を好きになり、これから先も惚れ続けていく確信がある。

　今日もまた、俺は彼女に落ちてしまった。

　心地いい、愛しい想いが溢れて止まらない。

「でも、あの時は気分が悪そうだったから心配だった。驚いただけだったのか……」

「あ……それ、なんですが……」

「……？」

　急に腕から離れ、ソファを立ち上がるのどか。

　どうしたのかと思っているうちに、そそくさとリビングを出ていってしまう。

　数十秒後に再びリビングに顔を出したのどかは、両手を後ろに組み、掛けたままの俺の目の前で足を止めた。

　見上げたのどかの表情は、どこか真剣で、きゅっと結んだ唇がなにか大事な話をする予告に見えた。

「今日、お帰りになったら、話そうと思ってたんですが……実は、これ……」

　後ろにあった手を出して見せられたものに、大人しかった鼓動が驚いたように跳ね上がった。

　のどかの両手に大事に包まれていたもの。それは、初めて実物を見る妊娠検査薬だった。

「これ……」

「実は、月のものが遅れているなと思っていて……そしたら、最近気持ち悪くなることがあったので、もしかしたらと思って」

　線が二本出た検査薬を目に、勢いよくその手を掴む。

「明日、医者に行こう。一緒に行こう」

　思わず声のボリュームが上がった。

　興奮気味な夫がおかしかったのか、のどかは急にクスクスと笑い始める。

「はい！　でも、急ですし、お仕事は大丈夫ですか？」

「のどかを医者に連れていくより大事な仕事なんかないに決まってる」

　前に立つ愛しい妻を抱き寄せる。これから膨らんでいくだろうお腹がちょうど目の前に来て、そっと撫でるように触れていた。

「慶太さん……私のことを好きになってくれて、ありがとうございます」

　改まった言葉に顔を上げてみると、そこには愛してやまない笑顔がある。

　大事に丁寧に、自分の膝の上にのどかを座らせ、額へと優しい口づけを落とした。

「それは、俺のセリフだよ」

　見つめ合って笑みを交わし、どちらからともなく唇を重ね合わせた。
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あとがき




　初めましての皆様も、いつもありがとうございますの皆様も、こんにちは、未華空央です。この度は、ベリーズ文庫三作目となる本作をお手に取っていただきまして、ありがとうございます。

　未華作品のヒーローは過去思い浮かべてみても、俺様系（私的言い方をしますと、オラオラ系）のヒーローが比較的多く、ヒロインがぐいぐいこられてどぎまぎしてしまう、みたいなお話をよく書いている気がします。

　が、今回のヒーロー園咲慶太は、とにかく紳士でヒロインのどかを溺愛してやまない……という、私のオラオラ系が封印されたヒーローでした。とにかく執筆中新鮮で、もっとのどかを可愛がろうと、書いている私が楽しんでしまった感じです（笑）。

　オラオラ系ヒーローも好きですが、慶太のようなひたすらヒロインを可愛がって甘やかして溺愛するヒーローも、今回の作品を書いて物凄く好きになりました。またこんなヒーローを書きたい、とすでに思っています。

　本作を書こうと思ったきっかけは、身近にウエディングプランナーをしているお友達がいて、そのお仕事について詳しく取材させてもらえることが叶い、実現しました。

　話を聞かせてもらっている中で、感動のウエディングエピソードなんかも話してもらい、聞きながらついほろっと泣いてしまうなんてこともあったり、ウエディングプランナーの仕事にとても魅力を感じ、これはぜひ作品にしたい！と思わされました。

　本作を書くにあたり、貴重なお話を聞かせてくださいました、ウエディングプランナー阿武様。この度は取材を受けていただき本当にありがとうございました。

　ベリーズ文庫では本作よりご一緒させていただきました、担当の福島様。いつも作品を一緒に温めてくださり感謝の気持ちでいっぱいです。編集担当してくださいました、妹尾様。改稿作業では親身になってたくさんお話をしていただき、本当にありがとうございました。ウエディングの二人が眩しい素敵なカバーを手掛けていただきました、まち先生。胸キュンなイラストを本当にありがとうございました。

　そして、いつも応援くださる読者の皆様。作品を書き上げるたび、こうして紙面でご挨拶ができるたび、伝えきれない感謝で胸がいっぱいになります。

　また、こうしてご挨拶ができる日を夢見て、作品を書き続けていきたいと思います。
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～ようこそ、俺の花嫁さん～
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